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１ 精神保健福祉法の施行に係る留意点について 

 

 

昨年６月１３日に「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の一部を改正

する法律」が成立し、同１９日に公布された。 

今回の法律の目的は、精神障害者の地域生活への移行を促進するため、 

①精神障害者の医療に関する指針（大臣告示）を策定すること、 

②保護者制度を廃止すること、 

③医療保護入院における入院手続の見直し及び病院の管理者への退院促進

の措置の義務付けを行うこと、 

④精神医療審査会に関する見直しを行うこと、 

等の所要の措置を講じることである。 

 同法は④の一部を除き、平成２６年４月１日から施行されることとされてい

る。 

 施行に向け、２月１２日にご担当者向け説明会を実施したところであり、そ

の概略は以下のとおりである。引き続き円滑な施行のため、関係機関等に対す

る周知にご協力いただくとともに、施行準備に遺漏なきを期されたい。 

 

（１）良質かつ適切な精神障害者に対する医療の提供を確保するための指針案

【①関係】 

  改正精神保健福祉法で新たに厚生労働大臣が策定することとされた「良質

かつ適切な精神障害者に対する医療の提供を確保するための指針」の内容に

ついて、有識者、関係者で構成する「精神障害者に対する医療の提供を確保

するための指針等に関する検討会」（以下「検討会」という。）において議論

され、昨年１２月１８日にとりまとめが行われ、１２月２６日の社会保障審

議会障害者部会で了承された。パブリックコメントを終え、いただいた御意

見も踏まえつつ、法令上の見直しを行っているところであり、３月７日付け

で公表することとしている。 

 

（２）医療保護入院における家族等の同意に関する運用の考え方【②③関係】 

  改正精神保健福祉法で保護者制度を廃止したことに伴い、医療保護入院の

要件を精神保健指定医１名の判定と保護者の同意から、精神保健指定医１名

の判定と家族等の同意に改めることとしている。 

  家族等の同意に関する運用の在り方については、その考え方を平成 26 年

１月 24 日付「医療保護入院における家族等の同意に関する運用について」

（障精発 1024 第１号精神・障害保健課長通知）でお示ししている。 

 

（３）市町村長同意の事務処理要領の改正【②③関係】 

   改正精神保健福祉法による保護者制度の廃止及び医療保護入院の入院手

続の見直しに伴い、市町村長同意の要件は「その（注：当該精神障害者の）
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家族等がない場合又はその家族等の全員がその意思を表示することができ

ない場合」とされている。したがって、改正後においては、家族等が存在す

るものの反対している場合や、家族等が存在するものの同意を得られない場

合については、市町村長同意を行うことができないことにご留意いただきた

い。 

 

（３）医療保護入院者に対する退院促進の措置について【③関係】 

  改正精神保健福祉法で新たに精神科病院の管理者に義務として課される

医療保護入院者に対する退院促進の措置の具体的な内容については、平成

26 年１月 23 日付で公布された「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律

施行規則の一部を改正する省令」（平成 26 年厚生労働省令第４号）や、平成

26 年１月 24 日付「医療保護入院者の退院促進に関する措置について」（障

発 0124 第２号障害保健福祉部長通知）においてお示ししている。その概要

は以下のとおり。 

 

１．退院後生活環境相談員 

（ⅰ）退院後生活環境相談員となる者の資格 

①精神保健福祉士 

②看護職員（保健師を含む。）、作業療法士、社会福祉士であって精神障

害者に関する業務に従事した経験を有する者 

③精神障害者及びその家族等との退院後の生活環境に関する相談及び指

導について３年の経験を有する者で、厚生労働省が指定する研修を受

けた者（研修の修了については平成 29 年３月 31 日までの間は研修を

修了していなくても、前段の要件を満たしていれば、資格を有するこ

ととしてよいこととする。） 

（ⅱ）選任時期 

  当該医療保護入院者の入院から７日以内に選任 

（ⅲ）配置・業務 

退院後生活環境相談員の配置数の目安及び業務の概要について、通知で規

定 

（ⅳ）その他 

  医療保護入院から任意入院に切り替わった者についてもできる限り地域

生活に移行するまでの間は引き続き相談・指導を行うことが望ましいことを

通知で規定 

 

２．地域援助事業者 

 （ⅰ）地域援助事業者の範囲 

  ①一般相談支援事業者及び特定相談支援事業者（相談支援専門員の配置さ

れる事業者） 

②居宅介護支援事業者等（介護支援専門員の配置される事業者） 

－2－

4



 （ⅱ）紹介の方法 

   書面の交付その他適切な方法で紹介 

 

３．医療保護入院者退院支援委員会 

 （ⅰ）審議事項 

   ・「推定される入院期間」を超えて継続して入院する必要性の有無 

   ・引き続き入院が必要な場合の「推定される入院期間」 

   ・退院に向けた取組 

（ⅱ）医療保護入院者退院支援委員会（仮称）の対象者 

  ・入院後１年を経過するまでの医療保護入院者であって、入院届に記載さ

れた「推定される入院期間」又は医療保護入院者退院支援委員会で設定

された「推定される入院期間」を終える者 

・入院後１年以上経過している医療保護入院者であって、病院の管理者が

委員会での審議が必要と認める者 

※ 平成２６年３月３１日以前の入院者については、病院の管理者が、審議

が必要と認める者を対象とする経過措置を規定。 

 （ⅲ）開催時期 

   医療保護入院者について、「推定される入院期間」を超える前又は超え

た後速やか（＝概ね２週間以内）に、当該者について委員会で審査を行う。 

 （ⅳ）出席者 

①主治医（主治医が精神保健指定医でない場合は、主治医以外の精神保健

指定医も出席） 

②看護職員（当該医療保護入院者を担当する看護職員が出席することが望

ましい） 

③退院後生活環境相談員 

④①～③以外の病院の管理者が出席を求める当該病院職員 

⑤医療保護入院者本人（本人が出席を希望する場合） 

⑥医療保護入院者の家族等（本人が出席を求めた場合であって、出席を求

められた者が出席要請に応じるとき） 

⑦地域援助事業者その他の退院後の生活環境に関わる者（⑥と同様） 

（ⅴ）審議内容の記録 

 ・医療保護入院者退院支援委員会の審議記録を様式に基づき作成 

 ・医療保護入院者の診療録に医療保護入院者退院支援委員会の開催日を記載 

  

（４）精神医療審査会の効率化【④関係】 

  精神医療審査会の機能強化についてで説明 
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精
神

保
健

及
び
精

神
障

害
者

福
祉

に
関

す
る
法

律
の

一
部

を
改

正
す
る
法

律
の

概
要

（
平

成
２
５
年

６
月

１
３
日

成
立

、
同

６
月

１
９
日

公
布
）

(１
)精

神
障

害
者

の
医

療
の

提
供

を
確

保
す

る
た

め
の

指
針

の
策

定
厚

生
労

働
大

臣
が

、
精

神
障

害
者

の
医

療
の

提
供

を
確

保
す

る
た

め
の

指
針

を
定

め
る

こ
と

と
す

る
。

(２
)保

護
者

制
度

の
廃

止
主

に
家

族
が

な
る

保
護

者
に

は
、

精
神

障
害

者
に

治
療

を
受

け
さ

せ
る

義
務

等
が

課
さ

れ
て

い
る

が
、

家
族

の
高

齢
化

等
に

伴
い

、
負

担
が

大
き

く
な

っ
て

い
る

等
の

理
由

か
ら

、
保

護
者

に
関

す
る

規
定

を
削

除
す

る
。

(３
)医

療
保

護
入

院
の

見
直

し
①

医
療

保
護

入
院

に
お

け
る

保
護

者
の

同
意

要
件

を
外

し
、

家
族

等
（

＊
）

の
う

ち
の

い
ず

れ
か

の
者

の
同

意
を

要
件

と
す

る
。

＊
配

偶
者

、
親

権
者

、
扶

養
義

務
者

、
後

見
人

又
は

保
佐

人
。

該
当

者
が

い
な

い
場

合
等

は
、

市
町

村
長

が
同

意
の

判
断

を
行

う
。

②
精

神
科

病
院

の
管

理
者

に
、

・
医

療
保

護
入

院
者

の
退

院
後

の
生

活
環

境
に

関
す

る
相

談
及

び
指

導
を

行
う

者
（

精
神

保
健

福
祉

士
等

）
の

設
置

・
地

域
援

助
事

業
者

（
入

院
者

本
人

や
家

族
か

ら
の

相
談

に
応

じ
必

要
な

情
報

提
供

等
を

行
う

相
談

支
援

事
業

者
等

）
と

の
連

携
・

退
院

促
進

の
た

め
の

体
制

整
備

を
義

務
付

け
る

。

(４
)精

神
医

療
審

査
会

に
関

す
る

見
直

し
①

精
神

医
療

審
査

会
の

委
員

と
し

て
、

「
精

神
障

害
者

の
保

健
又

は
福

祉
に

関
し

学
識

経
験

を
有

す
る

者
」

を
規

定
す

る
。

②
精

神
医

療
審

査
会

に
対

し
、

退
院

等
の

請
求

を
で

き
る

者
と

し
て

、
入

院
者

本
人

と
と

も
に

、
家

族
等

を
規

定
す

る
。

平
成

2
6
年

４
月

１
日

（
た

だ
し

、
１

．
（

４
）

①
に

つ
い

て
は

平
成

2
8
年

４
月

１
日

）

政
府

は
、

施
行

後
３

年
を

目
途

と
し

て
、

施
行

の
状

況
並

び
に

精
神

保
健

及
び

精
神

障
害

者
の

福
祉

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

を
勘

案
し

、
医

療
保

護
入

院
に

お
け

る
移

送
及

び
入

院
の

手
続

の
在

り
方

、
医

療
保

護
入

院
者

の
退

院
を

促
進

す
る

た
め

の
措

置
の

在
り

方
、

入
院

中
の

処
遇

、
退

院
等

に
関

す
る

精
神

障
害

者
の

意
思

決
定

及
び

意
思

の
表

明
の

支
援

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
加

え
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

所
要

の
措

置
を

講
ず

る
。

1

１
．
概

要

２
．
施

行
期

日

３
．
検

討
規

定

精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
た
め
、
精
神
障
害
者
の
医
療
に
関
す
る
指
針
（
大
臣
告
示
）
の

策
定
、
保
護
者
制
度
の
廃
止
、
医
療
保
護
入
院
に
お
け
る
入
院
手
続
等
の
見
直
し
等
を
行
う
。

－4－
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○
精
神
障
害
者
に
対
す
る
保
健
医
療
福
祉
に
携
わ
る
全
て
の
関
係
者
が

目
指
す
べ
き
方
向
性
を
定
め
る
指
針
と
し
て
策
定
。

（
指

針
は
法
規
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
）

○
指
針
で
示
す
こ
と
と
し
て
い
る
、
新
規
入
院
者
は
１
年
以
内
に
退
院
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
定
期
病
状
報
告
等
各
種
様
式
を
見

直
し
。
（
後
述
）

※
指

針
案
に
文
言
の

修
正
を
加
え
、
３
月
７
日
に
公
表
。

2

Ⅰ
精
神
医
療
指
針
案
に
係
る
主
な
ポ
イ
ン
ト

－5－
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○
厚

生
労

働
大

臣
が

、
精

神
障

害
者

の
医

療
の

提
供

を
確

保
す
る
た
め
の

指
針

を
定

め
る
こ
と
と
す
る
。

第
４
１
条

厚
生

労
働

大
臣

は
、
精

神
障

害
者

の
障

害
の

特
性

そ
の

他
の

心
身

の
状

態
に
応

じ
た
良

質
か

つ
適

切
な
精

神
障

害
者

に
対

す
る
医

療
の

提
供

を
確

保
す
る
た
め
の

指
針

（
以

下
こ
の

条
に
お
い
て
「
指

針
」
と
い
う
。
）
を
定

め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
指
針

に
定
め
る
事
項
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一
精
神
病
床
（
病
院
の
病

床
の

う
ち
、
精

神
疾

患
を
有

す
る
者

を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。
）
の

機
能
分
化
に
関
す
る
事
項

二
精

神
障

害
者

の
居

宅
等

（
居

宅
そ
の

他
の

厚
生

労
働

省
令

で
定

め
る
場

所
を
い
う
。
）
に
お
け
る
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
事
項

三
精
神
障
害
者
に
対
す
る
医

療
の

提
供

に
当

た
っ
て
の

医
師

、
看

護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
と
精

神
保
健
福
祉
士
そ
の
他
の

精
神

障
害

者
の

保
健

及
び
福

祉
に
関

す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
と
の

連
携
に
関
す
る
事
項

四
そ
の
他
良
質
か
つ
適
切
な
精
神
障
害
者
に
対
す
る
医
療
の
提
供
の
確
保
に
関
す
る
重
要
事
項

（
略

）

精
神

障
害

者
の

医
療

の
提

供
を
確

保
す
る
た
め
の

指
針

の
策

定

3

－6－

8



4

良
質

か
つ
適

切
な
精

神
障

害
者

に
対

す
る
医

療
の

提
供

を
確

保
す
る
た
め
の

指
針

案
（
概

要
）

○
入
院
医
療
中
心
の
精
神
医
療
か
ら
地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
の
精
神
医

療
の

実
現

に
向

け
、
精

神
障

害
者

に
対

す
る
保

健
医

療
福

祉
に
携

わ
る
全

て
の
関
係
者
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
定
め
る
指
針
と
し
て
策
定
予
定
。

１
．
精

神
病

床
の

機
能

分
化

に
関

す
る
事

項

○
機
能
分
化
は
段
階
的
に
行
い
、
人
材
・
財
源
を
効
率
的
に
配
分
す
る
と
と
も

に
、
地

域
移

行
を
更

に
推

進
す
る
。
結

果
と
し
て
、
精

神
病

床
は

減
少

す
る
。

○
地
域
の
受
け
皿
づ
く
り
の
在
り
方
や
病
床
を
転
換
す
る
こ
と
の
可
否
を
含
む

具
体
的
な
方
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
精
神
障
害
者
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、

様
々
な
関
係
者
で
検
討
す
る
。

○
急
性
期
の
患
者
に
手

厚
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
医
師
、
看
護
職
員
は

一
般
病
床
と
同
等
の
配
置
を
目
指
す
。

○
在
院
期
間
が
１
年
を
超
え
な
い
う
ち
に
退
院
で
き
る
よ
う
、
多
職
種
に
よ
る

質
の

高
い
チ
ー
ム
医

療
を
提

供
し
、
退

院
支

援
等

の
取

組
を
推

進
す
る
。

○
１
年
以
上
の
長
期
在

院
者
の
地
域
移
行
を
推
進
す
る
た
め
、
多
職
種
に
よ

る
退
院
促
進
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
。

－7－
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5

良
質

か
つ
適

切
な
精

神
障

害
者

に
対

す
る
医

療
の

提
供

を
確

保
す
る
た
め
の

指
針

案
（
概

要
）

２
．
精

神
障

害
者

の
居

宅
等

に
お
け
る
保

健
医

療
サ

ー
ビ
ス
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
関

す
る
事

項

○
外
来

・
デ
イ
ケ
ア
等
で
の
適
切
な
医
療
を
受
け
な
が
ら
地
域
で
生
活
で
き
る
よ

う
、
外

来
医

療
体

制
の

整
備

及
び
充

実
並

び
に
地

域
医

療
連

携
を
推

進
す
る
。

○
治
療
中
断
者
等
が
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
多

職
種

チ
ー
ム
に
よ
る
訪

問
支

援
）
を
推

進
す
る
。

○
在
宅

の
精
神
障
害
者

の
症
状
の
急
な
増
悪
等
に
対
応
で
き
る
よ
う
２
４
時
間
３

６
５
日
対
応
で
き
る
医
療
体
制
の
確
保
や
身
体
疾
患
を
合
併
す
る
精
神
疾
患
患

者
の
受
入
体
制
の
確
保
等
に
よ
り
、
精
神
科
救
急
医
療
体
制
を
整
備
す
る
。

○
精
神

科
外
来
等
で
必

要
と
認
め
ら
れ
た
身
体
疾
患
に
対
す
る
医
療
に
つ
い
て

適
切
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
一
般
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

○
保
健

所
や
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
等
に
お
け
る
相
談
や
訪
問
支
援
を
通
し

て
、
早

期
に
必

要
な
医

療
に
適

切
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
体

制
の

整
備

と
関

係
機

関
の
連
携
を
進
め
る
。

○
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
等
と
医
療
機
関
と
の
連
携
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
居

住
支

援
に
関

す
る
施

策
を
推

進
す
る
。

－8－
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6

良
質

か
つ
適

切
な
精

神
障

害
者

に
対

す
る
医

療
の

提
供

を
確

保
す
る
た
め
の

指
針

案
（
概

要
）

３
．
医

療
従

事
者

と
精

神
障

害
者

の
保

健
福

祉
に
関

す
る
専

門
的

知
識

を
有

す
る
者

と
の

連
携

に
関

す
る
事

項

○
精

神
科

医
療

の
質

の
向

上
、
退

院
支

援
、
生

活
支

援
の

た
め
、
多

職
種

と
の
適
切
な
連
携
を
確
保
す
る
。

○
チ
ー
ム
で
保
健
医
療

福
祉
を
担
う
専
門
職
種
そ
の
他
の
精
神
障
害
者
を
支

援
す
る
人
材
の
育
成
と
質
の
向
上
を
推
進
す
る
。

－9－
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7

良
質

か
つ
適

切
な
精

神
障

害
者

に
対

す
る
医

療
の

提
供

を
確

保
す
る
た
め
の

指
針

案
（
概

要
）

４
．
そ
の

他
良

質
か

つ
適

切
な
精

神
障

害
者

に
対

す
る
医

療
の

提
供

の
確

保
に
関

す
る
重

要
事

項

○
保
健

所
の
有
す
る
機
能
を
最
大
限
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の
方
策
を
、
市

町
村
等
の
他
の
関
係
機
関
の
在
り
方
も
含
め
て
検
討
し
、
当
該
検
討
に
基

づ
く
方
策
を
推
進
す
る
。

○
非
自

発
的
入
院
の
場
合
に
お
い
て
も
行
動
の
制
限
は
最
小
の
範
囲
と
し
、

ま
た
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
に
努

め
る
等

精
神

障
害

者
の

人
権

に
最

大
限
配
慮
す
る
。

○
自

殺
（
う
つ
病

等
）
、
依

存
症

等
多

様
な
精

神
疾

患
・
患

者
像

に
対

応
し
た

医
療
を
提
供
す
る
。

○
精
神

疾
患
の
予
防
を
図
る
た
め
、
国
民
の
健
康
の
保
持
増
進
等
の
健
康

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
心
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

－10－
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○
保
護
者
制
度
は
廃

止
（
「
保
護
者
制
度
」
が
「
家
族
等
制
度
」
に
変
わ
っ

た
わ

け
で
は

な
い
。
）

○
保
護
者
の
義
務
規

定
・
権
利
規
定
の
う
ち
、
家
族
等
の
退
院
請
求
権
の

み
規
定
。

8

Ⅱ
保
護
者
制
度
廃
止
に
係
る
主
な
ポ
イ
ン
ト

－11－
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○
法

律
上

は
、
「
家

族
等

の
う
ち
い
ず
れ

か
の

者
」
の

同
意

が
あ
れ

ば
、
医

療
保
護
入
院
可
能
（
優
先
順
位
は
な
い
）
。

○
法

律
上

は
、
同

意
者

が
、
同

意
後

に
特

別
な
義

務
や

権
利

を
持

つ
こ
と

は
な
い
。

○
同
意
者
と
本
人
と
の
関
係
は
、
同
意
書
の
記
載
に
よ
り
確
認
。

9

Ⅲ
医
療
保
護
入
院
の
要
件
の
見
直
し
に
係
る
主
な
ポ
イ
ン
ト

－12－
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１
．
今

回
の

法
改

正
に
お
い
て
は

、
保

護
者

制
度

の
廃

止
に
伴

い
、
医

療
保

護
入

院
に
つ
い
て
精

神
保

健
指

定
医

１
名

の
判

定
と
と
も
に
、
家

族
等

（
配

偶
者

、
親

権
者

、
扶

養
義

務
者

、
後

見
人

又
は

保
佐

人
を
い
う
。

以
下

同
じ
。
）
の

う
ち
い
ず
れ

か
の

者
の

同
意

を
必

要
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
法

第
33

条
第
1項

及
び
第

２
項

）

２
．
当

該
改

正
の

趣
旨

は
、
適

切
な
入

院
医

療
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
確

保
し
つ
つ
、
医

療
保

護
入

院
に
お
け
る

精
神

障
害

者
の

家
族

等
に
対

す
る
十

分
な
説

明
と
そ
の

合
意

の
確

保
、
精

神
障

害
者

の
権

利
擁

護
等

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

３
．
な
お
、
医

療
保

護
入

院
は

、
本

人
の

同
意

を
得

る
こ
と
な
く
入

院
さ
せ

る
制

度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の

運
用

に
は

格
別

の
慎

重
さ
が

求
め
ら
れ

る
。
本

人
の

同
意

が
求

め
ら
れ

る
状

態
で
あ
る
場

合
に
は

、
可

能
な

限
り
、
本

人
に
対

し
て
入

院
医

療
の

必
要

性
等

に
つ
い
て
十

分
な
説

明
を
行

い
、
そ
の

同
意

を
得

て
、
任

意
入

院
と
な
る
よ
う
に
努

め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４
．
医

療
保

護
入

院
に
お
い
て
は

、
そ
の

診
察

の
際

に
付

き
添

う
家

族
等

が
、
通

例
、
当

該
精

神
障

害
者

を
身

近
で
支

え
る
家

族
等

で
あ
る
と
考

え
ら
れ

る
こ
と
か

ら
、
精

神
科

病
院

の
管

理
者

（
以

下
「
管

理
者

」
と
い

う
。
）
は

、
原

則
と
し
て
、
診

察
の

際
に
患

者
に
付

き
添

う
家

族
等

に
対

し
て
入

院
医

療
の

必
要

性
等

に
つ

い
て
十

分
な
説

明
を
行

い
、
当

該
家

族
等

か
ら
同

意
を
得

る
こ
と
が

適
当

で
あ
る
。

５
．
管

理
者

が
家

族
等

の
同

意
を
得

る
際

に
は

、
当

該
家

族
等

の
氏

名
、
続

柄
等

を
書

面
で
申

告
さ
せ

て
確

認
す
る
。
そ
の

際
に
は

、
可

能
な
範

囲
で
運

転
免

許
証

や
各

種
医

療
保

険
の

被
保

険
者

証
等

の
提

示
に

よ
る
本

人
確

認
を
行

う
こ
と
が

望
ま
し
い
。

ま
た
、
家

族
等

の
同

意
に
関

す
る
書

面
の

様
式

例
を
参

考
ま
で
に
添

付
す
る
の

で
、
適

宜
活

用
さ
れ

た
い
。医
療

保
護

入
院

に
お
け
る
家

族
等

の
同

意
に
関

す
る
運

用
の

考
え
方

10

（
平

成
２
６
年

１
月

２
４
日

精
神

・
障

害
保
健

課
長
通

知
）

－13－
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６
．
管

理
者

が
家

族
等

の
同

意
を
得

る
際

に
、
後

見
人

又
は

保
佐

人
の

存
在

を
把

握
し
た
場

合
に
は

、
こ
れ

ら
の

者
の

同
意

に
関

す
る
判

断
を
確

認
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

７
．
ま
た
、
当

該
医

療
保

護
入

院
者

に
係

る
精

神
障

害
者

が
未

成
年

で
あ
る
場

合
に
管

理
者

が
親

権
者

か
ら

同
意
を
得
る
際
に
は
、
民
法
（
明
治
29

年
法

律
第
89

号
）
第
81

8条
第

３
項

の
規

定
に
し
た
が

っ
て
、
原

則
と

し
て
父

母
双

方
の

同
意

を
要

す
る
も
の

と
す
る
。

８
．
精

神
障

害
者

に
対

す
る
医

療
や

そ
の

後
の

社
会

復
帰

に
は

家
族

等
の

理
解

と
協

力
が

重
要

で
あ
る
こ
と

を
踏

ま
え
る
と
、
医

療
保

護
入

院
は

、
よ
り
多

く
の

家
族

等
の

同
意

の
下

で
行

わ
れ

る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

こ
の

た
め
、
管

理
者

が
医

療
保

護
入

院
の

同
意

に
つ
い
て
の

家
族

等
の

間
の

判
断

の
不

一
致

を
把

握
し

た
場

合
に
お
い
て
は

、
可

能
な
限

り
、
家

族
等

の
間

の
意

見
の

調
整

が
図

ら
れ

る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
管

理
者

は
、
必

要
に
応

じ
て
家

族
等

に
対

し
て
医

療
保

護
入

院
の

必
要

性
等

に
つ
い
て
説

明
す
る
こ
と
が

望
ま

し
い
。

９
．
管

理
者

が
家

族
等

の
間

の
判

断
の

不
一

致
を
把

握
し
た
場

合
で
あ
っ
て
、
後

見
人

又
は

保
佐

人
の

存
在

を
把

握
し
、
こ
れ

ら
の

者
が

同
意

に
反

対
し
て
い
る
と
き
に
は

、
そ
の

意
見

は
十

分
に
配

慮
さ
れ

る
べ

き
も

の
と
解
す
る
。

10
．
ま
た
、
管

理
者

が
家

族
等

の
間

の
判

断
の

不
一

致
を
把

握
し
た
場

合
に
お
い
て
、
親

権
を
行

う
者

の
同

意
に
関

す
る
判

断
は

、
親

権
の

趣
旨

に
鑑

み
れ

ば
、
特

段
の

事
情

が
あ
る
と
認

め
る
場

合
を
除

き
、
尊

重
さ
れ

る
べ

き
も
の

と
解

す
る
。

11
．
医

療
保

護
入

院
後

に
管

理
者

が
当

該
入

院
に
反

対
の

意
思

を
有

す
る
家

族
等

（
医

療
保

護
入

院
の

同

意
を
行

っ
た
家

族
等

で
あ
っ
て
、
入

院
後

に
入

院
に
反

対
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

を
含

む
。
）
の

存
在

を
把

握
し
た
場

合
に
は

、
当

該
家

族
等

に
対

し
て
入

院
医

療
の

必
要

性
や

手
続

の
適

法
性

等
に
つ
い
て
説

明
す
る
こ
と
が

望
ま
れ

る
。
そ
の

上
で
、
当

該
家

族
等

が
依

然
と
し
て
反

対
の

意
思

を
有

す
る
と
き
は

、
管

理
者

は
、
都

道
府

県
知

事
（
精

神
医

療
審

査
会

）
に
対

す
る
退

院
請

求
を
行

う
こ
と
が

で
き
る
旨

を
教

示
す

る
。

11
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事
例
検
討
①

医
療

保
護

入
院

者
が

未
成

年
で
あ
る
場

合
の

親
権

者
や

、
医

療
保

護
入

院
者
が
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
の
場
合
の
後
見
人
又
は
保
佐
人
は
、

家
族
等
の
中
で
も
そ
の
意
見
が
優
先
さ
れ
る
の
か
。 （
Q
＆
A

問
２
－
３
よ
り
）

法
律
上
、
医
療
保
護
入

院
の

要
件

は
精

神
保

健
指

定
医

の
判
定

と
家
族
等
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
者

の
同

意
で
あ
り
、
医

療
保

護
入

院
の

同
意

を
行

う
優

先
順

位
は

な
い
（
精

神
保

健
指

定
医

の
判

定
が

あ
り
、
家

族
等

の
う
ち
誰

か
１
人

の
同

意
が

あ
れ

ば
、
医

療
保

護
入

院
を
行

っ
て
差

し
支

え
な
い
。
）
。

な
お
、
「
医

療
保

護
入

院
に
お
け
る
家

族
等

の
同

意
の

運
用

に
つ
い
て
」
（
平

成
26

年
１
月
24

日
障

精
発
01
24

第
１
号
厚
生
労

働
省

社
会

・
援

護
局

障
害

保
健

福
祉
部

精
神
・
障
害
保
健
課
長
通
知
）
６
．

及
び
９
．
は
後

見
人

又
は

保
佐

人
が

存
在

す
る
場

合
は

、
何

ら
か

の
事

情
が

あ
っ
て
後

見
人

又
は

保
佐

人
が

選
任

さ
れ

て
い
る
可

能
性

が
あ
る
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然

に
回
避
す
る
観
点
か
ら
、
医
療
保

護
入
院
の
同
意
を
得
る
際

に
は

、
そ
の

存
在

を
把

握
し
た
場

合
に
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
同
意
に
関
す

る
判
断
を
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
と
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
者
が
同
意
に
反
対
し
て
い
る
と
き
に

は
、
そ
の

意
見

は
十

分
配

慮
さ
れ

る
べ

き
も
の

と
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
同

通
知
10

．
は

、
親

権
者

に
は

、
民

法
第
82
0条

に
基

づ
き
身

上
監

護
権

を
有

す
る
こ
と
か

ら
、

そ
の

意
見

を
尊

重
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

＜
答

＞

－15－
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事
例
検
討
②

未
成
年
者
が
医
療
保
護
入
院
す
る
場
合
に
親
権
者
で
は
な
く
、
他
の
家

族
が
同
意
を
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

例
え
ば

、
以

下
の

よ
う
な
場

合
は

ど
う
か

。
16

歳
女

性
に
つ
い
て
、
家

庭
内

の
暴

力
行

為
や

自
傷

行
為

が
あ
っ
た
た
め
、
母

と
兄

（
22

歳
）
に
連

れ
ら

れ
て
受
診
し
、
精
神
保
健
指
定
医
は
医
療
保
護
入
院
が
必
要
と
の
判
定

を
し
て
い
る
。
暴
力
を
振
る
わ
れ
て
い
る
母
親
は
強
制
的
に
も
入
院
さ
せ
た

い
と
希

望
し
て
い
る
が

、
娘

に
甘

い
父

親
は

入
院

に
は

反
対

し
て
い
る
。
兄

は
入

院
に
は

同
意

し
そ
う
だ
。

（
Q
＆
A

問
２
－
７
よ
り
）

御
質

問
の

場
合

に
お
い
て
、
成

人
の

兄
の

同
意

で
医

療
保

護
入

院
を
行

う
こ
と
は

差
し
支

え
な
い
。

た
だ
し
、
そ
の

際
、
親

権
者

の
身

上
監

護
権

に
鑑

み
、
父

母
の

判
断

を
尊

重
さ
れ

た
い
。

＜
答

＞

－16－
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○
市

町
村

長
同

意
を
行

う
こ
と
が

で
き
る
の

は
、
「
そ
の

（
注
：
精
神
障
害
者
の
）

家
族
等
が
な
い
場
合
又
は
そ
の
家
族
等
の
全
員
が
そ
の
意
思
を
表
示
す

る
こ
と
が

で
き
な
い
場

合
」
。

○
家
族
等
が
存
在
し
て
い
る
が
、
反
対
し
て
い
る
場
合
や
、
反
対
は
し
て
い

な
い
が
同
意
を
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
場
合
等
は
、
市
町
村
長
同
意
を

行
う
こ
と
は

で
き
な
い
。

14

Ⅲ
市
町
村
長
同
意
の
見
直
し
に
係
る
主
な
ポ
イ
ン
ト

－17－

19



○
市
町
村
長
に
よ
る
医

療
保

護
入

院
の

同
意

に
係

る
規

定
の
新

設

第
３

３
条

３
精
神
科
病
院
の
管
理
者

は
、

第
一

項
第

一
号

に
掲

げ
る

者
に
つ
い
て
、
そ
の
家
族
等
（
前

項
に

規
定
す
る
家
族
等

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

が
な

い
場

合
又
は
そ
の
家
族
等
の
全
員
が
そ

の
意

思
を
表
示
す
る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

に
お

い
て

、
そ

の
者
の
居
住
地
（
居
住
地
が
な
い

か
、

又
は
明
ら
か
で
な

い
と

き
は

、
そ

の
者

の
現

在
地

。
第

四
十
五
条
第
一
項
を
除
き
、
以
下

同
じ

。
）
を
管
轄
す
る

市
町

村
長

（
特

別
区

の
長

を
含

む
。

以
下
同
じ
。
）
の
同
意
が
あ
る
と

き
は

、
本
人
の
同
意
が

な
く

て
も

そ
の

者
を

入
院

さ
せ

る
こ

と
が
で
き
る
。
第
三
十
四
条
第
二

項
の

規
定
に
よ
り
移
送

さ
れ

た
者

に
つ

い
て

、
そ

の
者

の
居

住
地
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
の
同

意
が

あ
る
と
き
も
、
同

様
と

す
る

。市
町

村
長

同
意

15

－18－
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市
町
村
長
同
意
事
務
処
理
要
領
の
主
な
改
正
事
項

16

○
入
院

時
に
市
町
村
長
の

同
意

の
対

象
と
な
る
者

病
院

側
の

調
査

の
結

果
、
当

該
精

神
障

害
者

の
家

族
等

の
い
ず
れ

も
い
な
い
か

、
又

は
そ
の

家
族

等
の

全
員

が
そ
の

意
思

を
表

示
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
（
こ
れ

ら
の

家
族

等
の

う
ち
い
ず
れ

か
の

者
が

お
り
、
そ
の

同
意

が
得

ら
れ

な
い
と
き
は

、
医

療
保

護
入

院
は

で
き
な
い
こ
と
。
）
。

※
そ
の

意
思

を
表

示
す
る
こ
と
が

で
き
な
い

＝
心
神
喪
失
の
場
合

等
（
×

家
族

等
が

反
対

し
て
い
る
場

合
、
家

族
等

が
反

対
し
な
い
が

同
意

も
し
な
い
場

合
）

○
市

町
村

長
に
お
い
て
行

わ
れ

る
手

続
病
院
が
把
握
し
て
い
な
い
家

族
等

の
存

在
を
把

握
し
、
連

絡
が

と
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
同
意
の

意
思

の
有

無
を
確

認
す
る
こ
と
。

○
同

意
後

の
事

務
（
退

院
請

求
権

者
と
し
て
）

入
院
の
同
意
後
、
市
町
村
の
担
当
者
は
、
速
や
か
に
本
人
に
面
会
し
、
そ
の
状
態
を
把
握
す
る
と

と
も
に
市
町
村
長
が
同
意

者
で
あ
る
こ
と
及

び
市

町
村

の
担

当
者

へ
の
連
絡
先
、
連
絡
方
法
を
本
人

に
伝

え
る
こ
と
。

等

－19－
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事
例
検
討
③

指
定

医
に
よ
り
医

療
保

護
入

院
が

必
要

と
判

定
さ
れ

た
場

合
で
、
家

族
等

の
間

で
意

見
が

分
か

れ
て
お
り
、
誰

も
同

意
を
行

わ
な
い
よ
う
な
と
き
は

、
家

族
等

の
全

員
が

そ
の

意
思

を
表

示
で
き
な
い
場

合
と
し
て
、
市

町
村

長
同

意
と
し
て
よ
い
の

か
。

ま
た
、
こ
の

よ
う
な
場

合
に
、
家

族
等

の
意

見
が

ま
と
ま
る
ま
で
の

間
、
応

急
入

院
を
行

う
こ
と
は
可
能
か
。

（
Q
＆
A

問
３
－
３
よ
り
）

市
町
村
長
が
医
療
保
護

入
院

の
同

意
を
行

う
こ
と
が

で
き
る
の
は

、
精
神
保
健
福
祉
法
第
33

条
第

３
項

に
規

定
す
る
と
お
り
、
そ
の

家
族

等
が

な
い
場

合
又

は
そ
の

家
族

等
の

全
員

が
そ
の

意
思

を
表

示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
で
あ
り
、
御

指
摘

の
場

合
は

市
町

村
長

同
意

を
行

う
こ
と
は

で
き
な
い
。

ま
た
、
応

急
入

院
に
つ
い
て
は

、
「
急

速
を
要

し
、
そ
の

家
族

等
の

同
意

を
得

る
こ
と
が

で
き
な
い
場

合
」
に
行

う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ

は
、
患

者
を
直

ち
に
入

院
さ
せ

る
必

要
が

あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
た
め
の

時
間

的
余

裕
が

な
く
、
入

院
の

た
め
に
必
要
と
な
る
本
人
及
び
保
護
者

等
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
な
場
合
を
い
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
単
身
者
や
身

元
等

が
判

明
し
な
い
者

な
ど
で
あ
っ
て
、
入

院
の

た
め
の

本
人

及
び
保

護
者

等
の

同
意

を
直

ち
に
得

る
こ
と
が

難
し
い
よ
う
な
場

合
等

に
行

う
こ
と
が

で
き
る
も
の

で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
家

族
等

が
付

き
添

っ
て
受

診
し
た
が

、
家

族
等

の
意

見
が

ま
と
ま
っ
て
い
な
い
場

合
に
応

急
入

院
を
行

う
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
の

場
合

は
、
家

族
等

の
う
ち
医

療
保

護
入

院
の

同
意

に
賛

成
し
て
い
る
者

か
ら
同

意
を
得

て
通

常
の

医
療

保
護

入
院

を
行

う
こ
と
と
な
る
。

＜
答

＞

－20－

22



事
例
検
討
④

家
族

等
で
は

な
く
、
保

健
所

職
員

等
に
付

き
添

わ
れ

て
受

診
し
、
精

神
保

健
指
定
医
は
医
療

保
護
入
院
が
必
要
と
判
定
し
た
。
家
族
等
の
存
在
を
戸

籍
上

等
で
把

握
で
き
る
が

、
当

該
家

族
等

に
連

絡
が

取
れ

な
い
場

合
、
市

町
村
長
同
意
と
し
て
よ
い
の
か
。

ま
た
、
家
族
等
が

い
る
が
、
旅
行
等
に
よ
り
一
時
的
に
連
絡
を
と
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
市
町
村
長
同
意
と
し
て
よ
い
か
。

（
Q
＆
A

問
３
－
４
よ
り
）

家
族

等
の

存
在

を
把

握
し
て
い
る
が

、
連

絡
先

を
把

握
で
き
ず
、
連

絡
を
と
る
手

段
が

な
い
等

に
よ

り
そ
の

同
意

を
得

る
こ
と
が

で
き
な
い
場

合
は

、
当

該
家

族
等

は
法

第
33

条
第
２
項
第
１
号
に
規
定
す

る
「
行

方
の

知
れ

な
い
者

」
と
し
て
扱

い
、
市

町
村

長
同

意
に
よ
り
医

療
保

護
入

院
を
行

っ
て
差

し
支

え
な
い
。

ま
た
、
家

族
等

が
い
る
が

旅
行

等
に
よ
り
一

時
的

に
連

絡
が

と
る
こ
と
が

で
き
な
い
場

合
は

、
当

該
「
家

族
等

」
は

「
行

方
の

知
れ

な
い
者

」
に
は

当
た
ら
な
い
た
め
、
こ
の

場
合

は
、
応

急
入

院
を
行

い
、

そ
の

間
に
家

族
等

と
連

絡
を
と
っ
て
医

療
保

護
入

院
の

同
意

を
え
る
こ
と
が

必
要

で
あ
る
。

＜
答

＞
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事
例
検
討
⑤

直
系
血
族
及
び
兄
弟
姉
妹
が
い
な
い
が
、
３
親
等
以
内
の
親
族
が
い
る

場
合
に
は
、
当
該
３
親
等
以
内
の
親
族
が
扶
養
義
務
者
の
審
判
を
家
庭
裁

判
所
で
受
け
な
い
限

り
、
医
療
保
護
入
院
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

（
Q
＆
A

問
３
－
５
よ
り
）

御
指
摘
の
場
合
で
、
医

療
保

護
入

院
が

必
要

な
者

に
つ
い
て
は

、
法
第
３
３
条
第
３
項
に
基
づ
く
市

町
村

長
同

意
に
よ
る
医

療
保

護
入

院
を
行

う
こ
と
が

で
き
る
。
（
当

該
３
親

等
以

内
の

親
族

は
扶

養
義

務
者

の
審

判
を
受

け
な
い
限

り
、
法

第
３
３
条

第
２
項

に
規

定
す
る
家

族
等

に
該

当
し
な
い
。
）

＜
答

＞
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○
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
の
選
任
は
義
務
で
あ
り
、
平
成
２
６
年
４
月
１

日
時
点
の
医
療
保
護

入
院
者
全
員
に
選
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
。

相
談
員
１
人
当
た
り
の
担
当
者
数
は
目
安
。

○
地
域
援
助
事
業
者

と
し
て
、
相
談
支
援
専
門
員
が
い
る
事
業
所
、
介
護

支
援
専
門
員
が
い
る
事
業
所
を
規
定
。

地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
は
努
力
義
務
。

○
平
成
26

年
４
月
１
日
以
降
に
入
院
し
た
在
院
期
間
１
年
未
満
の
医
療
保

護
入
院
者
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
の
開
催

は
義
務
。

た
だ
し
、
平

成
26

年
３
月
31

日
以
前
の
入
院
者
及
び
在
院
期
間
１
年
以

上
の

入
院

者
に
つ
い
て
は

、
任

意
の

開
催

で
可

。
20

Ⅳ
医
療
保
護
入
院
者
の
退
院
促
進
措
置
に
係
る
主
な
ポ
イ
ン
ト

－23－
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精
神

保
健

及
び
精

神
障

害
者

福
祉

に
関

す
る
法

律
の

一
部

を
改

正
す
る
法

律
の

概
要

（
平

成
２
５
年

６
月

１
３
日

成
立

、
同

６
月

１
９
日

公
布
）

(１
)精

神
障

害
者

の
医

療
の

提
供

を
確

保
す

る
た

め
の

指
針

の
策

定
厚

生
労

働
大

臣
が

、
精

神
障

害
者

の
医

療
の

提
供

を
確

保
す

る
た

め
の

指
針

を
定

め
る

こ
と

と
す

る
。

(２
)保

護
者

制
度

の
廃

止
主

に
家

族
が

な
る

保
護

者
に

は
、

精
神

障
害

者
に

治
療

を
受

け
さ

せ
る

義
務

等
が

課
さ

れ
て

い
る

が
、

家
族

の
高

齢
化

等
に

伴
い

、
負

担
が

大
き

く
な

っ
て

い
る

等
の

理
由

か
ら

、
保

護
者

に
関

す
る

規
定

を
削

除
す

る
。

(３
)医

療
保

護
入

院
の

見
直

し
①

医
療

保
護

入
院

に
お

け
る

保
護

者
の

同
意

要
件

を
外

し
、

家
族

等
（

＊
）

の
う

ち
の

い
ず

れ
か

の
者

の
同

意
を

要
件

と
す

る
。

＊
配

偶
者

、
親

権
者

、
扶

養
義

務
者

、
後

見
人

又
は

保
佐

人
。

該
当

者
が

い
な

い
場

合
等

は
、

市
町

村
長

が
同

意
の

判
断

を
行

う
。

②
精

神
科

病
院

の
管

理
者

に
、

・
医

療
保

護
入

院
者

の
退

院
後

の
生

活
環

境
に

関
す

る
相

談
及

び
指

導
を

行
う

者
（

精
神

保
健

福
祉

士
等

）
の

設
置

・
地

域
援

助
事

業
者

（
入

院
者

本
人

や
家

族
か

ら
の

相
談

に
応

じ
必

要
な

情
報

提
供

等
を

行
う

相
談

支
援

事
業

者
等

）
と

の
連

携
・

退
院

促
進

の
た

め
の

体
制

整
備

を
義

務
付

け
る

。

(４
)精

神
医

療
審

査
会

に
関

す
る

見
直

し
①

精
神

医
療

審
査

会
の

委
員

と
し

て
、

「
精

神
障

害
者

の
保

健
又

は
福

祉
に

関
し

学
識

経
験

を
有

す
る

者
」

を
規

定
す

る
。

②
精

神
医

療
審

査
会

に
対

し
、

退
院

等
の

請
求

を
で

き
る

者
と

し
て

、
入

院
者

本
人

と
と

も
に

、
家

族
等

を
規

定
す

る
。

平
成

2
6
年

４
月

１
日

（
た

だ
し

、
１

．
（

４
）

①
に

つ
い

て
は

平
成

2
8
年

４
月

１
日

）

政
府

は
、

施
行

後
３

年
を

目
途

と
し

て
、

施
行

の
状

況
並

び
に

精
神

保
健

及
び

精
神

障
害

者
の

福
祉

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

を
勘

案
し

、
医

療
保

護
入

院
に

お
け

る
移

送
及

び
入

院
の

手
続

の
在

り
方

、
医

療
保

護
入

院
者

の
退

院
を

促
進

す
る

た
め

の
措

置
の

在
り

方
、

入
院

中
の

処
遇

、
退

院
等

に
関

す
る

精
神

障
害

者
の

意
思

決
定

及
び

意
思

の
表

明
の

支
援

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
加

え
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

所
要

の
措

置
を

講
ず

る
。

１
．
概

要

２
．
施

行
期

日

３
．
検

討
規

定

精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
た
め
、
精
神
障
害
者
の
医
療
に
関
す
る
指
針
（
大
臣
告
示
）
の

策
定
、
保
護
者
制
度
の
廃
止
、
医
療
保
護
入
院
に
お
け
る
入
院
手
続
等
の
見
直
し
等
を
行
う
。

○
医

療
保

護
入

院
者

の
退

院
促

進
に

関
す

る
措

置
は

、
医

療
保

護
入

院
が

本
人

の
同

意
を

得
る

こ
と

な
く

行
わ

れ
る

入
院

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

本
人

の
人

権
擁

護
の

観
点

か
ら

可
能

な
限

り
早

期
治

療
・

早
期

退
院

が
で

き
る

よ
う

講
じ

る
も

の
。

○
本

措
置

は
、

法
令

上
は

医
療

保
護

入
院

者
の

み
を

対
象

と
し

て
講

じ
る

義
務

が
課

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
る

が
、

そ
の

他
の

入
院

形
態

の
入

院
患

者
の

早
期

退
院

の
た

め
に

も
有

効
な

措
置

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

任
意

入
院

者
等

の
医

療
保

護
入

院
者

以
外

の
入

院
形

態
に

よ
る

入
院

者
に

も
同

様
の

措
置

を
講

じ
る

こ
と

に
よ

り
退

院
促

進
に

努
め

て
い

た
だ

き
た

い
。
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○
医
療
保
護
入
院
者
の

退
院

後
の

生
活

環
境

に
関

す
る

相
談
及

び
指
導
を
行
う
者
（
精
神
保

健
福

祉
士
等
）
の
設
置

第
３

３
条

の
４

医
療
保

護
入

院
者

を
入

院
さ

せ
て

い
る

精
神

科
病
院
の
管
理
者
は
、
精
神
保

健
福
祉
士
そ
の
他
厚
生

労
働

省
令

で
定

め
る

資
格

を
有

す
る

者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、

退
院

後
生

活
環

境
相

談
員

を
選

任
し
、
そ
の
者
に
医
療
保
護
入
院

者
の
退
院
後
の
生
活
環

境
に

関
し

、
医

療
保

護
入

院
者

及
び

そ
の
家
族
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ

さ
せ
、
及
び
こ
れ
ら
の

者
を

指
導

さ
せ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

精
神

科
病

院
の

管
理

者
の

責
務

（
１
）

22
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退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
の
選
任

１
．
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
の
責
務
・
役
割

（
１
）
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
は
、
医
療
保
護
入
院
者
が
可
能
な
限
り
早
期
に
退
院
で
き
る
よ
う
、
個

々
の

医
療

保
護

入
院

者
の

退
院

支
援

の
た
め
の

取
組

に
お
い
て
中

心
的

役
割

を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
。

（
２
）
退
院
に
向
け
た
取
組
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
の
指
導
を
受
け
つ
つ
、
多

職
種

連
携

の
た
め
の

調
整

を
図

る
こ
と
に

努
め
る
と
と
も
に
、
行

政
機

関
を
含

む
院

外
の

機
関

と
の

調
整

に
努
め
る
こ
と
。

（
３
）
医
療
保
護
入
院
者
の
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
医
療
保
護
入
院
者
の
意
向
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
個

人
情

報
保

護
に
つ
い
て
遺

漏
な
き
よ
う
十

分
留

意
す
る
こ
と
。

（
４
）
以
上
の
責
務
・
役
割
を
果
た
す
た
め
、
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
は
、
そ
の
業
務
に
必
要
な
技
術
及
び
知
識
を

得
て
、
そ
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

２
．
選
任
及
び
配
置

（
１
）
退
院
に
向
け
た
相
談
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
と
医
療
保
護
入
院
者
及
び
そ
の
家
族

等
と
の
間
の
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
選

任
に
当

た
っ
て
は

、
医

療
保

護
入

院
者

及
び
家

族
等

の
意

向
に
配

慮
す
る
こ
と
。

（
２
）
配

置
の

目
安

と
し
て
は
、
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
１
人
に
つ
き
、
概

ね
50

人
以

下
の

医
療

保
護

入
院

者
を
担

当
す
る
こ
と
（
常

勤
換

算
と
し
て
の

目
安

）
と
し
、
医

療
保

護
入

院
者

１
人

に
つ
き
１
人

の
退

院
後

生
活

環
境

相
談

員
を
入

院
後

７
日

以
内

に
選

任
す
る
こ
と
。
兼
務
の
場
合
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の
目
安
を
踏
ま
え
、
担
当
す
る
医
療
保

護
入
院
者
の
人
数
を
決
め
る
こ
と
。
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24

３
．
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
と
し
て
有
す
る
べ
き
資
格

①
精
神
保
健
福
祉
士

②
看
護
職
員
（
保
健
師
を
含
む
。
）
、
作
業
療
法
士
、
社
会
福
祉
士
と
し
て
、
精
神
障
害
者
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た

経
験
を
有
す
る
者

③
３
年
以
上
精
神
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
等
と
の
退
院
後
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
の
相
談
及
び
指
導
に
関
す
る
業

務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
た
者

（
た
だ
し
、
平
成
2
9

年
３
月

3
1
日

ま
で
の

間
に
つ
い
て
は

、
研

修
を
修

了
し
て
い
な
く
て
も
、
前

段
の

要
件

を
満

た
し
て
い
れ

ば
、
資

格
を
有

す
る
こ
と
と
し
て
よ
い
こ
と
と
す
る
。
）

４
．
業
務
内
容

（
１
）
入

院
時

の
業

務
医
療
保
護
入
院
者
及
び
そ
の
家
族
等
に
対
し
て
以
下
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
こ
と
。

・
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
と
し
て
選
任
さ
れ
た
こ
と
及
び
そ
の
役
割

・
本
人
及
び
家
族
等
の
退
院
促
進
の
措
置
へ
の
関
わ
り
（
地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
本
人
に
お

い
て
は
、
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
へ
の
出
席
及
び
退
院
後
の
生
活
環
境
に
関
わ
る
者
に
委
員
会
へ
の
出
席
の
要
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
等
）

（
２
）
退

院
に
向

け
た
相

談
支

援
業

務

ア
医
療
保
護
入
院
者
及
び
そ
の
家
族
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
退
院
に
向
け
た
意
欲
の
喚
起
や
具
体
的

な
取
組
の
工
程
の
相
談
等
を
積
極
的
に
行
い
、
退
院
促
進
に
努
め
る
こ
と
。

イ
医
療
保
護
入
院
者
及
び
そ
の
家
族
等
と
相
談
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
相
談
内
容
に
つ
い
て
相
談
記
録
又

は
看
護
記
録
等
に
記
録
を
す
る
こ
と
。

ウ
退
院
に
向
け
た
相
談
支
援
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
医
の
指
導
を
受
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
当
該
医
療

保
護
入
院
者
の
治
療
に
関
わ
る
者
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
。
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25

５
.そ

の
他

（
１
）
医
療
保
護
入
院
者
が
退
院
す
る
場
合
に
お
い
て
、
引

き
続

き
任

意
入

院
に
よ
り
当
該
病
院
に
入
院
す
る
と
き
に
は
、

当
該
医
療
保
護
入
院
者
が
地

域
生

活
へ

移
行

す
る
ま
で
は

、
継

続
し
て
退

院
促

進
の

た
め
の

取
組

を
行

う
こ
と
が

望
ま
し
い
こ
と
。

（
２
）
医
療
保
護
入
院
者
の
退
院
促
進
に
当
た
っ
て
の
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
の
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
施
行

後
の
選
任
状
況
等
を
踏
ま
え
て
、
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
と
し
て
有
す
る
べ
き
資
格
等
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、
留
意
さ
れ
た
い
こ
と
。

（
３
）
地
域
援
助
事
業
者
等
の
紹
介
に
関
す
る
業
務

ア
医
療
保
護
入
院
者
及
び
そ
の
家
族
等
か
ら
地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
や
、
当
該
医

療
保
護
入
院
者
と
の
相
談
の
内
容
か
ら
地
域
援
助
事
業
者
を
紹
介
す
べ
き
場
合
等
に
、
必
要
に
応
じ
て
地
域

援
助
事
業
者
を
紹
介
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

イ
地
域
援
助
事
業
者
等
の
地
域
資
源
の
情
報
を
把
握
し
、
収
集
し
た
情
報
を
整
理
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

ウ
地
域
援
助
事
業
者
に
限
ら
ず
、
当
該
医
療
保
護
入
院
者
の
退
院
後
の
生
活
環
境
又
は
療
養
環
境
に
関
わ
る

者
の
紹
介
や
、
こ
れ
ら
の
者
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
、
退
院
後
の
環
境
調
整
に
努
め
る
こ
と
。

（
４
）
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
に
関
す
る
業
務

ア
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
の
開
催
に
当
た
っ
て
、
開

催
に
向

け
た
調

整
や

運
営

の
中

心
的

役
割

を
果
た
す
こ
と
と
し
、
充
実
し
た
審
議
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

イ
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
の
記

録
の

作
成

に
も
積

極
的

に
関

わ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。

（
５
）
退

院
調

整
に
関

す
る
業

務

医
療
保
護
入
院
者
の
退
院
に
向
け
、
居
住
の
場
の
確
保
等
の
退
院
後
の
環
境
に
係
る
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
適

宜
地
域
援
助
事
業
者
等
と
連
携
す
る
等
、
円
滑
な
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
図
る
こ
と
。

（
６
）
そ
の

他

定
期

病
状

報
告

の
退

院
に
向

け
た
取

組
欄

に
つ
い
て
は
、
そ
の
相
談
状
況
等
を
踏
ま
え
て
退

院
後

生
活

環
境

相
談

員
が

記
載

す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
こ
と
。
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○
地
域
援
助
事
業
者
（
入

院
者

本
人

や
家

族
か

ら
の

相
談

に
応

じ
必
要
な
情
報
提
供
等
を
行

う
相

談
支
援
事
業
者
等

）
と

の
連

携

第
３

３
条

の
５

医
療
保
護

入
院

者
を

入
院

さ
せ

て
い

る
精

神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
医
療
保

護
入
院
者
の
退
院
に
よ
る

地
域

に
お

け
る

生
活

へ
の

移
行

を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

こ
れ

ら
の

者
に

対
し

て
、

厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

一
般
相
談
事
業
者
若
し
く

は
障

害
者

の
日

常
生

活
及

び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
第
５
条
第
１
６
項

に
規

定
す

る
特

定
相

談
支

援
事

業
（
第
４
９
条
第
１
項
に
お
い
て

「
特
定
相
談
支
援
事
業
」

と
い

う
。

）
を

行
う

者
、

介
護

保
険
法
第
８
条
第
２
３
項
に
規
定
す

る
居
宅
介
護
支
援
事
業
を

行
う

者
そ

の
他

の
地

域
の

精
神

障
害
者
の
保
健
又
は
福
祉
に
関
す
る

各
般
の
問
題
に
つ
き
精
神

障
害

者
又

は
そ

の
家

族
か

ら
の

相
談
に
応
じ
必
要
な
情
報
の
提
供
、

助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行

う
事

業
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
（
次

条
に

お
い

て
「

地
域

援
助

事
業

者
」
と
い
う
。
）
を
紹
介
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

精
神

科
病

院
の

管
理

者
の

責
務

（
２
）

26
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地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介

１
．
地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
の
趣
旨
・
目
的

地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
は
、
医
療
保
護
入
院
者
が
退
院
後
に
利
用
す
る
障

害
福

祉
サ

ー
ビ
ス
及

び
介

護
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
退

院
前

か
ら
相

談
し
、
医

療
保

護
入

院
者

が
円

滑
に
地

域
生

活
に
移

行
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
精

神
科
病
院
の
管
理
者
の
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
紹
介
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。

２
．
紹
介
の
方
法

（
１
）
地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
書
面
の
交
付
に
よ
る
紹
介
に
限
ら
ず
、
例
え
ば
、
面
会
に
よ
る

紹
介
（
紹
介
す
る
地
域
援
助
事
業
者
の
協
力
が
得
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
活
用
し
な
が

ら
の
紹
介
等
に
よ
り
、
医
療
保
護
入
院
者
が
地
域
援
助
事
業
者
と
積
極
的
に
相
談
し
、
退

院
に
向

け
て
前

向
き
に

取
り
組

む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
工

夫
さ
れ
た
い
こ
と
。

（
２
）
紹
介
を
行
う
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
医
療
保
護
入
院
者
の
退
院
先
又
は
そ
の
候
補
と
な
る

市
町

村
へ

の
照

会
を
行

う
ほ

か
、
精

神
保

健
福

祉
セ
ン
タ
ー
及

び
保

健
所

等
の

知
見

も
活

用
す
る
こ
と
。

３
．
紹
介
後
の
対
応

地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
を
中
心
と
し
て
、
医

療
保

護
入

院
者

と
当

該
地

域
援

助
事

業
者

の
相

談
状

況
を
把

握
し
、
連

絡
調

整
に
努

め
る
こ
と
。
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28

４
．
地
域
援
助
事
業
者

に
よ
る
相
談
援
助

（
１
）
地
域
援
助
事
業
者
は
、
医
療
保
護
入
院
者
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
退
院
後
円
滑
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
当

該
地

域
援

助
事

業
者

の
行

う
特

定
相

談
支

援
事

業
等

の
事

業
や

こ
れ

ら
の

事
業

の
利

用
に
向

け
た

相
談

援
助

を
行
う
こ
と
。

（
２
）
医
療
保
護
入
院
者
と
の
相
談
に
当
た
っ
て
は
、
退

院
後

生
活

環
境

相
談

員
と
の

連
携

に
努

め
、
連

絡
調

整
を
図

る
こ
と
。

（
３
）
相
談
援
助
を
行
っ
て
い
る
医
療
保
護
入
院
者
に
係
る
医

療
保

護
入

院
者

退
院

支
援

委
員

会
へ

の
出

席
の

要
請

が
あ
っ
た
場

合
に
は

、
で
き
る
限

り
出

席
し
、
退
院
に
向
け
た
情
報
共
有
に
努
め
る
こ
と
。
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○
退
院
促
進
の
た
め
の
体

制
整

備

第
３

３
条

の
６

精
神
科
病

院
の

管
理

者
は

、
前

２
条

に
規

定
す
る
措
置
の
ほ
か
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り

、
必

要
に

応
じ

て
地

域
援

助
事
業
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

医
療
保
護
入
院
者
の
退
院

に
よ

る
地

域
に

お
け

る
生

活
へ

の
移
行
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な

体
制
の
整
備
そ
の
他
の
当

該
精

神
科

病
院

に
お

け
る

医
療

保
護
入
院
者
の
退
院
に
よ
る
地
域
に

お
け
る
生
活
へ
の
移
行
を

促
進

す
る

た
め

の
措

置
を

講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

精
神

科
病

院
の

管
理

者
の

責
務

（
３
）

29
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医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会

２
．
対
象
者

①
在
院
期
間
が
１
年
未
満
の
医
療
保
護
入
院
者
で
あ
っ
て
、
入
院
時
に
入

院
届

に
添

付
す
る
入

院
診

療
計

画
書

に
記

載
し
た
推

定
さ
れ

る
入

院
期

間
を
経

過
す
る
も
の

②
在
院
期
間
が
１
年
未
満
の
医
療
保
護
入
院
者
で
あ
っ
て
、
委

員
会

の
審

議
で
設

定
さ
れ

た
推

定
さ
れ

る
入

院
期

間
を
経

過
す
る
も
の

③
在
院
期
間
が
１
年
以
上
の
医
療
保
護
入
院
者
で
あ
っ
て
、
病

院
の

管
理

者
が

委
員

会
で
の

審
議

が
必

要
と
認

め
る

も
の

※
当

該
推

定
さ
れ

る
入

院
期

間
を
経

過
す
る
時

期
の

前
後

概
ね

２
週

間
以

内
に
委

員
会

で
の

審
議

を
行
う
こ
と
。

※
入

院
時

に
入

院
届

に
添

付
す
る
入

院
診

療
計

画
書

に
記

載
す
る
推

定
さ
れ

る
入

院
期

間
に
つ
い
て
は

、
既

に
当

該
医

療
保

護
入

院
者

の
病

状
を
把

握
し
て
お
り
、
か

つ
、
１
年

以
上

の
入

院
期

間
が

見
込

ま
れ

る
場

合
（
例
え
ば

措
置

入
院

の
解

除
後

す
ぐ
に
医

療
保

護
入

院

す
る
場

合
等

）
を
除

き
、
原

則
と
し
て
１
年

未
満

の
期

間
を
設

定
す
る
こ
と
。

※
入

院
か

ら
１
年

以
上

の
医

療
保

護
入

院
者

を
委

員
会

で
の

審
議

の
対

象
者

と
し
な
い
場

合
は

、
具

体
的

な
理

由
（
例
え
ば
精
神
症
状
が

重
症
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
慢
性
的
な
症
状
を
呈
す
る
こ
と
に
よ
り
入
院
の
継
続
が
明
ら
か
に
必
要
な
病
状
で
あ
る
こ
と
等

）
を
定

期
病

状
報

告
に
記

載
す

る
こ
と
。
具

体
的

な
理

由
が

な
い
場

合
は

、
原

則
と
し
て
委

員
会

で
の

審
議

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。

※
既

に
推

定
さ
れ

る
入

院
期

間
経

過
時

点
か

ら
概

ね
１
ヶ
月

以
内

の
退

院
が

決
ま
っ
て
い
る
場

合
（
入
院
形
態
を
変
更
し
、
継
続
し
て
任

意
入

院
す
る
場

合
を
除

く
。
）
に
つ
い
て
は

、
委

員
会

で
の

審
議

を
行

う
必

要
は

な
い
こ
と
。

※
平

成
２
６
年

３
月

３
１
日

以
前

に
医

療
保

護
入

院
し
た
者

に
対

し
て
は

、
病

院
の

管
理

者
が

必
要

と
認

め
る
場

合
に
限

り
、
委

員
会

を
開

催
す
る
こ
と
が

可
能

（
経

過
措

置
）
。

１
．
医
療
保
護
入
院
者

退
院
支
援
委
員
会
の
趣
旨
・
目
的

医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
病
院
に
お
い
て
医
療
保
護
入
院
者
の
入
院

の
必
要
性
に
つ
い
て
審
議
す
る
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
入
院
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
の
推
定
さ
れ
る
入
院
期
間

を
明
確
化
し
、
退
院
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
審
議
を
行
う
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
病
院
関
係
者
の
医
療
保
護
入

院
者
の
退
院
促
進
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
た
め
に
設
置
。
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３
．
出
席
者

①
主
治
医
（
主
治
医
が
精
神
保
健
指
定
医
で
な
い
場
合
は
、
主
治
医
以
外
の
精
神
保
健
指
定
医
も
出
席
）

②
看
護
職
員
（
当
該
医
療
保
護
入
院
者
を
担
当
す
る
看
護
職
員
が
出
席
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）

③
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員

④
①
～
③
以
外
の
病
院
の
管
理
者
が
出
席
を
求
め
る
当
該
病
院
職
員

⑤
医
療
保
護
入
院
者
本
人
（
本
人
が
出
席
を
希
望
す
る
場
合
）

⑥
医
療
保
護
入
院
者
の
家
族
等
（
本
人
が
出
席
を
求
め
た
場
合
で
あ
っ
て
、
出
席
を
求
め
ら
れ
た
者
が
出
席
要
請
に

応
じ
る
と
き
）

⑦
地
域
援
助
事
業
者
そ
の
他
の
退
院
後
の
生
活
環
境
に
関
わ
る
者
（
⑥
と
同
様
）

※
③

が
②

に
も
該

当
す
る
場

合
は

、
そ
の

双
方

を
兼

ね
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
が

、
そ
の

場
合

に
は

、
④

の
者

で
あ
っ
て
当

該
医

療
保

護
入

院
者

の
診

療
に
関

わ
る
も
の

を
出

席
さ
せ

る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

※
⑦

と
し
て
は

、
入

院
前

に
当

該
医

療
保

護
入

院
者

が
通

院
し
て
い
た
診
療

所
や

退
院

後
に
当

該
医

療
保

護
入

院
者

が
診

療
を
受

け
る
こ
と
を
予

定
す
る
医

療
機

関
等

も
想

定
。
当

該
医

療
保

護
入

院
者

に
対

し
退

院
後

生
活

環
境

相
談

員
が

こ
れ

ら
の

者
に
対

し
出

席
を
要

請
し
な
く
て
よ
い
か

確
認

す
る
等

、
当

該
医

療
保

護
入

院
者

の
退

院
後

の
生

活
環

境
を
見

据
え
た
有

意
義

な
審

議
が

で
き
る
出

席
者

と
な
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。
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４
．
開
催
方
法

（
１
）
当
該
病
院
に
お
け
る
医
療
保
護
入
院
者
数
等
の
実
情
に
応
じ
た
開
催
方
法
で
差
支
え
な
い
。

【
例

】
・
月

に
１
回

委
員

会
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
、
当

該
開

催
日

か
ら
前

後
２
週

間
に
推

定
さ
れ

る
入

院
期

間
を
経

過
す
る
医

療
保

護
入

院
者

を
対

象
と
し

て
、
出
席
者
を
審
議
対
象
者
ご
と
に
入
れ
替
え
て
開
催

・
推

定
さ
れ
る
入
院
期
間
の
経
過
す
る
医
療
保
護
入
院
者
が
い
る
日
に
委
員
会
で
審
議

（
２
）
開

催
に
当

た
っ
て
は

、
十

分
な
日

時
の

余
裕

を
持

っ
て
審

議
対

象
と
な
る
医

療
保

護
入

院
者

に
委

員
会

の
開

催
に
つ
い
て
通

知
し

（
通

知
例

：
別

添
様

式
１
）
、
通
知
を
行
っ
た
旨
を
診
療
録
に
記
載
す
る
こ
と
。

当
該
通
知
に
基
づ
き
３
中
⑥
及
び
⑦
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
出
席
要
請
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
希

望
が
あ
っ
た
者
に
対
し
、
㋐
委
員
会
の
開
催
日
時
お
よ
び
開
催
場
所
、
㋑
医
療
保
護
入
院
者
本
人
か
ら
出
席
要
請

の
希
望
が
あ
っ
た
こ
と
、
㋒
出
席
が
可
能
で
あ
れ
ば
委
員
会
に
出
席
さ
れ
た
い
こ
と
、
㋓
文
書
に
よ
る
意
見
提
出
も

可
能
で
あ
る
こ
と
、
を
通
知
す
る
こ
と
。
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32

６
．
審
議
結
果

（
１
）
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
別
添
様
式
２
（
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
審
議
記
録
）

に
記
載
し
て
記
録
す
る
と
と
も
に
、
診

療
録

に
は

委
員

会
の

開
催

日
の

日
付

を
記

録
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
２
）
病

院
の

管
理

者
（
大
学
病
院
等
に
お
い
て
は
、
精
神
科
診
療
部
門
の
責
任
者
）
は
、
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支

援
委
員
会
の
審

議
状

況
を
確

認
し
、
医

療
保

護
入

院
者

退
院

支
援

委
員

会
審

議
記

録
に
署

名
す
る
こ
と
。
ま
た
、

審
議
状
況
に
不
十
分
な
点
が
み
ら
れ
る
場
合
に
は
、
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
。

（
３
）
審
議
終
了
後
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
審

議
の

結
果

を
本

人
並

び
に
当

該
委

員
会

へ
の

出
席

要
請

を
行

っ
た
３

⑥
及

び
⑦

に
掲

げ
る
者

に
対

し
て
別

添
様

式
３
に
よ
り
通

知
す
る
こ
と
。

（
４
）
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
結
果
、
入

院
の

必
要

性
が

認
め
ら
れ

な
い
場

合
に
は

、
速

や
か

に
退

院
に
向

け
た
手

続
を
と
る
こ
と
。

（
５
）
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
審
議
記
録
に
つ
い
て
は
、
定

期
病

状
報

告
の

際
に
、
当

該
報

告
か

ら
直

近
の

審
議

時
の

も
の

を
定

期
病

状
報

告
書

に
添

付
す
る
こ
と
。

５
．
審
議
内
容

委
員
会
に
お
い
て
は
、
以
下
の
３
点
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
審
議

①
医
療
保
護
入
院
者
の
入

院
継

続
の

必
要

性
の

有
無

と
そ
の

理
由

②
入
院
継
続
が
必
要
な
場
合
の

委
員

会
開

催
時

点
か

ら
の

推
定

さ
れ

る
入

院
期

間
③
②
の
推
定
さ
れ
る
入
院
期
間
に
お
け
る
退

院
に
向

け
た
取

組
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指
定
医
診
察

入
院
時

保
護
者
同
意

病 院 県

1
0
日
以
内

入
院
届
提
出

受
理

精
神
医
療

審
査
会

定
期

病
状

報
告

受
理

精
神

医
療

審
査

会

入
院
時

病 院 県

1
0
日
以
内

入
院
後
早
期

地 域

入
院
予
定
期
間

（入
院
期
限
）

1
2
か
月

（以
後
1
2
か
月
ご
と
）

特
に
慎
重
な

審
査

が
必

要
な
場

合

見
直

し
後

の
手

続
き

現
在

の
医

療
保

護
入

院
の

手
続

き

退
院
準
備

入
院

当
初

か
ら
早

期
の

退
院

を
目

指
し
た
手

続
き
を
導

入

1
2
か
月

（以
後
1
2
か
月
ご
と
）

保
護

者
に
大

き
な
負

担
・
入

院
長

期
化

し
や

す
い
状

況

指
定
医
診
察

入
院
届
提
出

受
理

精
神
医
療

審
査
会

退
院
後
生
活
環
境

相
談
員
を
選
任

地
域

の
相

談
支

援
事
業

者

入
院
予
定
期
間
を

記
載
し
た
入
院
診

療
計
画
を
提
出

院
内

の
委

員
会

で
入

院
期

間
の
更

新
に
つ
い
て
審
査

参
画
可

定
期

病
状

報
告

退
院
に
向
け
た
取

組
の
状

況
等

を
報

告
退
院
に
向
け
た

具
体

的
指

示

受
理

精
神

医
療

審
査

会
精

神
医

療
審

査
会

精
神

医
療

審
査

会
が
病

院
に
出

向
い
て
審

査

病
院

で
の
各

種
手

続
き
の
実
施
状
況
は
、

年
１
回

全
病

院
に
対

し
て
行
う
実
地
指
導
で

確
認

病
院
で
の
各
種
手
続
き

の
実
施
状
況
は
、
年
１

回
全

病
院

に
対

し
て
行

う
実

地
指

導
で
確

認

紹
介

地
域
援
助
事
業

者

相
談
・支

援
家
族
等
の
同

意

医
療
保
護
入
院
手
続
き
の
見
直
し
（
新
旧
の
模
式
図
）

※
イ
メ
ー
ジ

33
33
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○
入
院
届
に
入
院
診
療
計
画
書
の
写
し
を
添
付

○
定

期
病

状
報

告
に
退

院
に
向

け
た
取

組
の

状
況

欄
を
新

設

○
１
年
以
上
入
院
す
る
場
合
に
は
定
期
病
状
報
告
に
そ
の
具
体
的
理
由

を
記
載

34

Ⅴ
各
種
様
式
の
作
成
・
改
正
に
係
る
主
な
ポ
イ
ン
ト
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各
種

様
式

等
の

作
成

・
見

直
し

•
家
族
等
の
同
意
書

•
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
の
開
催
の
お
知
ら

せ

•
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
審
議
記
録

•
医
療
保
護
入
院
退
院
支
援
委
員
会
の
結
果
の
お
知
ら
せ

•
医
療
保
護
入
院
者
の
入
院
届

•
医
療
保
護
入
院
者
の
定
期
病
状
報
告
書

•
入
院
診
療
計
画
書
（
別
途
通
知
）
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２ 精神科病院に対する指導監督等について 

 

精神科病院に対する実地指導については、「精神科病院に対する指導監督等

の徹底について」（（平成 10 年 3 月 3 日障第 113 号・健政発第 232 号・医薬発

第 176 号・社援第 491 号厚生省大臣官房障害保健福祉部長・厚生省健康政策局

長・厚生省医薬安全局長・厚生省社会・援護局長通知）及び（平成 10 年 3 月

3 日障精第 16 号厚生省大臣官房障害保健福祉部精神保健福祉課長通知））に基

づき、都道府県・指定都市において、毎年度、全ての精神科病院に対して実施

していただいている。 

精神保健福祉法の改正により、精神障害者の地域生活への移行を促進するた

め、保護者制度の廃止、医療保護入院における入院手続等の見直しが行われた

ことに伴い、通知を改正したところであり、指導項目の主な改正点は次のとお

りである。 

 

＜医療保護入院に際しての同意手続＞ 

  ◆同意者が家族等のうちいずれかの者であるか 

 

 ＜市町村長同意＞ 

  ◆同意者となった市町村長は、同意後面会して患者の状況を把握すると 

ともに、市町村の担当者への連絡先、連絡方法を患者に伝えているか 

  

＜退院後生活環境相談員及び入院診療計画書＞ 

  ◆入院届に選任された退院後生活環境相談員や医療保護入院による推定 

される入院期間について記載した入院診療計画書を添付しているか 

  ◆推定される入院期間が理由なく１年以上とされていないか 

  ◆退院後生活環境相談員の一覧を作成し、適切な資格を有する者が選任 

されているか 

  ◆退院後生活環境相談員が７日以内に選任され、選任後、医療保護入院者 

及びその家族等に説明が行われているか 

  ◆退院後生活環境相談員が必要に応じて適切に相談を行っているか 

   ※平成２６年３月３１日までに入院した者に対しても、平成２６年４月１

日に退院後生活環境相談員を選任することとなっている。 

 

＜医療保護入院者退院支援委員会＞ 

  ◆平成２６年４月１日以降に入院した入院期間１年未満の医療保護入院者 

について、適切に医療保護入院者退院支援委員会を開催し審議しているか 

 

＜医療保護入院者の定期病状報告＞ 

◆平成２６年４月１日以降の入院者についての最初の定期病状報告時には、 

医療保護入院者退院支援委員会審議記録が添付されているか 

－39－
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  ◆平成２６年４月１日以降の入院者について、１年以上の入院の必要性に 

ついて具体的な理由の記載があるか 

  ◆退院に向けた取組は個別の患者ごとに検討されているか 

 

＜別記様式１「精神科病院実地指導結果報告書」＞ 

  ◆退院後生活環境相談員の状況（人数、常勤・非常勤の別、資格等）につい 

て記載すること 
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精
神
保
健
福
祉
法
改
正
に
伴
い
、
精
神
科
病
院
に
対
す
る
指
導
監
督
等
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で

あ
り
、
主

な
改

正
点

は
以

下
の

と
お
り
。

【
医

療
保

護
入

院
の

手
続

に
つ
い
て
】

◇
入

院
に
際

し
て
の

同
意

手
続

・
同
意
者
が
家
族

等
の

う
ち
い
ず
れ

か
の

者
で
あ
る
か

◇
市

町
村

長
同

意
・

同
意
者
と
な
っ
た
市
町

村
長

は
、
同

意
後

面
会

し
て
患

者
の

状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

市
町

村
の

担
当

者
へ

の
連

絡
先

、
連

絡
方

法
を
患

者
に
伝

え
て
い
る
か

◇
退

院
後

生
活

環
境

相
談

員
及

び
入

院
診

療
計

画
書

・
入
院
届
に
選
任
さ
れ

た
退

院
後

生
活

環
境

相
談

員
や

医
療

保
護
入
院
に
よ
る
推
定
さ
れ
る

入
院

期
間

に
つ
い
て
記

載
し
た
入

院
診

療
計

画
書

を
添

付
し
て
い
る
か

・
推
定
さ
れ
る
入
院
期
間
が
理
由
な
く
１
年
以
上
と
さ
れ
て
い
な
い
か

・
退

院
後

生
活

環
境

相
談

員
の

一
覧

を
作

成
し
、
適

切
な
資

格
を
有

す
る
者

が
選

任
さ
れ

て
い
る
か

・
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
が
７
日
以
内
に
選
任
さ
れ
、
選
任
後
、
医
療
保
護
入
院
者
及
び

そ
の

家
族

等
に
説

明
が

行
わ

れ
て
い
る
か

・
退

院
後

生
活

環
境

相
談

員
が

必
要

に
応

じ
て
適

切
に
相

談
を
行

っ
て
い
る
か

精
神

科
病

院
に
対

す
る
指

導
監

督
等

に
つ
い
て

※
平
成
２
６
年
３
月
３
１
日
ま
で
に
入
院
し
た
者
に
対
し
て
も
、
平
成
２
６
年
４
月
１
日
に
退

院
後
生

活
環
境

相
談
員
を
選
任

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
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◇
医

療
保

護
入

院
者

退
院

支
援

委
員

会
・

平
成
２
６
年
４
月
１
日
以
降
に
入
院
し
た
入
院
期
間
１
年
未
満
の
医
療
保
護
入
院
者
に
つ
い

て
、
適

切
に
医

療
保

護
入

院
者

退
院

支
援

委
員

会
を
開

催
し
審

議
し
て
い
る
か

◇
医

療
保

護
入

院
者

の
定

期
病

状
報

告
・

平
成
２
６
年
４
月
１
日
以
降
の
入
院
者
に
つ
い
て
の
最
初
の
定
期
病
状
報
告
時
に
は
、
医
療

保
護

入
院

者
退

院
支

援
委

員
会

審
議

記
録

が
添

付
さ
れ

て
い
る
か

・
平
成
２
６
年
４
月

１
日

以
降

の
入

院
者

に
つ
い
て
、
１
年

以
上
の
入
院
の
必
要
性
に
つ
い
て

具
体
的
な
理
由
の

記
載

が
あ
る
か

・
退

院
に
向

け
た
取

組
は

個
別

の
患

者
ご
と
に
検

討
さ
れ

て
い
る
か

◇
別

記
様

式
１
「
精

神
科

病
院

実
地

指
導

結
果

報
告

書
」

・
退
院
後
生
活
環

境
相

談
員

の
状

況
（
人

数
、
常

勤
・
非

常
勤

の
別
、
資
格
等
）
に
つ
い
て
記
載

す
る
こ
と
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３ 精神医療審査会の機能強化等について 

 

精神保健福祉法の改正により、精神障害者の地域生活への移行を促進するた

め、保護者制度の廃止、医療保護入院における入院手続等の見直しが行われ、

退院等の請求についても入院者本人とともに家族等が規定された。 

  それに伴い、退院請求等の審査処理を行う精神医療審査会の機能強化を図る

ため、精神医療審査会運営マニュアルを改正したところであり、主な改正点は

次のとおりである。 

  各都道府県等において策定している精神医療審査会運営要綱についても、 

本マニュアルを参照のうえ改正いただくようお願いする。 

 

＜審査会について＞ 

  ◆各合議体の状況に応じて、合議体を構成しない委員を意見聴取等を行うた

めの予備委員として置くことができるものとした 

 

 ＜退院等の請求について＞ 

  ◆原則として面接により行う意見聴取を書面により実施することができる 

こととした 

  ◆同一案件について複数の者から請求があった場合等において、重ねて意見

聴取を行う必要が乏しいと認められるときは、意見聴取を行わないことが

できることとした 

 

 ＜定期の報告等の審査について＞ 

  ◆事前の書類審査により疑義事項を明確化することが望ましいとした 

  ◆入院届に添付されている入院診療計画書に記載されている推定されてい

る入院期間が、特段の理由なく１年以上の期間となっていないか確認する

こととした 

  ◆定期病状報告に添付されている医療保護入院者退院支援委員会審議記録

により、特段の理由なく入院の継続が必要と判断されていないか確認する

こととした 

  ◆医療保護入院者等について、特段の理由なく１年以上の入院が必要である

と判断されていないか確認することとした 

 

平成２６年度から、精神医療審査会の機能強化や審査充実及び法改正内容の

周知等を図るため、全国の精神医療審査会の委員及び精神保健指定医等に対す

る研修を厚生労働省主催で実施することとしているので、関係者の派遣につい

てお願いしたい。 

  また、精神保健対策費補助金のメニューとして、退院請求等の審査において、

精神医療審査会が必要に応じて実施する病院に出向いての意見聴取が円滑に

行われるよう支援を行うとともに、法改正により退院促進のための体制整備を
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図る観点から精神科病院の管理者に義務づけられた、医療保護入院者の退院後

の生活環境に関し相談・指導を行う者として設置する「退院後生活環境相談員」

及び入院者本人や家族等からの相談に応じ必要な情報提供や助言等を行う事

業者として連携する「地域援助事業者」の資質向上のために各都道府県・指定

都市が行う研修に必要な支援を行うこととしているので、改正法の円滑な施行

についてご尽力いただきたい。 
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精
神

医
療

審
査

会
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
主

な
改

正
点

①

審
査

会
に
つ
い
て

○
意

見
聴

取
等

へ
の

予
備

委
員

の
活

用

◆
審
査
会
は
、
各
合
議
体
の
状
況
に
応
じ
て
、
合
議
体
を
構
成
し
な
い
委
員
を
合
議
体
で
の
審
査
の
前
提
と
な
る
意

見
聴
取
や
診
察
を
行
う
た
め
の
予
備
委
員
と
し
て
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

・
精

神
医

療
審

査
会

は
、
精

神
障

害
者

の
人

権
に
配

慮
し
つ
つ
そ
の

適
正

な
医

療
及

び
保

護
を
確

保
す
る
た
め
の

機
関

で
あ
り
、

そ
の

審
査

の
専

門
性

及
び
独

立
性

が
保

た
れ

る
よ
う
十

分
配

慮
し
、
精

神
障

害
者

の
人

権
擁

護
の

た
め
に
最

大
限

の
努

力
を

払
う
こ
と
。

・
精

神
障

害
者

の
人

権
擁

護
の

観
点

か
ら
精

神
医

療
審

査
会

に
お
け
る
審

査
の

迅
速

化
を
確

保
す
る
こ
と
が

重
要

で
あ
り
、
当

該
精

神
医

療
審

査
会

に
お
け
る
審

査
件

数
等

に
応

じ
て
、
合

議
体

数
の

見
直

し
を
行

う
こ
と
。
特

に
退

院
等

の
請

求
等

に
係

る
審

査
に
つ
い
て
は

、
請

求
等

か
ら
概

ね
１
ヶ
月

以
内

に
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
審

査
の

質
を
確

保
し
た
上

で
迅

速
な
審

査
を
行

う
こ
と
が

で
き
る
合

議
体

数
の

確
保

を
図

る
こ
と
。

※
平

成
25
年

度
厚

生
労

働
科

学
研

究
費

補
助

金
（

障
害

者
対

策
総

合
研

究
事

業
）

研
究

班
の

研
究

結
果

を
受

け
、

精
神

医
療

審
査

会
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
改

正

退
院

等
の

請
求

に
つ
い
て

○
書

面
に
よ
る
意

見
聴

取
の

活
用

○
意

見
聴

取
の

必
要

性
の

整
理

◆
原
則
と
し
て
面
接
の
上
、
当
該
請
求
に
関
し
て
の
意
見
聴
取
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
審
査
会
の
判
断
で
、
書
面

を
提
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
意
見
聴
取
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

◆
審

査
会

は
、
審

査
を
す
る
に
当

た
っ
て
、
請

求
の
内

容
を
適

切
に
把

握
す
る
た
め
法

第
3
8
条

の
５
第

３
項

に
基

づ
き
、

退
院
等
の
請
求
を
し
た
者
及
び
当
該
審
査
に
係
る
入
院
中
の
者
が
入
院
し
て
い
る
精
神
科
病
院
の
管
理
者
の
意

見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
請
求
受
理
以
前
６
ヶ
月
以
内
に
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い

る
場
合
及
び
同
一
案
件
に
つ
い
て
複
数
の
者
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
場
合
等
に
お
い
て
、
重
ね
て
意
見
聴
取
を
行
う

必
要

が
乏

し
い
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
は
な
い
。
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精
神

医
療

審
査

会
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
主

な
改

正
点

②

定
期

の
報

告
等

の
審

査
に
つ
い
て

○
事

前
の

書
類

審
査

に
よ
る
疑

義
事

項
の

明
確

化

○
合

議
体

で
の

審
査

に
関

す
る
そ
の

他
の

事
項

◆
審
査
会
は
、
当
該
審
査
を
行
う
合
議
体
の
委
員
に
対
し
て
事
前
に
当
該
審
査
資
料
を
送
付
す
る
等
に
よ
り
、
検
討

を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
必
要
事
項
の
記
載
漏
れ
等
を
事
前
に
点
検
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

◆
入

院
時

の
審

査
の
取

扱
に
つ
い
て

入
院

時
の
届

出
に
添

付
さ
れ
て
い
る
入

院
診

療
計

画
書

に
記

載
さ
れ
て
い
る
推

定
さ
れ
て
い
る
入

院
期

間
が
、

特
段

の
理

由
な
く
１
年

以
上

の
期

間
と
さ
れ
て
い
な
い
か
確

認
す
る
。

◆
定
期
病
状
報
告
の
審
査

定
期
病
状
報
告
の
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
添
付
さ
れ
て
い
る
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
審
議
記
録

に
よ
り
、
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
の
審
議
に
お
い
て
特
段
の
理
由
な
く
入
院
の
継
続
が
必
要
と
判

断
さ
れ
て
い
な
い
か
確

認
す
る
。

ま
た
、
医
療
保
護
入
院
者
等
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
理
由
な
く
１
年
以
上
の
入
院
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て

い
な
い
か
確

認
す
る
。
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精
神

医
療

審
査

会
（
精

神
保

健
福

祉
法

第
12
-1
5条

）
（
事

務
：
精

神
保

健
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

審
査

会
委

員
（
そ
の

学
識

経
験

に
基

づ
き
独

立
し
て
職

務
を
遂

行
）


都

道
府

県
知

事
が

下
記

の
者

か
ら
任

命
（
任

期
２
年

）
☆

精
神

保
健

指
定

医
☆

法
律
に
関
す
る
学
識
経
験
者

（
弁
護
士
、
検
事
等
）

に
加
え
、

☆
精

神
障

害
者

の
保

健
又

は
福

祉
に
関

す
る
学

識
経

験
者

（
PS
W
、
保

健
師

等
を
想

定
）
を
規

定
（
精

神
保

健
福

祉
法

改
正

、
平

成
28

年
4月

施
行

）

精
神
科
病
院
の
管
理
者
か
ら
の

★
医

療
保

護
入

院
の

届
出

★
措

置
入

院
、
医

療
保

護
入

院
患

者
の

定
期

病
状

報
告

入
院

中
の

者
、
家

族
等

か
ら

★
退

院
請

求
★

処
遇

改
善

請
求

入
院
の
要
否
の

審
査

必
要
な
措
置

当
事
者
、
関
係
者
に
通
知

都
道

府
県

知
事

・
指

定
都

市
の

長
審

査
会

の
審

査
結

果
に
基

づ
い
て
都

道
府

県
知

事
・
指

定
都

市
の

長
は

退
院

命
令

等
の

措
置

を
採

ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

（
審

査
会

決
定

の
知

事
へ

の
拘

束
性

）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法

第
38

条
の

３
第

４
項

、
法

第
38

条
の
５
第
５
項

＜
速
や
か
に
審
査
結
果
通
知
＞

＜
速
や
か
に
審
査
結
果
通
知
＞

＜
知

事
に
よ
る
審

査
の

求
め
＞

＜
知

事
に
よ
る
審

査
の

求
め
＞

精
神

医
療

審
査

会
の

機
能

強
化

の
た
め
の

支
援

入
院

の
要

否
処
遇
の
適

・
不

適
の

審
査

○
精

神
医

療
審

査
会

の
機

能
強

化
の

た
め

、
審

査
会

委
員

及
び

精
神

保
健

指
定

医
等

に
対

す
る

研
修

（
法

改
正

内
容

及
び

精
神

医
療

審
査

会
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

改
正

内
容

の
周

知
等

）
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
審

査
会

が
必

要
に

応
じ

て
実

施
す

る
病

院
に

出
向

い
て

の
意

見
聴

取
に

係
る

経
費

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

病
院
に
出
向
い
て

の
意

見
聴

取
に
係

る
経
費
に
対
す
る

支
援

審
査
充
実
の
た
め
の

委
員
及
び
指
定
医
等

に
対
す
る
法
改
正
内

容
等
に
つ
い
て
の

研
修
の
実
施

（
新

規
）

2
6
年

度
予

算
(
案

)

5
,
5
0
6
千

円

（
新

規
）

2
6
年

度
予

算
(
案

)

1
,
2
1
6
千

円
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法
改

正
内

容
等

の
周

知
の

た
め

の
研

修
を

実
施

退
院

後
生

活
環

境
相

談
員

及
び
地

域
援

助
事

業
者

に
対

す
る
研

修

精
神

保
健

福
祉

法
の

改
正

に
よ
り
早

期
退

院
に
向

け
た
仕

組
み

の
導

入

精
神
科
病
院
の
管
理
者
に
、

◆
【
退

院
後

生
活

環
境

相
談

員
】

医
療

保
護

入
院

者
の

退
院

後
の

生
活

環
境

に
関

す
る
相

談
及

び
指

導
を
行

う
者

（
精

神
保

健
福

祉
士

等
）
の

設
置

◆
【
地

域
援

助
事

業
者

】
入

院
者

本
人

や
家

族
か

ら
の

相
談

に
応

じ
必

要
な
情

報
提

供
等

を
行

う
相

談
支

援
事

業
者

等
の

紹
介

に
努

め
、
そ
れ

ら
地

域
援

助
事

業
者

と
連

携
し
、
退

院
促

進
の

た
め
の
体
制
整
備

を
義

務
付

け
た
。

（
新

規
）
平

成
２
６
年

度
予

算
（
案

）
１
１
，
０
８
９
千

円
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４ 精神障害者の移送に関する留意事項について 

 

精神障害者の移送については、「精神障害者の移送に関する事務処理基準に

ついて」（平成 12 年 3 月 31 日障第 243 号厚生省大臣官房障害保健福祉部長通

知）に基づき、都道府県・指定都市において実施していただいている。 

精神保健福祉法の改正に伴い、通知を改正したところであり、主な改正点は

次のとおりであるので、円滑な実施につき遺漏のないよう格別の配慮をお願い

したい。 

 

＜措置入院のための移送＞ 

  ◆指定医の診察に係る事前調査 

   ・ 事前調査の対象者の居宅等本人の現在場所に都道府県職員を派遣する 

場合には、家族等又は現に保護の任に当たっている者に対してあらかじ 

めその旨を連絡する（医療保護入院及び応急入院の場合も、これに準じ 

る） 

   ・ できる限り家族等又は事前調査の対象者の支援を行っている者等及び 

事前調査対象者に主治医がいる場合には当該主治医と連絡をとり、それ 

までの治療状況等について把握に努める 

 

 ＜医療保護入院及び応急入院のための移送＞ 

  ◆指定医の診察に係る事前調査 

   ・ 事前調査の対象者が事前調査を行うことができる状態にあることと、 

直ちに入院させなければ当該者の医療及び保護を図る上で著しく支障 

がある者であることは矛盾するものではない  

   ・ 例えば、具体的には医療保護入院及び応急入院のための移送の対象者 

は以下のような症状のものであること 

     ◊当該精神障害による幻覚、妄想等の病状の程度が重篤であること 

      ◊自己の健康若しくは安全の保持に深刻な困難が生じていること又は 

直ちに入院治療を行わなければ状態が更に深刻な悪化をする可能 

性が高いこと 

     ◊入院治療によって当該精神障害による症状について一定以上の治療 

効果が期待できること 
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精
神
保
健
福
祉
法
改
正
に
伴
い
、
精
神
障
害
者
の
移
送
に
関
す
る
事
務
処
理
基
準
に
つ
い
て
改
正
す
る

も
の

で
あ
り
、
主

な
改

正
点

は
以

下
の

と
お
り
。

【
措

置
入

院
の

た
め
の

移
送

に
つ
い
て
】

◇
指

定
医

の
診

察
に
係

る
事

前
調

査
・

事
前
調
査
の
対
象

者
の

居
宅

等
本

人
の

現
在

場
所

に
都

道
府
県
職
員
を
派
遣
す
る
場
合
に

は
、
家
族
等
又
は
現
に
保

護
の

任
に
当

た
っ
て
い
る
者

に
対
し
て
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
連
絡

す
る
（
医
療
保
護
入
院
及
び
応
急
入
院
の
場
合
も
、
こ
れ
に
準
じ
る
）

・
で
き
る
限

り
家

族
等

又
は

事
前

調
査

の
対

象
者

の
支

援
を
行

っ
て
い
る
者

等
及

び
事

前
調

査
対

象
者

に
主

治
医

が
い
る
場

合
に
は

当
該

主
治

医
と
連

絡
を
と
り
、
そ
れ

ま
で
の

治
療

状
況

等
に
つ
い
て
把
握
に
努
め
る

【
医

療
保

護
入

院
及

び
応

急
入

院
の

た
め
の

移
送

に
つ
い
て
】

◇
指

定
医

の
診

察
に
係

る
事

前
調

査
・

事
前
調
査
の
対
象
者

が
事

前
調

査
を
行

う
こ
と
が

で
き
る
状
態
に
あ
る
こ
と
と
、
直
ち
に
入
院

さ
せ
な
け
れ
ば
当
該
者

の
医

療
及

び
保

護
を
図

る
上

で
著

し
く
支
障
が
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
は

矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い

・
例
え
ば
、
具
体
的
に
は

医
療

保
護

入
院

及
び
応

急
入

院
の
た
め
の
移
送
の
対
象
者
は
以
下

の
よ
う
な
病
状
の
も
の
で
あ
る
こ
と

♦
当
該
精
神
障
害
に
よ
る
幻
覚
、
妄
想
等
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
で
あ
る
こ
と

♦
自
己
の
健
康
若
し
く
は
安
全
の
保
持
に
深
刻
な
困
難
が
生
じ
て
い
る
こ
と
又
は
直
ち
に
入
院
治
療
を

行
わ
な
け
れ
ば
状
態
が
更
に
深
刻
な
悪
化
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５ 指定病院の指定基準について 

 

 精神保健福祉法第１９条の８に基づく指定病院の指定については、「精神保

健及び精神障害者福祉に関する法律第１９条の８の規定に基づき厚生労働大

臣の定める指定病院の基準を定める件」(平成８年厚生省告示第９０号。以下

「指定基準」という。)によりその基準が定められており、その運用解釈につ

いては、「精神保健福祉法第１９条の８に基づく指定病院の指定について」（平

成８年３月２１日健医発第３２５号厚生省保健医療局長通知。以下「通知」と

いう。）により定めているところである。 

今般、通知６（２）の指定基準第１号３（看護師等の配置基準）の経過措置

が平成２６年３月３１日をもって終了することに伴い通知を改正するので、 

管内関係者に対する周知をお願いしたい。 

また、地域において指定基準に適合する複数の精神科病院がない場合にあっ

ては、措置入院者に対する医療及び保護のために指定する必要があると認めら

れる精神科病院については、指定基準第１号の基準を適用しないことができる

ので、管内の指定病院の指定状況を再度点検のうえ、その適正な運用に遺漏の

ないよう格別の配慮をお願いしたい。 
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６ 精神保健指定医について 

 

精神保健福祉法の改正等を受け、医道審議会医師分科会精神保健指定医資格

審査部会における検討を踏まえ、精神保健指定医の資格審査基準等を含む関係

通知の見直しを行った。主な改正点は次のとおりであるので、管内関係者に対

し周知いただくとともに、その適正な運用に遺漏のないよう格別の配慮をお願

いしたい。 

 

＜精神保健指定医の指定取消処分による改正点＞ 

 指導医は常勤の指定医でなければいけないが、非常勤の指定医が指導医とし

て申請者を指導していたため、平成 25 年 12 月に当該医師の指定を取り消した。

この事案を受け、以下のとおり改正を行った。 

 

  ◆指導医が申請者を指導した期間において、所属施設に常時勤務する指定医

であったことを証明する「常時勤務証明書」の提出を義務化。 

◆指定医の指定申請において疑義が生じた場合、当省の求めに応じて、各都

道府県・指定都市及び医療機関は、申請者と指導医の指導状況を調査し、

その結果の報告に協力するよう努めることとした。 

 

 ＜精神保健指定医の審査基準の改正点＞ 

  指定医数を確保しつつ指定医の質を維持するために、症例選択の幅を広げ、

さらに経験しにくい症例である児童・思春期症例について入院形態の対象を広

げることとした。 

 

  ◆全症例について、申請の有効期限を６年から７年に延長。 

  ◆児童・思春期症例について、措置入院、医療保護入院又は医療観察法入院

を対象としていたところ、平成 26 年４月１日以後の任意入院も症例とし

て認め、審査基準に任意入院の項目を追加。 

 

 ＜精神保健福祉法改正による改正点＞ 

  平成 25 年６月の精神保健福祉法改正で、保護者制度の廃止ならびに医療 

保護入院の見直し等が行われたことを受け、以下のとおり改正を行った。 

 

  ◆医療保護入院の症例について、平成 26 年３月 31 日以前に入院した場合と

改正法施行後である平成 26 年４月１日以後に入院した場合で審査基準を

改正。 

  ◆医療保護入院の症例について、「地域生活への移行を促進するための措置

（33 条の４、33 条の５及び 33 条の６）を講じていることがわかる記載が

あるか」という項目を追加。 
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＜その他＞ 

◆審査基準に表紙不備の項目を追加。 
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７ 難治性精神疾患について 

 

 精神病床に入院中の難治性患者は、退院が困難となり入院が長期化しやすい

が、クロザピン等の専門的な治療により地域生活へ移行する例も少なくないと

されており、その治療を実施するには、精神科病院と他科とのネットワークの

構築等、地域での支援体制の構築が必要なため、将来の一般制度化に向けたモ

デル事業を精神保健対策費補助金の新規メニューとして平成２６年度から 

実施する。 

 主な事業内容は次のとおりであり、全国で８カ所程度選定し、モデル的に

実施することとしているので、本事業の実施について管下医療機関とも調整の

うえ検討いただきたい。 

 

◆連携会議の開催 

精神科病院と血液内科等を有する医療機関との間にネットワーク（１ネット

ワークあたり約６病院で構成）を構築し、連携を図るための医療機関間の連携

会議を開催する。 

 

 ◆先行事例研修 

 院内又は院外でネットワークを構築している医療機関よりアドバイザーを

招聘し、連携のための体制整備等に係るアドバイスを受けるとともに、モデル

事業実施機関からは、院内又は院外にネットワークを構築している医療機関に

職員を派遣し、連携に係る先行事例を学ぶ研修を実施する。 

 

◆コア医療機関の体制整備 

１ネットワークのコアとなる医療機関において、ネットワーク内の医療機関

との連絡調整等に必要な体制を整備する。 

 

 

（予算(案)概要） 

 ・２６年度予算（案）    １７，３７２千円 

 ・補助先          都道府県・指定都市（都道府県、指定都市は、事業を

行うことができる精神科病院を運営する法人等に補助でき

ることとする。） 

 ・補助率          １／２ 
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８ 精神障害者医療ケア付きショートステイ検証事業について 

 

 症状が不安定であるが入院までに至らない精神障害者が地域での生活を継

続して行くには、本人が症状の変化等に応じて柔軟に活用できる一時休息の場

や、同居する家族等が疾病等の理由により投薬管理等を行うことが難しくなっ

た場合などに、医療的知識のある者による支援が可能な体制において一時的に

入所できる場としての短期入所施設の整備が重要となっている。 

 また、現行の福祉型ショートステイサービスにおいては、他の障害者に比べ

て精神障害者の利用が少ない状況であるため、現行サービスが精神障害者のニ

ーズに合ったものか等、利用者が少ない原因も含め、一定の利用見込み等を調

査したうえで、平成２７年の障害福祉サービス等報酬改定時に向けた検討を行

う。 

 本事業は、平成２６年度に実施する予定であるが、それに先立ち平成２６年

１月から、一部の都道府県、事業所及び病院等の協力のもと、利用見込み等の

調査を実施しているところであり、その結果に基づき、平成２６年度に病院や

診療所等で併設するなどにより、ショートステイサービスをモデル的に実施し、

検証を行うこととしている。 

 

 

（予算(案)概要） 

 ・２６年度予算（案）    １７，０５７千円 

 ・実施主体         民間団体又は病院・診療所等 

               ※３カ所程度選定し、モデル事業を実施 

 ・経費           委託費 
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利

用

利
用

見 守 り

看
護
師
等

◆
精

神
障

害
者

医
療

ケ
ア
付

き
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
検

証
事

業
・

症
状
が
不
安
定
で
あ
る
が
入
院
ま
で
に
至
ら
な
い
精
神
障
害
者
が
地
域
で
の
生
活
を
継
続
し
て
行
く
に
は
、
家
族
等

が
疾
病
等
の
理
由
に
よ
り
投
薬
管
理
等
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
夜
間
の
症
状
悪
化
あ
る
い
は
対
応
の
遅
れ
に
よ
る

入
院
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
精
神
障
害
者
が
シ
ョ
ー
トス

テ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
。

・
現
状
に
お
い
て
、
他
の
障
害
者
に
比
べ
て
精
神
障
害
者
の
利
用
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
精
神
障
害
者
の

ニ
ー
ズ
や
利

用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
形

態
に
関

す
る
検

証
す
る
た
め
モ
デ
ル
事

業
を
実

施
す
る
。

症
状

悪
化

【
検

討
】

・
精
神
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
や
現
行
の
利
用
が
少
な
い
状
況
の
検
証

・
ど
の
形
態
で
の
実
施
が
精
神
障
害
者
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
か

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
時
へ
の
反
映

等

入
院

モ
デ
ル

事
業

＜
全
国
３
カ
所
程
度
で
実
施
＞

・
病

院
や

診
療

所
等

の
併

設
型

・
精

神
科

病
床

転
換

型

・
福

祉
型

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

加
算

型 等
の

い
ろ
い
ろ
な
形

態
で
の

実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
証

す
る

入
院
は
不
要
だ
が

夜
間
の
症
状
悪
化
時
に
は

見
守
り
が
必
要
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９ 精神障害者アウトリーチ推進事業等について 

 

 本事業は、各都道府県において精神科病院等に多職種チーム（アウトリーチ

チーム）を設置し、受療中断者や自らの意思による受診が困難な在宅の精神障

害者などについて、新たな入院や病状再燃による再入院を防ぎ、地域で生活が

維持できるよう、医療や保健、福祉サービスを包括的に提供する体制を構築す

るため、平成２３年度よりモデル事業として実施してきたところであるが、 

平成２６年度においては、医療機関の活動について診療報酬化されることとな

った。 

 また、都道府県等においても保健所等によるひきこもり等の精神障害者を医

療につなげるための支援及び関係機関との調整を行うなど、アウトリーチ（多

職種チームによる訪問支援）を円滑に実施するための支援を地域生活支援事業

の都道府県必須事業である「精神障害者地域生活支援広域調整等事業（新規メ

ニュー事業）」の中で実施することとしたところである。 

平成２６年度においても、こうした事業を柔軟に活用いただきつつ、在宅の

精神障害者が地域で安心して生活し続けることができるよう、アウトリーチを

含めた保健医療福祉サービスの更なる充実に努めていただくようお願いする。 

 

（地域生活支援事業でのアウトリーチ関係事業の主な内容） 

 

＜精神障害者地域生活支援広域調整等事業＞ 

◆アウトリーチチームの設置 

・保健所等に、多職種の従事職員（看護師、精神保健福祉士、相談支援 

専門員等）を配置し、協力医とともに地域の精神障害者等に対する相 

談対応、訪問による早期支援、地域定着支援を行う。 

・関係機関との連絡、調整を図りながら支援を進めるためのケース・カ 

ンファレンスの開催等を行う。 

 

◆事業評価検討委員会の開催 

・地域の関係者、当事者、家族、行政職員等から構成する評価検討委員 

会を設置し、アウトリーチチームの事業に係る評価検討を定期的に行 

う。 

 

＜精神障害関係従事者養成研修事業＞ 

◆アウトリーチ関係者に対する研修の実施 

・地域生活支援事業に新規メニュー事業として追加する「精神障害関係 

従事者養成研修事業」において、アウトリーチに従事する職員等を対 

象とする研修等を行う。 

（※同メニュー事業において、精神科訪問看護に従事する職員等を対 

象とした研修等も行う。） 
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（予算(案)概要） 

 ・２６年度予算（案）   地域生活支援事業（４６２億円）の内数 

 ・補助先               都道府県 

 ・補助率         １／２ 
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◆
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の

実
施

及
び
広

域
連

携
調

整
保
健
所
等
に
お
い
て
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
精
神
障
害
者
を
医
療
へ
つ
な
げ
る
た
め
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
関
し
て
関
係
機
関
と
の
広
域
的
な
調
整
等
を
行
う
。

◆
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
チ
ー
ム
体

制
の

確
保

等
地
域
の
関
係
者
、
当
事
者
、
家
族
、
行
政
職
員
等
か
ら
構
成
す
る
評
価
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
チ
ー
ム
の
事
業
に
係
る
評
価
検
討
を
定
期
的
に
行
う
な
ど
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め

の
体
制
を
確
保
す
る
。

◆
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
関

係
者

研
修

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
支
援
に
従
事
す
る
者
の
人
材
養
成
を
図
る
。

精
神

障
害

者
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
推

進
事

業
（
平

成
２
６
年

度
よ
り
地

域
生

活
支

援
事

業
に
一

括
計

上
）

精
神

障
害

者
の

地
域

移
行
・
地
域
生
活
支
援
の
一
環
と
し
て
、
保
健
所

等
に
お
い
て
、
ひ
き
こ
も
り
等

の
精
神
障
害
者
を
医
療
へ
つ
な
げ
る
た
め
の
支
援
及
び
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
う
な
ど
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
（
多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
訪
問
支
援
）
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
支
援
体
制
を
確
保
す
る
。

【
実

施
主

体
】
都

道
府

県
【
補

助
率

】
１
／

２

※
医

療
に
か
か
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
一

部
診

療
報

酬
化

◎
精

神
障

害
者

地
域

生
活

支
援

広
域

調
整

等
事

業

◎
精

神
障

害
関

係
従

事
者

養
成

研
修

事
業
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事
業

名
精

神
障

害
者

ア
ウ

トリ
ー
チ

推
進

事
業

補
助

金
精

神
保

健
費

等
国

庫
補

助
金

定
額

（モ
デ
ル

事
業

）
地

域
生

活
支

援
事

業
費

補
助

金
１／

２
診

療
報

酬

実
施

主
体

都
道

府
県

（指
定

都
市

又
は

団
体

等
へ

事
業

の
一

部
委

託
可

）
都

道
府

県
（指

定
都

市
又

は
団

体
等

へ
事

業
の

一
部

委
託

可
）

診
療

報
酬

上
の

要
件

を
満

た
す
施

設

実
施

機
関

◆
精

神
科

病
院

、◆
診

療
所

、
◆

訪
問

看
護

ス
テ
ー
シ
ョン

　等
◆

保
健

所
、◆

精
神

保
健

福
祉

セ
ン
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◆

精
神

科
病

院
、◆

診
療

所
、◆

訪
問

看
護
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テ
ー
シ
ョン
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援
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象

者
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受
療

中
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者
、

◆
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の

後
退
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安
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、

◆
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◆

受
療
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、

◆
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期
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退
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安
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な
者
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業

内
容

◆
事

業
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委
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の
設

置
、開

催
◆

ア
ウ
トリ

ー
チ
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◆

チ
ー
ム

の
活

動
◆

ケ
ー
ス
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ン
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ン
ス
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開
催

◆
精
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病
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削
減

◆
関

係
者

に
対

す
る
講

習
等
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実

施
◆
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係

機
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携
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評
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討
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催
◆
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ウ
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ー
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体
制
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ア
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ー
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ー
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ケ
ー

ス
・カ

ン
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催
◆

関
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者
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す
る
講

習
等

の
実

施
　 （

地
域

生
活

支
援

事
業

の
メ
ニ

ュ
ー

事
業

で
あ

る
「精

神
障

害
関

係

　　
従

事
者

養
成

研
修

事
業

」で
実

施
）

◆
関

係
機

関
との

連
携

◆
ア
ウ
トリ

ー
チ
チ
ー

ム
の

活
動

精
神

障
害

者
地

域
生

活
支

援
広

域
調

整
等

事
業

精
神

障
害

者
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
推

進
事

業
平
成

２
６

年
度

か
ら

の
事

業
実

施
イ

メ
ー

ジ
(案

)
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10 精神障害者地域移行・地域定着支援事業について 

 

 本事業は、「入院医療中心から地域生活中心へ」という基本理念に基づき、

各都道府県・指定都市において、精神科病院の入院患者に対する退院促進に向

けた啓発活動や対象者が退院に向けて行う準備への支援などを行うことによ

り、精神障害者の退院促進及び地域定着に向けた事業を実施してきたところで

あるが、平成２６年度においては、地域生活支援事業の都道府県必須事業であ

る「精神障害者地域生活支援広域調整等事業（新規メニュー事業）」の中で実

施することとしたところである。当該事業の実施に当たっては、必要に応じ 

市町村との連携を図られたい。 

 

なお、精神科病院の高齢入院患者を対象に、病院内の医師、看護師、精神保

健福祉士等の多職種と、病院の外部から相談支援専門員や介護支援専門員とい

った地域の関係者がチームを組むことで、退院に向けた治療や支援、地域の関

係機関との連携強化を図り、地域移行に向けた退院支援を行う「高齢入院患者

地域支援事業」については、引き続き精神保健対策費補助金のメニュー事業と

して実施していく予定である。 

当該事業については、平成２４年６月の行政事業レビュー（公開プロセス）

の結果を受け、３年後の一般制度化に向けたモデル事業として実施し、事業効

果を検証していくこととなっており、当該事業を実施している病院に対しては

事業の実施状況やその効果等について調査を実施することとなっているので、

管轄の自治体におかれては調査が円滑に実施できるよう特段のご配慮をお願

いする。 

 各都道府県等においては、地域移行を一層強力に推進する観点から、引き続

き本事業の実施にご協力いただきたい。 

 

（予算(案)概要） 

＜地域生活支援事業費補助金での事業＞ 

 ・２６年度予算（案）   地域生活支援事業（４６２億円）の内数 

 ・補助先               都道府県・指定都市 

 ・補助率         １／２ 

 ・対象事業        ・地域移行・地域定着推進協議会の設置 

              ・ピアサポートの活用 

              ・精神科地域共生型拠点病院の公表 

 

＜精神保健対策費補助金での事業＞ 

 ・２６年度予算（案）   ８３，７６２千円 

 ・補助先               都道府県・指定都市 

 ・補助率         １／２ 

 ・対象事業        高齢入院患者地域支援事業 
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平
成

２
５
年

度
平

成
２
４
年

度
平

成
２
３
年

度
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地
域
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民
と
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地
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サ
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ビ
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体
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援
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助
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総
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地
域
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援
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業

地
域
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行
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精

神
障

害
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地
域

移
行

・
地

域
定

着
支

援
事
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（
補

助
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３
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２
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の

活
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３
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地
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体
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ｰ
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ﾈ
ｰ
ﾀ
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科
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２
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．
４
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＋
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設

置

・
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の

活
用

・
精

神
科

地
域

共
生
型
拠
点

病
院
の
公
表

地 域 生 活 支 援 事 業 に 移 行
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高
齢

入
院

患
者

地
域

支
援

事
業

（
平

成
2
4
年

度
～

）
に
つ
い
て

◆
高

齢
入

院
患

者
地

域
支

援
事

業
（
平

成
２
４
年

度
～

）
・

精
神
障
害
者
地
域
移
行
・地

域
定
着
支
援
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
長
期
高
齢
の
入
院
患
者
に
対
し
て
、
院
内
の

専
門
職
種
と
地
域
の
関
係
者
が
チ
ー
ム
と
な
り
、
退
院
に
向
け
た
包
括
的
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
地
域
移
行

を
目
指
す
た
め
の
事
業
を
新
設

【
現

状
】

・
６
５
歳
以
上
の
入
院
患
者
が
５
０
．
３
％
、
う
ち
５
年
以
上
の
入
院
患
者
は
３
５
．
２
％

（
平
成
２
３
年
精
神
・
障
害
保
健
課
調
べ
）

※
５
年
以
上
か
つ
６
５
歳
以
上
の
入
院
患
者
の
多
く
は
、
統
合
失
調
症
患
者
。

・
高
齢
精
神
障
害
者
に
特
化
し
た
退
院
支
援
に
向
け
た
専
属
の
職
員
や
専
門
部
署
が
設
置
さ
れ
て
い
る
病
院
は
少

な
く
、
病

院
独

自
の
取

組
に
委

ね
ら
れ
て
き
た
。

・
高
齢
精
神
障
害
者
の
場
合
、
入
院
期
間
の
長
期
化
等
や
高
齢
化
に
よ
る
生
活
機
能
や
意
欲
の
低
下
か
ら
、
退
院

に
向
け
た
支
援
に
時
間
や
人
手
を
要
す
る
場
合
が
多
い
。

（
精

神
科

病
院

）

想
定

さ
れ

る
チ
ー
ム
構

成

病
院

内
の

多
職
種

介
護

支
援

専
門

員

相
談

支
援

専
門

員

退
院

支
援

員

院
内
の
チ
ー
ム
が
、
退
院
に
向
け
た

意
欲

の
喚

起
、
環

境
調

整
等

を
実

施

地
域

移
行

支
援

を
活

用
す
る
な
ど

し
て
、
退

院
へ

自
宅

等

地
域

相
談

支
援

（
地

域
移

行
支

援
・
地

域
定

着
支

援
）
【
法

定
給

付
】

地
域

相
談

支
援

（
地

域
移

行
支

援
・
地

域
定

着
支

援
）
【
法

定
給

付
】

補
助

金
事

業
補

助
金

事
業
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11 障害支援区分について 

 

（１）円滑な施行に向けた取組 

  平成 24 年６月に成立した障害者総合支援法において、「障害程度区分」につ

いては、障害の多様な特性その他の心身の状態に応じて必要とされる標準的な

支援の度合いを総合的に示す「障害支援区分」に改め、平成 26 年４月１日か

ら施行する。 

  障害支援区分の円滑な施行のためには、障害支援区分の認定事務を行う各市

町村の職員に加え、実際に認定業務に携わる認定調査員や市町村審査会委員、

医師意見書に記載する医師が客観的かつ公平・公正な認定業務を実施できるよ

う、資質の向上（スキルアップ）を図る取組が不可欠である。 

  各都道府県におかれては、管内市町村への周知や連絡等に加え、平成 26 年

１月 21 日に開催した「都道府県障害支援区分指導者研修」の内容等を踏まえ、

管内の認定調査員等を対象とした研修会を開催するなど、円滑な施行に向けた

取組に御協力願いたい。 

  なお、「都道府県障害支援区分指導者研修」の内容は、以下の動画配信サイ

トにおいて無料配信されているので、認定調査員等を対象とした研修会での活

用に限らず、各地方公共団体における人事異動等により、新たに障害支援区分

の担当として配属された者に対する周知など、適宜、御活用されたい。 
 
 【動画配信サイト】 

  ・医療福祉ｅチャンネル（株式会社 医療福祉総合研究所） 

    http://www.ch774.com/course.php?gid=310&cid=572 

  ・厚生労働省動画チャンネル（YouTube） 

   （動画） 

    http://www.youtube.com/watch?v=wXBQJLFG37w&list=UUVgZUHlkoN51FOwoNMBGjfw 

（資料） 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahu

kushi/other/index.html 

 

（２）施行当初における市町村審査会の運営 

  障害支援区分の認定は、平成 26 年４月以降に申請のあった者から順次、新

たな調査項目による認定調査や市町村審査会による審査判定が開始されるが、

施行当初においては、障害程度区分と障害支援区分の認定調査及び市町村審査

会による審査判定が混在する可能性がある。 

  その場合、同日の市町村審査会において、障害程度区分と障害支援区分の審

査判定が混在することも想定されるが、障害程度区分と障害支援区分では、認

定調査における「できたりできなかったりする場合」の判断基準が異なるなど、

一次判定結果（コンピュータ判定の結果）の前提が異なっている。 
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  各都道府県におかれては、市町村審査会の事務局となる管内市町村に対し、

障害程度区分と障害支援区分の審査判定が混在するような場合には、審査案件

ごとに、障害程度区分と障害支援区分のいずれの審査判定を行う案件であるか

を確認するよう指導・助言を行うなど、適切な審査判定を実施するために必要

な確認作業の徹底に御協力願いたい。 
 
  また、障害支援区分への見直しに当たって、医師意見書の様式が変更となる

が、「障害程度区分」による審査判定が必要となる平成 26 年３月までに申請の

あった事例において、医師による医師意見書の記載が平成 26 年４月以降にな

る場合など、各市町村に対して、新様式（変更後の様式）に記載された医師意

見書が届く場合も想定される。 

  今回の医師意見書の見直しは、知的障害や精神障害、難病等の特性を考慮し

た項目の追加や項目順の入れ替え等を行ったものであり、新様式でも従来（障

害程度区分）の審査判定は可能であることから、各市町村において、様式が異

なることのみをもって医師意見書に記載した医師に対し、再提出を求める必要

はないものとする。 

  ただし、市町村審査会における医師意見書の取扱いは、障害程度区分と障害

支援区分で異なる部分もあることから、各都道府県におかれては、このような

場合においても、前述と同様に、市町村審査会の事務局における審査案件ごと

の確認作業の徹底に御協力願いたい。 

 

（３）障害福祉サービス受給者証における障害支援区分の取扱い 

  障害者総合支援法に基づく支給決定を行った場合、各市町村においては、当

該支給決定に係る申請者に対して、障害福祉サービスの支給量等に加え、「障

害程度区分」の認定状況を記載した「障害福祉サービス受給者証（以下「受給

者証」という。）」を交付しているところ。 

  障害支援区分への見直しに伴い、平成 26 年４月以降に交付する受給者証に

は、「障害支援区分」の認定状況を記載することとなるが、 

 ・ 平成 26 年３月までの申請に伴い、平成 26 年４月以降に「障害程度区分」

の認定を行う場合や 

 ・ 支給決定の有効期間内における受給者証の紛失等に伴う再交付 

 など、「障害支援区分」の欄に「障害程度区分」の認定状況を記載した受給者

証を交付すべき事案も生じる。 

  このような場合においても、各地方公共団体や各障害福祉サービス事業者等

が正確な情報を把握できるよう、平成 26 年４月以降に交付する受給者証は、 

・ 様式上の欄は「障害支援区分」に統一するとともに 

 ・ 記載すべき区分が「障害程度区分」の場合には、受給者証の予備欄に「従

前の障害程度区分の認定を受けた者」である旨を記載することとする。 
 
  なお、受給者証を含め、支給決定事務等に係る各種の標準様式については、

追ってお示しする。 
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（参考）障害程度区分の認定状況を記載する場合の記載例 

　障害支援区分の欄に表示する区分は、従前の障害
程度区分によるものである。

（一） （二）

生年月日

受給者証番号 障害支援区分

障害福祉サービス受給者証 介護給付費の支給決定内容

　　　　　年　　月　　日

氏名

支
給
決
定
障
害
者
等

居住地

認定有効期間

サービス種別

支給量等
フリガナ

サービス種別

平成　年　月　日から平成　年　月　日まで

区分●

障害種別 １　　　２　　　３　　　４　　　５　※

児
　
童

氏名

支給決定期間 平成　年　月　日から平成　年　月　日まで

生年月日

フリガナ

支給市町村名
及び　印

サービス種別

支給量等

交付年月日 平成　　年　　月　　日

支給決定期間 平成　年　月　日から平成　年　月　日まで

予備欄

支給量等

支給決定期間 平成　年　月　日から平成　年　月　日まで

※番号（４又は５）、難病患者等又は政
令で定めている疾病名等を記入（市町
村の判断による。）
※番号を記入している市町村で国保
連支払システムと連動している場合は
「５」になることに留意

 

 

（４）障害支援区分の認定データ報告 

  障害程度区分の審査判定件数や一次判定から二次判定での変更率など、各市

区町村における障害程度区分の実施状況については、毎年１回、各市区町村か

ら判定ソフトに蓄積された認定データを御報告いただき、それを集計・分析す

ることで、全国的な実施状況の把握を行ってきたところ。 

  平成 26 年度においては、障害支援区分の施行当初の実施状況を把握するた

め、下表のとおり、各市区町村からの認定データ報告を２回に分けて実施する

予定としている。 

報告方法等の詳細については、報告依頼の際にお示しするが、各都道府県に

おかれては、御承知いただくとともに管内市町村への周知等に御協力願いたい。 

 

平成２５年度  平成２６年度 

報告依頼 （国→市区町村） H25.10 報告依頼 （国→市区町村） 
（１回目） （２回目）

H26.07 H26.10 

データ報告 

（市区町村→国） 
障害程度区分 

H24.10

～ 

H25.09

データ報告

（市区町村→国）

障害程度区分

H25.10 

～

H26.06 

× 

障害支援区分

H26.04 

～

H26.06 

H26.07 

～

H26.09 
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（５）難病患者等に配慮した認定調査や審査判定について 

  平成 25 年４月１日以降、新たに障害福祉サービス等の対象となった難病患

者等に対する「障害支援区分」の認定調査や市町村審査会による審査判定につ

いては、従前の「障害程度区分」と同様に、身体障害者や知的障害者、精神障

害者と同じ認定調査項目や審査判定基準で行われる。 

  難病患者等は、症状が固定している身体障害者と異なり、症状が変化（重く

なったり軽くなったり)する等の特徴もあるが、「障害支援区分」では、認定調

査における「できたりできなかったりする場合」の判断基準を「より頻回な状

況」から「できない状況（支援が必要な状況）」に改めるなど、難病等の特性

にも配慮した見直しを行ったところ。 

また、厚生労働省では、「障害支援区分」の認定業務に携わる認定調査員や

市町村審査会委員、医師意見書に記載する医師向けのマニュアルに加え、各市

町村において、難病等の特性に配慮した「障害支援区分」の認定調査や審査判

定が円滑に行われるよう、難病の基本的な情報や特徴、認定調査の留意点など

を整理したマニュアルも別途作成している。 

今後は、難病患者等における障害福祉サービス等の利用が増加することも想

定されるところであり、各都道府県におかれては、管内市町村が各種マニュア

ルを活用の上、難病患者等に対する「障害支援区分」の認定を円滑に行えるよ

う、御対応願いたい。 
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○
「
障
害
の
程
度
（
重
さ
）
」
で
は
な
く
、
標
準
的
な
⽀
援
の
度
合
を
⽰
す
区
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
に
く
い
。

①
名

称
･
定

義
の

変
更

（
第

４
条

第
４

項
）

障
害

者
総

合
支

援
法

に
お

け
る

「
障

害
支

援
区

分
」

へ
の

見
直

し

【
平
成
24
年
６
⽉
成
⽴
、
平
成
26
年
４
⽉
施
⾏
】

名
称
：
障
害
⽀
援
区
分

定
義
：
障
害
者
等
の
障
害
の
多
様
な
特
性
そ
の
他
の
⼼
⾝
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
標
準
的
な
⽀
援
の
度
合
を
総
合
的
に
⽰
す
も
の
。

名
称
：
障
害
程
度
区
分

定
義
：
障
害
者
等
に
対
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
当
該
障
害
者
等
の
⼼
⾝
の
状
態
を
総
合
的
に
⽰
す
も
の
。

○
知
的
障
害
者
や
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
⼀
次
判
定
で
低
く
判
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
市
町
村
審
査
会
に
よ
る
⼆
次
判
定
で

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
割
合
が
⾼
く
、
そ
の
特
性
を
反
映
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

②
知

的
障

害
･
精

神
障

害
の

特
性

の
反

映
（

附
則

第
２

条
）

政
府
は
、
障
害
⽀
援
区
分
の
認
定
が
知
的
障
害
者
及
び
精
神
障
害
者
の
特
性
に
応
じ
て
適
切
に
⾏
わ
れ
る
よ
う
、
区
分
の
制
定
に
当
た
っ
て
の
適
切
な

配
慮
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

⼀
次
判
定
か
ら
⼆
次
判
定
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
割
合

【
平
成
22
年
10
⽉
〜
平
成
23
年
９
⽉
】
⾝
体
障
害
：
20
.3
％
、
知
的
障
害
：
43
.6
％
、
精
神
障
害
：
46
.2
％

【
平
成
23
年
10
⽉
〜
平
成
24
年
９
⽉
】
⾝
体
障
害
：
17
.9
％
、
知
的
障
害
：
40
.7
％
、
精
神
障
害
：
44
.5
％

③
法

施
行

後
３

年
を

目
途

と
し

た
検

討
（

附
則

第
３

条
）

政
府
は
、
障
害
者
総
合
⽀
援
法
の
施
⾏
後
３
年
（
障
害
⽀
援
区
分
の
施
⾏
後
２
年
）
を
⽬
途
と
し
て
、
『
障
害
⽀
援
区
分
の
認
定
を
含
め
た
⽀
給
決
定

の
在
り
⽅
』
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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障
害

支
援

区
分

障
害

程
度

区
分

障
害

支
援

区
分

の
審

査
判

定
プ

ロ
セ

ス
（

障
害

程
度

区
分

か
ら

の
改

正
点

）

一
次

判
定

（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
判

定
）

二
次

判
定

（
市

町
村

審
査

会
）

特
記
事
項

医
師
意
⾒
書

認
定
調
査
項
⽬
（
⾏
動
障
害
）
【
09
/1
06
項
⽬
】

認
定
調
査
項
⽬
（
精
神
⾯
等
）
【
11
/1
06
項
⽬
】

認
定
調
査
項
⽬
（
⽇
常
⽣
活
⾏
為
等
）
【
79
/1
06
項
⽬
】

認
定
調
査
項
⽬
（
IA
D
L）

【
07
/1
06
項
⽬
】

認
定
調
査
項
⽬
の
⾒
直
し

・
認
定
調
査
項
⽬
の
追
加
･統
合
･削
除
、
選
択
肢
の
統
⼀

・
認
定
調
査
に
お
け
る
判
断
基
準
の
⾒
直
し

区
分

６
～

区
分

１

非
該

当

一
次

判
定

（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
判

定
）

二
次

判
定

（
市

町
村

審
査

会
）

医
師
意
⾒
書
（
⼀
次
判
定
で
評
価
し
た
項
⽬
を
除
く
）

認
定
調
査
項
⽬
【
80
/8
0項

⽬
】

医
師
意
⾒
書
（
て
ん
か
ん
･精
神
障
害
の
機
能
評
価
･⿇
痺
･拘
縮
）

区
分

６
～

区
分

１

非
該

当

特
記
事
項

○
知
的
･精
神
･発
達
障
害
等
を
中
⼼
に
、
障
害
特
性
を
よ
り
反
映
で
き
る

認
定
調
査
項
⽬
が
必
要
。

新
た
な
判
定
式
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定
式
）
の
構
築

・
⼆
次
判
定
の
引
き
上
げ
要
因
を
組
み
込
ん
だ
「
全
国
⼀
律
の
新
た
な

判
定
式
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定
式
）
」
を
構
築

新
判

定
式

○
「
で
き
た
り
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
」
の
「
で
き
な
い
場
合
」
が

⼀
次
判
定
で
評
価
さ
れ
に
く
い
。

○
⾏
動
障
害
や
精
神
⾯
に
関
す
る
認
定
調
査
項
⽬
が
⼀
次
判
定
に
お
い
て

活
⽤
（
評
価
）
さ
れ
て
い
な
い
。

○
⼆
次
判
定
（
市
町
村
審
査
会
）
に
お
い
て
、
⼀
次
判
定
結
果
を
引
き
上

げ
る
割
合
は
、
各
地
域
に
お
い
て
差
が
⽣
じ
て
い
る
。
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○
特
に
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
や
発
達
障
害
の
特
性
を
よ
り
反
映
す
る
た
め
、
以
下
の
認
定
調
査
項
⽬
（
６
項
⽬
）
を
追
加
。

※
そ
の
他
、
既
存
の
認
定
調
査
項
⽬
に
お
け
る
評
価
内
容
（
評
価
範
囲
）
の
⾒
直
し
を
実
施
。
（
以
下
、
主
な
⾒
直
し
項
⽬
を
例
⽰
。
）

①
認

定
調

査
項

目
の

追
加

○
認
定
調
査
時
に
お
け
る
障
害
者
等
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
評
価
が
重
複
す
る
認
定
調
査
項
⽬
等
を
統
合
（
14
項
⽬
→
７
項
⽬
）
・
削
除
（
25
項
⽬
）
。

②
認

定
調

査
項

目
の

統
合

･
削

除

健
康
･栄
養
管
理

危
険
の
認
識

読
み
書
き

感
覚
過
敏
･感
覚
鈍
⿇

集
団
へ
の
不
適
応

多
飲
⽔
･過
飲
⽔

⿇
痺
(５
項
⽬
)･
拘
縮
(６
項
⽬
)

じ
ょ
く
そ
う
以
外
の
⽪
膚
疾
患

飲
⽔

洗
顔

整
髪

つ
め
切
り

毎
⽇
の
⽇
課
の
理
解

⽣
年
⽉
⽇
を
い
う

短
期
記
憶

⾃
分
の
名
前
を
い
う

今
の
季
節
を
理
解

場
所
の
理
解

幻
視
幻
聴

⽕
の
不
始
末

⽂
字
の
視
覚
的
認
識

削 除

上
⾐
の
着
脱

洗
⾝

調
理

意
思
の
伝
達

独
⾃
の
意
思
伝
達

ｽﾞ
ﾎﾞ
ﾝ･
ﾊﾟ
ﾝﾂ
の
着
脱

⼊
浴
準
備
･後
⽚
付
け

⾷
事
の
配
膳
･下
膳

指
⽰
へ
の
反
応

説
明
の
理
解

⾐
服
の
着
脱

⼊
浴

調
理

ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ

説
明
の
理
解

統 合

被
害
的

⼤
声
を
出
す

疑
い
深
く
拒
否
的

通
常
と
違
う
声

被
害
的
･拒
否
的

⼤
声
･奇
声
を
出
す

⾷
事

⾏
動
上
の
障
害

⾷
事
開
始
前
の
⾷
べ
や
す
く
す
る
⽀
援
も
評
価

⾏
動
上
の
障
害
が
⽣
じ
な
い
よ
う
に
⾏
っ
て
い
る
⽀
援
や
配
慮
、
投
薬
等
の
頻
度
も
含
め
て
評
価

認
定

調
査

項
目

の
見

直
し

（
1
0
6
項

目
→

 8
0
項

目
）

視
⼒
･聴
⼒

全
盲
･全
ろ
う
も
評
価
（
選
択
肢
の
追
加
）

新 規

「
体
調
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
に
必
要
な
健
康
⾯
･栄
養
⾯
の
⽀
援
」
を
評
価

「
危
険
や
異
常
を
認
識
し
安
全
な
⾏
動
を
⾏
え
な
い
場
合
の
⽀
援
」
を
評
価

「
⽂
章
を
読
む
こ
と
、
書
く
こ
と
に
関
す
る
⽀
援
」
を
評
価

「
発
達
障
害
等
に
伴
い
感
覚
が
過
度
に
敏
感
、
過
度
に
鈍
く
な
る
こ
と
の
有
無
」
を
確
認

「
集
団
に
適
応
で
き
な
い
こ
と
の
有
無
や
そ
の
頻
度
」
を
確
認

「
⽔
中
毒
に
な
る
危
険
が
⽣
じ
る
ほ
ど
の
多
飲
⽔
･過
飲
⽔
の
有
無
や
そ
の
頻
度
」
を
確
認
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○
関
連
す
る
認
定
調
査
項
⽬
の
選
択
肢
を
統
⼀
す
る
と
と
も
に
、
⾒
守
り
等
の
⽀
援
も
評
価
す
る
な
ど
、
評
価
内
容
（
評
価
範
囲
）
を
⾒
直
す
。

④
選

択
肢

の
統

一

１
．
⽀
援
が
不
要

２
．
⾒
守
り
等
の
⽀
援
が
必
要

３
．
部
分
的
な
⽀
援
が
必
要

４
．
全
⾯
的
な
⽀
援
が
必
要

身
体

介
助

関
係

１
．
⽀
援
が
不
要

２
．
部
分
的
な
⽀
援
が
必
要

３
．
全
⾯
的
な
⽀
援
が
必
要

日
常

生
活

関
係

１
．
⽀
援
が
不
要

２
．
希
に
⽀
援
が
必
要

３
．
⽉
に
１
回
以
上
の
⽀
援
が
必
要

４
．
週
に
１
回
以
上
の
⽀
援
が
必
要

行
動

障
害

関
係

５
．
ほ
ぼ
毎
⽇
（
週
に
５
⽇
以
上
の
）
⽀
援
が
必
要

⾒
守
り
や
声
か
け
等
の
⽀
援
に
よ
っ
て

⾏
為
･⾏
動
が
で
き
る
場
合
も
評
価

普
段
過
ご
し
て
い
る
環
境
で
は
な
く

「
⾃
宅
･単
⾝
」
の
⽣
活
を
想
定
し
て
評
価

⾏
動
上
の
障
害
が
⽣
じ
な
い
た
め
の
⽀
援
や

配
慮
、
投
薬
の
頻
度
も
含
め
て
評
価

○
「
で
き
た
り
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
」
の
「
で
き
な
い
場
合
（
⽀
援
が
必
要
な
場
合
）
」
を
評
価
す
る
た
め
、
判
断
基
準
を
⾒
直
す
。

③
判

断
基

準
の

見
直

し

「
で
き
た
り
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
」
は
、
「
よ
り
頻
回
な
状
況
」
に
基
づ
き
判
断
。

「
で
き
た
り
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
」
は
、
「
で
き
な
い
状
況
（
⽀
援
が
必
要
な
状
況
）
」
に
基
づ
き
判
断
。

障
害

程
度

区
分

障
害

支
援

区
分

「
で
き
な
い
状
況
」
に
基
づ
く
判
断
は
、
運
動
機
能
の
低
下
に
限
ら
ず
、

・
「
知
的
･精
神
･発
達
障
害
に
よ
る
⾏
動
上
の
障
害
（
意
欲
低
下
や
多
動
等
）
」
や

「
内
部
障
害
や
難
病
等
の
筋
⼒
低
下
や
易
疲
労
感
」
等
に
よ
っ
て
「
で
き
な
い
場
合
」

・
「
慣
れ
て
い
な
い
状
況
や
初
め
て
の
場
所
」
で
は
「
で
き
な
い
場
合
」

を
含
め
て
判

断
。

で
き
た
り
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
の

頻
度
等
は
「
特
記
事
項
」
に
記
載

⼀
次
判
定
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定
）
で
評
価

⼆
次
判
定
（
市
町
村
審
査
会
）
で
評
価
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○
平
成
21
年
度
〜
23
年
度
の
認
定
デ
ー
タ
（
約
14
,0
00
件
）
か
ら
、
申
請
者
と
同
じ
状
態
像
に
あ
る
障
害
者
の
⼆
次
判
定
結
果
を
抽
出
。

抽
出
デ
ー
タ
の
う
ち
、
最
も
確
率
の
⾼
い
区
分
（
⼆
次
判
定
結
果
）
を
障
害
⽀
援
区
分
の
⼀
次
判
定
結
果
と
す
る
。

新
た

な
判

定
式

（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
判

定
式

）
の

構
築

一
次

判
定

（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
判

定
）

二
次

判
定

（
市

町
村

審
査

会
）

特
記
事
項

医
師
意
⾒
書

認
定
調
査
項
⽬
（
⾏
動
障
害
）
【
09
/1
06
項
⽬
】

認
定
調
査
項
⽬
（
精
神
⾯
等
）
【
11
/1
06
項
⽬
】

認
定
調
査
項
⽬
（
⽇
常
⽣
活
⾏
為
等
）
【
79
/1
06
項
⽬
】

認
定
調
査
項
⽬
（
IA
D
L）

【
07
/1
06
項
⽬
】

区
分

６
～

区
分

１

非
該

当

一
次

判
定

（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
判

定
）

二
次

判
定

（
市

町
村

審
査

会
）

医
師
意
⾒
書
（
⼀
次
判
定
で
評
価
し
た
項
⽬
を
除
く
）

認
定
調
査
項
⽬
【
80
/8
0項

⽬
】

医
師
意
⾒
書
（
て
ん
か
ん
･精
神
障
害
の
機
能
評
価
･⿇
痺
･拘
縮
）

区
分

６
～

区
分

１

非
該

当

特
記
事
項

障
害
程
度
区
分
の
⼆
次
判
定
（
市
町
村
審
査
会
）
の
引
き
上
げ
要
因
を

障
害
⽀
援
区
分
の
⼀
次
判
定
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定
）
に
組
み
込
む

全
国
⼀
律
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定
式
で
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り

⼆
次
判
定
で
引
き
上
げ
る
割
合
の
地
域
差
を
解
消
す
る

障 害 程 度 区 分 障 害 支 援 区 分

新
た

な
判

定
式

（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
判

定
式

）

認
定
調
査
項
⽬

医
師
意
⾒
書
（
⼀
部
の
項
⽬
）

申
請

者
の

心
身

の
状

態
等

を
確

認

平
成
21
年
度
〜
23
年
度
の
認
定
デ
ー
タ

（
約
14
,0
00
件
）

申
請

者
と

同
じ

状
態

像
に

あ
る

障
害

者
の

二
次

判
定

結
果

を
抽

出

最
も

確
率

の
高

い
区

分
（

二
次

判
定

結
果

）
が

障
害

支
援

区
分

の
一

次
判

定
結

果

抽
出
デ
ー
タ

（
申
請
者
と
同
じ
状
態
像
に
あ
る
障
害
者
の
⼆
次
判
定
結
果
）

（
⼼
⾝
の
状
態
等
に
変
化
が
な
い
場
合
に
は
、
既
に
受
け
て
い
る
区
分
（
⼆
次
判
定
結
果
）
に
“よ
り
近
い
”⼀
次
判
定
が
出
る
仕
組
み
）

－75－

77



障
害

支
援

区
分

の
施

行
に

向
け

た
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

平
成

２
５

年
平

成
２

６
年

６
月

７
月

８
月

９
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

３
月

４
月

新
判

定
式

新
調

査
項

目

審
査

判
定

基
準

（
省

令
）

マ
ニ

ュ
ア

ル

研
修

障
害

支
援

区
分

判
定

ソ
フ

ト

社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会

意
⾒
募
集

障
害
⽀
援
区
分
モ
デ
ル
事
業
（
10
7市

区
町
村
）

パ
ブ
コ
メ

（
障
害
⽀
援
区
分
判
定
ソ
フ
ト
20
14

開
発
）

配
布

（
国
→
市
町
村
）（
動
作
確
認
）

（
認
定
調
査
員
・
市
町
村
審
査
会
委
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
検
討
）

案
配
布

確
定
版
配
付

（
国
→
都
道
府
県
･市
町
村
）

公
布

（
関
連
通
知
発
出
）

障 害 支 援 区 分 施 行

平
成
26
年
４
⽉
以
降
に
申
請
の
あ
っ
た
者
か
ら
順
次

新
た
な
調
査
項
⽬
に
よ
る
認
定
調
査
を
実
施

都
道
府
県
担
当
者
研
修

（
国
実
施
）

市
町
村
担
当
者
研
修

（
都
道
府
県
実
施
）
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障
害

程
度

区
分

の
審

査
判

定
実

績
（

平
成

2
4
年

1
0
月

～
平

成
2
5
年

９
月

）

■
全

体

変
更

件
数

変
更

率
変

更
件

数
変

更
率

1
9

7
7

9
1

1
1

9
2

6
4

2
0

1
,1

3
9

9
4

2
8

2
.7

%
0

0
.0

%

7
1

4
,9

7
0

9
,5

4
8

1
,7

3
4

1
6
2

4
2

2
6

,4
2

7
1

1
,4

5
0

4
3
.3

%
7

0
.0

%

6
1

4
4

3
9

,1
1

2
2
2

,0
0

2
3

,3
9
3

1
8

9
1

7
6

4
,8

6
3

2
5

,6
0

1
3

9
.5

%
1

5
0

0
.2

%

2
0

1
1

8
2
6

,9
4

4
1

7
,8

3
7

3
,3

8
6

2
3

2
4

8
,5

1
9

2
1

,4
5

5
4

4
.2

%
1
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12 自立支援医療について 

 

 

（１） 負担上限月額の経過的特例措置について 

自立支援医療の負担上限月額の経過的特例措置※については、平成２７年

３月３１日までとされており、平成２７年４月１日以降の経過的特例措置の

扱いについては、現在、検討を行っているところである。 

なお、今後の取扱いが決定するまでの間に経過的特例の対象となる方への

支給認定を行う場合は、平成２５年１２月２６日付事務連絡のとおり、受給

者証に経過的特例が延長された場合の有効期間を別途記載することで、経過

的特例が延長された場合の、受給者証の有効期間の延長を不要とすることが

できることとしているので、適宜の対応をよろしくお願いしたい。 

   

※経過的特例措置 

   １ 高額治療継続者（いわゆる「重度かつ継続」）の方については、市町村民税 

の所得割の額が２３万５千円以上の世帯に属する方も自立支援医療の対象と 

し、負担上限月額を２万円としている経過的特例 

 

２ 育成医療の中間所得層（市町村民税所得割額＜２３万５千円）の方について 

は、負担上限月額を市町村民税所得割３万３千円未満の世帯は５千円、市町村 

民税所得割３万３千円以上２３万５千円未満の世帯は１万円としている経過 

的特例 

 

（２）障害者医療費国庫負担金の適正な執行について 

平成２４年度決算検査報告において、本負担金の対象経費とはならない障

害者に対する医療費の助成に係る経費（地方自治体の単独事業）を国庫負担

の対象事業費に計上して申請されていたことにより、その結果、負担金が過

大に交付されている事態があったとの指摘を受けた。 

各自治体におかれては、対象経費の実支出額の算定に当たり、本負担金の

対象事業に十分注意いただくとともに、毎年度の申請等の際には金額確認等、

本負担金の適正な執行に努められたい。 

 

（３）自立支援医療における生活保護の他法優先の取扱いについて 

他法優先である生活保護（医療扶助）について、自立支援医療の活用を図

るようお願いしているところであるが、各自治体におかれては、引き続き、

福祉事務所等との関係機関間の連携強化により、優先適用に遺漏のないよう

努められたい。 
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○
「
重

度
か

つ
継

続
」
の

範
囲

・
疾

病
、
症

状
等

か
ら
対
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と
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[更
生
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]
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つ

病
・
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つ

病
、
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脳
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害
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薬

物
関

連
障

害
（
依

存
症

等
）
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②
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神
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療

に
一

定
以

上
の
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験

を
有

す
る
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師
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判
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し
た

者
・
疾

病
等

に
関

わ
ら
ず

、
高

額
な
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用
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担

が
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続
す

る
こ
と
か

ら
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象
と
な

る
者

[更
生

・
育

成
・
精

神
通

院
]

医
療

保
険

の
多

数
該

当
の

者
○

負
担

上
限

月
額

の
経

過
的

特
例

措
置

育
成

医
療

の
中

間
所

得
１
，
２
及

び
「
重

度
か

つ
継

続
」
の

一
定

所
得

以
上

の
負

担
上

限
月

額
に

つ
い

て
は

、
平

成
２
７
年

３
月

３
１
日

ま
で

の
経

過
的

特
例

措
置

（
障

害
者

総
合

支
援

法
施

行
令

附
則

第
１
２
条

、
第

１
３
条

）

自
立
支
援
医
療
に
お
け
る
利
用
者
負
担
の
基
本
的
な
枠
組
み

一
定
所
得
以
上

中
間

所

得
２

中
間

所
得

１

市
町

村
民

税
課

税
以

上 23
5,
00
0円

未
満

低
所

得
２

低
所

得
１

生
活

保
護

市
町

村
民

税
非

課
税

（
本

人
収

入
が
80
0,
00
1円

以
上

）

市
町

村
民

税
非

課
税

（
本

人
収

入
が
80
0,
00
0円

以
下

）

生
活

保
護

世
帯

市
町

村
民

税
課

税
以

上
33
,0
00

円
未

満

市
町

村
民

税
33
,0
00

円
以

上
23
5,
00
0円

未
満

中
間

所
得

市
町

村
民

税
23
5,
00
0円

以
上

０
円

０
円

０
円

２
，
５
０
０
円

２
，
５
０
０
円

２
，
５
０
０
円

５
，
０
０
０
円

５
，
０
０
０
円

５
，
０
０
０
円

５
，
０
０
０
円

５
，
０
０
０
円

１
０
，
０
０
０
円

１
０
，
０
０
０
円

医
療
保
険
の

高
額
療
養
費

※
精
神
通
院
の

殆
ど
は

重
度

か
つ
継
続

２
０
，
０
０
０
円

対
象

外
対

象
外

所
得
区
分

更
生

医
療

・
精

神
通

院
医

療
育
成
医
療

重
度

か
つ
継

続

①
利
用
者
負
担
が
過
大
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
所
得
に
応
じ
て
１
月
当
た
り
の
負
担
額
を
設
定
。
（
こ
れ
に
満
た
な
い
場
合
は
１
割
）

②
費
用
が
高
額
な
治
療
を
長
期
に
わ
た
り
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
重
度
か
つ
継
続
）
者
、
育
成
医
療
の
中
間
所
得
層

に
つ
い
て
は
、
更
に
軽
減
措
置
を
実
施
。

は
経

過
的

特
例

措
置

※
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13 自殺・うつ対策の推進について 

 

 

 我が国の自殺者数は、平成１０年以降１４年連続して３万人を超える水準で

推移してきた。政府においては、平成２４年８月に自殺総合対策大綱の改訂を

行い、内閣府を中心に自殺対策に取り組み、各都道府県・指定都市におかれて

も地域レベルでの取組を実施していただいてきたところ。 

自殺者数は、警察庁の発表によると、平成２４年には、１５年ぶりに３万人

を下回る２７，８５８人となり、平成２５年においては、平成２４年を下回る

２７，２７６人（暫定値）となった。これは、各般の取組の効果が徐々に現れ

てきたことにも因ると考えられる。 

しかし、自殺死亡率は大綱の数値目標（平成１７年との比較２０％減）には

届いていない状況で、自殺者数は依然として高い水準にあり、各都道府県・指

定都市におかれては、より一層の自殺対策の推進をお願いする。 

 

 

（１）かかりつけ医等心の健康対応力向上研修 

本研修事業は、うつ病の診断技術等の向上を図り、多くのうつ病患者の早期

発見、早期治療を行うため、最初に診療することの多い一般内科医、小児科医

等かかりつけ医に対して、うつ病に関する専門的な養成研修を実施しているも

のであり、平成２３年度からは、研修対象を看護師、ケースワーカー、スクー

ルカウンセラー等医師以外の者に拡大し、うつ病の基礎知識や対応方法等に関

する研修を実施できることとしている。 

さらに、２５年度からは、一般かかりつけ医と精神科医との連携（ＧＰ連携）

に係る研修や連絡会議を実施できることとし、ＧＰ連携強化により、精神疾患

の早期発見、早期治療をより一層推進したいと考えているため、本事業の実施

について、引き続き御協力をお願いしたい。また、「地域自殺対策緊急強化基

金」（内閣府）の活用等により、一般かかりつけ医から精神科医への紹介シス

テムの構築等もあわせて、ＧＰ連携を推進していただきたい。 

なお、かかりつけ医等心の健康対応力向上研修は、平成２６年度から地域生

活支援事業の中で実施することとしているので、ご留意願いたい。 

 

（２）地域自殺予防情報センター事業 

本事業は、地域における自殺対策の総合的な連携・支援体制の整備を推進し、

自殺未遂者・自死遺族等に対して適切な支援の提供を図ることを目的として、

都道府県・指定都市に対して、補助を行うものである。自殺の背景には複数の

要因が存在していることが知られており、関係各機関の連携が重要であるため、

本事業と「地域自殺対策緊急強化基金」を有効活用の上、地域における自殺防

止対策を推進していただきたい。 
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（３）自殺対策に取組む民間団体への支援 

平成２４年８月に改訂された「自殺総合対策大綱」において、民間団体の相

談活動などの取組は、多くの自殺の危機にある人を援助しており、自殺対策を

進める上で不可欠であるとされているが、こうした取組は、寄付、ボランティ

アや、企業の社会貢献事業に支えられている状況にある。 

このような取組を一層推進するため、本事業を実施しており、平成２４年度

は１５団体、２５年度は１７団体を採択している。平成２６年度予算(案)でも、

引き続き本事業を実施すべく１．３億円を計上し、各都道府県・指定都市より

応募を希望する先駆的な取組を行う団体の推薦を行っていただいたところで

ある。しかしながら、全国各地で活動するこうした団体を国であまねく支援す

ることは困難であり、「地域自殺対策緊急強化基金」の活用等による都道府県

等の直接補助も併せて検討していただき、各地域における民間団体への支援・

育成についてご協力をお願いする。 

 

（４）自殺予防総合対策センターへの協力のお願い 

  引き続き、自殺予防総合対策センター（独立行政法人国立精神・神経医療研

究センターに設置）において、自殺対策に関連する情報収集・情報提供を行い、

各自治体における自殺対策の技術的支援及び後方支援を行っていくこととし

ており、各都道府県・指定都市においては、引き続き同センターの実施する情

報収集や調査研究にご協力いただきたい。 

  また、同センターでは来年度も引き続き「自殺総合対策企画研修」等の精神

保健関連の各種研修を実施する予定であり、各都道府県・指定都市におかれて

は、これらの研修に対し周知にご協力いただくとともに、関係機関に所属する

職員の参加について、特段の配慮をお願いする。 

 

（５）自殺対策強化月間 

  毎年、月別自殺者数が特に多い３月を「自殺対策強化月間」と定め、政府が

地方公共団体、関係団体等と連携して重点的に広報啓発活動を展開するととも

に、関係施策を強力に推進することとしており、本年３月も実施しているとこ

ろである。 

ついては、自殺予防に係る啓発活動を集中的に実施していただくとともに、

保健所や精神保健福祉センター等で行っている心の健康相談を、より積極的に

実施し、また、失業者に対するワンストップサービスとなるよう、心の健康相

談を実施する場所として各地域のハローワークを活用していただくようお願

いする。 
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＋
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一 般 市 民

登 録 か か り つ け 医

G
‐P
ネ
ッ
ト

情
報

セ
ン
タ
ー

月
～
金

9：
00

～
17

：
00

① 受 診

④
PS
W
に
よ
る

受
入
打

診

⑥
予
約
日
時

架
電

③
架
電

⑦
受
診

⑧
診
療
状
況
報
告
（
P票

）
送
付

診
療

受
入

可
能

曜
日

・
時

間
帯
を
あ
ら
か
じ
め
エ
ン
ト
リ
ー

精 神 科 病 院
（
9ヶ

所
）

精 神 科 診 療 所
（
11

ヶ
所

）

協
力

専
門

医
群

関
係

機
関

①
相
談

（
身

体
合
併

症
の
あ
る
場

合
）

市
民

病
院

群
、
神
大

病
院
等

神
戸

市
医

師
会

※
か
か
り
つ
け
医
が
精
神
科
医
療
機
関
連
携
先
を
す
で
に
有
す
る
場
合
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
わ
な
く
て
も
よ

い
。

一 般 か か り つ け 医神
戸
G
‐P
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
目

的
】

か
か

り
つ

け
医

（
Ｇ

：
一

般
医

）
と

精
神

科
医
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Ｐ

：
専

門
医

）
と

の
連

携
を

緊
密

に
す

る
こ

と
で

、
か

か
り

つ
け

医
の

う
つ

病
の

診
断

技
術

と
対

応
力

を
向

上
さ

せ
、

か
か

り
つ

け
医

か
ら

精
神

科
医

へ
の

ス
ム

ー
ズ

な
紹

介
を

行
い

、
市

内
で

の
自

殺
者

数
減

少
に

寄
与

す
る

包
括

的
医

療
体

制
を

構
築

す
る

。

（
う
つ
病
で
対
応

困
難
な
場
合
）

②
診

療
情
報
提
供

書
（
G
票
）
送
付

⑧
P票

送
付

⑤
G
票

送
付
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自
殺

未
遂

者
に
対

す
る
日

本
医

科
大

学
と

荒
川

区
と
の

連
携

体
制

•
平
成
18

年
～
平
成
21

年
に
お
い
て
日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
さ
れ

た
自
殺
未
遂
者
39
2人

の
分
析
結
果
。

–
自
殺
未
遂
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
何
ら
か
の
精
神
障
害
を
有
し
て
い
る
。

–
荒
川
区
の
在
住
者
は
全
体
の
10
.7
%
（
42

人
）
で
あ
り
、
そ
の
内
23
.8
%
（
14

人
）
生

活
保

護
受

給
者

。
•

医
療
機
関
と
地
域
と
が
密
接
に
連
携
し
た
自
殺
未
遂
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
。

自
殺
未
遂
者

日
本
医
科
大
学
付
属
病
院

高
度

救
命

救
急

セ
ン
タ
ー

救
急
搬
送

精
神
科
医
に
よ
る

ア
セ
ス
メ
ン
ト

専
従
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

担
当
保
健
師

情
報
共
有

ケ
ー
ス
会

議

訪
問

・
来

所
相

談

関
係

諸
機

関
福
祉
事
務
所
、
学
校

、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等

支
援
の
提
供

必
要
な
支
援
へ
の
つ
な
ぎ

連
携
体
制
の
構
築

荒
川

区
役

所

日
本

医
科

大
学

付
属

病
院

の
支

援
の

下
、
区

保
健

師
を
核

と
し
た
地

域
に
お
け
る
自

殺
未

遂
者

に
対

す
る
包

括
的

支
援

体
制

の
確

立
を
図

る
。

（
平
成
２
２
年
９
月
～
）
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本
事

業
に
つ
い
て
、

・
地

域
に
お
け
る
関

係
機

関
（
行

政
・
医

療
・
教

育
・
警

察
等

）
相

互
の

連
携

を
図

る
に
は

体
制

が
十

分
で
は

な
い

・
自

殺
未

遂
者

・
自

死
遺

族
に
対

す
る
個

々
の

実
情

に
応

じ
た
相

談
体

制
が

十
分

で
は

な
い

と
い
っ
た
課

題
が

あ
る
た
め
、
地

域
で
の

き
め
細

や
か

な
対

応
が

可
能

と
な
る
体

制
を
整

備
す
る
た
め
地

域
自

殺
予

防
情

報
セ
ン
タ
ー
に
、

自
殺

対
策

連
携

推
進

員
、
自

殺
対

策
専

門
相

談
員

の
配

置
し
た
と
こ
ろ
。

さ
ら
に
、
自

殺
の

主
な
要

因
に
精

神
疾

患
が

あ
る
こ
と
か

ら
、
う
つ
病

等
の

対
策

と
連

携
し
、
ま
た
、
企

業
の

メ
ン
タ
ル

ヘ
ル

ス
担

当
や

学
校

等
と
も
連

携
し
て
、

地
域

で
の

総
合

的
な
自

殺
対

策
を
推

進
す
る
。

【
現

状
の

課
題

と
対

応
】

【
事

業
概

要
】

都
道

府
県

・
指

定
都

市
に
地

域
自

殺
予

防
情

報
セ
ン
タ
ー
（
精

神
保

健
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
保

健
所

な
ど
）
を
置

き
、
①

自
殺

対
策

連
携

推
進

員
及

び
自

殺
対

策
専

門
相

談
員

の
配

置
や

、
連

絡
調

整
会

議
の

開
催

に
よ
り
、
関

係
機

関
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強

化
し
、
地

域
の

自
殺

対
策

の
向

上
を
図

る
、
②

地
域

に
お

け
る
自

殺
対

策
に
関

す
る
人

材
を
育

成
す
る
た
め
の

研
修

会
を
行

い
自

殺
未

遂
者

・
自

死
遺

族
等

に
対

し
て
、
適

切
な
支

援
が

提
供

さ
れ

る
体

制
を
整

備
す

る
。

自 殺 ハ イ リ ス ク 者 （ 自 殺 未 遂 者

・ 自 死 念 慮 者 等 ） ・ 自 死 遺 族

警
察

・
消

防
民

間
団

体
学

校

医
療

機
関

市
町

村
地

域
自

殺
予

防
情

報
セ
ン
タ
ー

（
精

神
保

健
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
保

健
所

等
）

自
殺
対
策
連
携
推
進
員

自 殺 予 防 総 合 対 策 セ ン タ ー

指
導

・
助

言

○
連
絡
調
整
会
議
（
自
殺
・
う
つ
病
対
策
）

○
自
殺
対
策
研
修
会

・
各

種
相

談
窓

口
・
利
用
可
能
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

・
自

殺
対

策
専

門
相

談
員

（
非

常
勤

）
の
設

置
等

地
域

自
殺

予
防

情
報

セ
ン
タ
ー
運

営
事

業

専
門

的
相

談

か
か

り
つ
け
医

等
心

の
健

康
対

応
力

向
上

研
修

都
道

府
県

等
う
つ
病

等
対

策

連
携

企
業

（
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル

ス
担

当
）
・

メ
ン
タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策
支

援
セ
ン
タ
ー

２
６
年
度
予
算
案

６
千
万
円

5
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14 災害時等こころのケア対策について 

 

（１）大規模な災害・事件・事故の際の心のケア対策について 

近年、地震、水害、火山の噴火等、災害の発生に伴い、住民に対する心のケ

アを求められる局面が増えている。また、犯罪、事故等の人為災害においても、

心のケアの必要性が強く認識されているところである。 

各都道府県・指定都市に対しては、平成１５年１月に「災害時地域精神保健

医療活動ガイドライン」を示しているが、引き続き、このガイドライン等を活

用しつつ、災害発生等の非常時に備え、関係機関間の連携強化を図り、心のケ

アを十分行える体制の確立にご協力願いたい。なお、平成２３年３月には「災

害精神保健医療マニュアル：東北関東大震災対応版」を作成しており、合わせ

てご活用いただきたい。 

 

http://www.ncnp.go.jp/pdf/mental_info_manual.pdf 

 

 

心のケアに関する対応を強化する観点から、災害等緊急対応が必要な事態が

発生した際に活動する災害派遣精神医療チーム（DPAT）の準備、及び通常時の

PTSD、トラウマ等に関する相談体制の強化を目的とした「災害派遣精神医療チ

ーム体制整備事業」を都道府県・指定都市対象の補助事業として平成２４年度

より実施しており、平成２６年度からは、地域生活支援事業の中で実施するこ

ととしている。ついては、本事業を活用して、災害時等の心のケア体制の整備

を推進していただくようお願いする。 

また、今後の防災対策及び災害発生時の PTSD・心のケア対策に関して、各

自治体に専門的な技術的支援や情報発信を行うことを目的として「災害時ここ

ろの情報支援センター」を国立精神・神経医療研究センターに設置しており、

各地域での災害時心のケア体制整備や、ケアの実施にあたっては、適宜ご相談

いただきたい。なお、平成２５年４月（平成２６年１月改訂）には、「災害派

遣精神医療チーム（DPAT）活動要領」を作成、平成２６年１月には、「DPAT 活

動マニュアル」を作成しており、合わせてご活用いただきたい。 

また、災害派遣精神医療医療チーム（DPAT）の運用にあたっては、都道府県・

指定都市の災害医療主管課及び精神保健福祉主管課で連携の上、災害派遣医療

チーム（DMAT）等と連携した運用を実施していただくとともに、災害派遣精神

医療チーム（DPAT）活動要領に基づく国立精神・神経医療研究センター（災害

時こころの情報支援センター）への DPAT 統括者及び DPAT 先遣隊の登録に関し

ても、各課連携の上、御対応をお願いする。 

 

災害時こころの情報支援センター：http://saigai-kokoro.ncnp.go.jp/ 

 

なお、当センターで、災害派遣精神医療チーム（DPAT）関連業務従事者を対
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象とした研修等を実施する予定である。また、厚生労働省では従来から、精神

保健福祉センター、保健所、病院等に勤務している医師、看護師、精神保健福

祉士等を対象に、PTSD に関する専門的な養成研修を実施しているが、今後も

引き続き実施していく予定であり、関係機関に所属する職員のこれらの研修へ

の参加について配慮いただきたい。 

 

この他、内閣府共生社会政策統括官交通安全対策担当が行う交通事故被害者

サポート事業の取組で、交通事故被害者、遺族に対する「こころのケア」に関

するリーフレットが作成され、交通事故相談所等に配布されている。その中で、

PTSD やうつ病の可能性が取り上げられており、相談窓口の一つとして精神保

健福祉センター、保健所が紹介されているので、交通事故被害者に対する「心

の健康相談」についても、引き続き取り組んでいただくようお願いする。 

 

  内閣府交通安全対策担当：http://www8.cao.go.jp/koutu/sien/index.html 

 

 

（２）東日本大震災の被災地の心のケアについて 

東日本大震災の被災者の心のケア対策については、平成２３年度から、岩手、

宮城、福島各県に心のケアセンターを設置し、専門職による、心の不調を訴え

る被災者の自宅や仮設住宅への訪問支援、各保健所及び市町村の保健活動への

支援等を実施している。 

心のケアは今後も長期的に支援が必要であり、２６年度においても、補助事

業として現在の各種事業を引き続き行う予定である。岩手、宮城、福島各県に

おかれては、引き続き市町村及び医療機関等関係機関と連携し、的確にニーズ

を把握し、被災者の心の健康の維持・向上のため効果的な実施をお願いする。 

また、岩手、宮城、福島以外の都道府県におかれても、貴管内に避難されて

いる被災者の心のケアを含む健康支援について、地域自殺対策緊急強化基金の

活用等により、ご協力をお願いする。 

 

・ 
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災
害

派
遣

精
神

医
療

チ
ー
ム
体

制
整

備
事

業

都
道

府
県

・
政

令
市

心
の

ケ
ア
対

応
体

制
の

整
備

・
電

話
相

談
、
対

面
相

談
、
訪

問
支

援
等

に
よ
り
、
災

害
、
犯

罪
、
事

故
等

の
被

害
者

に
対

す
る
長

期
的

な
相
談
対
応
の
た
め
の
常
設
窓
口
設
置

・
県

内
の

事
故

発
生

時
に
対

応
す
る
緊

急
危

機
対

応
チ
ー
ム
の

設
置

（
県

外
被

害
へ

の
対

応
も
兼

ね
た
、

初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
も
行
う
）

災
害

時
の

心
の

ケ
ア
に
関

す
る
関

係
機

関
に
よ
る
定

期
的

会
議

の
開

催
・
災

害
等

の
心

の
ケ
ア
に
か

か
る
支

援
者

の
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作

成
・
改

訂
・
行

政
機

関
（
警

察
含

む
）
、
医

療
機

関
、
学

校
等

の
通

常
時

の
連

絡
調

整

近
年

、
地

震
・
風

水
害

な
ど
の

自
然

災
害

、
犯

罪
被

害
、
事

故
等

に
お
い
て
、
い
わ

ゆ
る
「
心

の
ケ
ア
」
の

必
要

性
が

一
般

社
会

に
お
い
て
も
、
ま
た
精

神
保

健
医

療
福

祉
関

係
者

に
お
い
て
も
強

く
認

識
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
災

害
、
犯

罪
、
事

故
等

の
被

害
者

は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心

的
外

傷
後

ス
ト
レ
ス
障

害
）
を
は

じ
め
と
す
る
様

々
な
心

理
的

な
反

応
が

生
じ
る
こ
と
か

ら
、
専

門
的

な
ケ

ア
が

必
要

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平

成
２
３
年

東
日

本
大

震
災

に
お
い
て
は

、
近

親
者

の
喪

失
、
生

活
基

盤
の

破
壊

、
恐

怖
体

験
等

が
複

合
的

か
つ
広

範
囲

に
発

生
し
、
被

災
者

数
が

史
上

に
例

を
見

な
い
ほ

ど
の

人
数

に
の

ぼ
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ

ま
で
以

上
に
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
対

策
を
中

心
と
し
た
心

の
ケ
ア
の

対
策

の
実

施
が

必
要

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の

症
状

は
一

過
性

の
も
の

で
な
く
、
震

災
復

興
に
か

か
る
期

間
以

上
に
長

期
的

に
続

く
こ
と
が

予
想

さ
れ

る
た
め
、
対

策
の

継
続

的
な
実

施
が

必
要

と
な
っ
て
い
る
。

し
か

し
、
心

の
ケ
ア
に
対

応
す
る
公

的
部

門
を
設

置
し
て
い
る
地

方
公

共
団

体
は

少
な
く
、
体

制
は

十
分

と
は

言
え
な
い
状

況
。

精
神

保
健

福
祉

セ
ン
タ
ー
・
公

立
病

院
等

に
常

設
拠

点
を
設

置

緊
急

危
機

対
応

チ
ー
ム
研

修
会

の
開

催
・
チ
ー
ム
へ

の
参

加
希

望
者

向
け
の

研
修

や
、
チ
ー
ム
間

の
情

報
交

換
等

の
た
め
の

研
修

会
を
実

施

２
６
年

度
予

算
案

地
域

生
活

支
援

事
業

（
４
６
２
億

円
）
の

内
数
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15 精神障害者保健福祉手帳について 

 

 

 精神障害者保健福祉手帳については、これまで、本人確認情報として、氏名、

住所、生年月日のほか、性別を記入することとしていたが、性同一性障害の方

に配慮する観点から、今般、精神保健福祉法施行規則を改正し、平成２６年４

月から精神障害者保健福祉手帳の性別欄を削除することとした。 

性別欄の削除に伴う事務手続等については、本年３月末までに別途事務連絡

等によりお示しすることとしているので、各自治体におかれては、改正の趣旨

をご理解いただき、手帳の交付に当たっては適切に対応願いたい。 

また、精神障害者保健福祉手帳の交付時において、従来から障害年金の申請

促進を行っていただいているところであるが、身体障害者手帳所持者の一部に

おいて、公的年金制度の障害年金が受給できるにも関わらず、障害年金の支給

申請を行っていない事象が見受けられた。精神障害者保健福祉手帳所持者にお

いても、同様の事象が生じる可能性等を踏まえ、各自治体におかれては、手帳

の交付時等において、精神障害者保健福祉手帳所持者等に対し、障害年金の申

請促進に向け、更なる働きかけを行っていただくようお願いしたい。 

さらに、精神障害者保健福祉手帳所持者に係る公共交通機関の運賃割引につ

いては、これまで、手帳の様式を見直して写真の貼付欄を設けるとともに、国

土交通省等へ働きかけを行っているところであるが、一部の公共交通機関にお

いて、依然として運賃割引の適用を受けられない状況にある。 

今般、各自治体で行っていただいている精神障害者保健福祉手帳に基づくサ

ービスの実施状況について取りまとめをさせていただいたものを、別添のとお

りお示しさせていただくので、各自治体におかれては、当該資料をご参考いた

だき、精神障害者保健福祉手帳に基づくサービスの拡充や、公共交通機関等へ

の運賃割引の実施についての働きかけ等、引き続きご協力の程よろしくおねが

いしたい。 
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都道府県名 主　　な　　サ　　ー　　ビ　　ス　　の　　内　　容

北海道
公共施設利用料の減免、医療費助成制度（1級）、バス・タクシーの運賃割引、バス運賃助成、道営・市町村受託優先入
居、水道料金の減免

青森県
県有施設等の使用料の免除・減免、県バス協会加盟民間及び市営バスの県内路線バス運賃割引、JRを除く県内民間鉄
道３社の鉄道運賃割引制度、１級所持者の医療費助成、県営住宅優先入居

岩手県
公共施設等の利用料の減免、県営住宅優先入居、一部県内タクシー券交付、公営バス・路線バス運賃減免（一部地域）、
通所交通費助成（一部）、健康診査・がん検診料免除（一部）、県内民間鉄道（いわて銀河鉄道）の運賃割引、パーキング
パーミット制度に基づく利用者証の交付（１級）

宮城県
公共施設等の利用料の割引、県営住宅の一般向住宅の入居申込者に対する抽選での優遇、若しくは特別割当住宅への
申込、一般路線バス運賃の割引

秋田県 公共施設等の利用料の無料・割引、県内民営バス４社運賃割引、タクシー運賃の割引（一部）

山形県 医療費助成（１級）、県営住宅優先抽選、公共施設利用料の減免、県内民営バス５社運賃割引

福島県
県立施設の利用料減免、医療費助成制度（１級、２・３級かつ身体障害者手帳又は療育手帳所持）、県内民営バス５社・会
津鉄道の運賃割引

茨城県 県立施設等の入館料等の減免、県内民営バス８社運賃割引、県営住宅の優先入居（１、２級）

栃木県 県立施設等の利用料金の割引、野岩鉄道の運賃割引、一部路線バスの運賃割引

群馬県
公共施設等の利用料の減免、私営鉄道（ＪＲ除く）の運賃割引、路線バス（公営・民営）の運賃割引、医療費助成制度（１
級）

埼玉県
公営住宅優先入居、公共施設使用料等の減免、県バス協会加盟バスの運賃割引、福祉タクシー券・自動車燃料費助成
（一部市町村）、市町村営循環バス運賃減免（一部市町村）、在宅重度心身障害者手当（１級　所得制限等あり）、自動車
運転免許取得費・自動車改造費助成（一部市町村）、手帳申請時の診断書料助成（一部市町）

千葉県
公共施設等の入園料等の減免、県営住宅の入居申込者に対する抽選での優遇（１、２級）、県営水道料金の一部免除（１
級）

東京都
都営住宅の優先入居・特別減額、都立施設使用料無料、都営交通乗車証の発行、都内路線バス運賃割引、都立公園内
駐車場の無料利用、一部タクシー運賃割引、全国３７ヶ所の宿泊施設利用料金の一部助成

神奈川県
県営住宅優先入居・家賃減免、タクシー券の交付（一部市町村）、公共施設利用料金免除、県営水道料金の減免、在宅重
度障害者等手当（身体・知的障害との重度重複の方に限る）、医療費助成制度（１級、通院医療のみ対象）

新潟県 県立８施設の利用料の免除、県内路線バス運賃割引、佐渡汽船運賃割引

富山県 県立施設等の個人利用料金の減免（専用利用を除く）、私営鉄道（JR除く）、私営バスの運賃割引、県営住宅優先入居

石川県 一部バス・タクシーの運賃割引、公共施設等利用料の免除・割引

福井県
医療費助成制度（１級、２級）、私営鉄道（ＪＲ除く）の割引、私営バスの運賃割引、市営バスの運賃割引（一部市町）、タク
シー利用券の交付（一部市町）、公営住宅の優先入居および家賃の減免（一部市町）、県立施設等の入場料の免除・減免

山梨県 県有施設の無料・割引、医療費助成制度（１、２級）、公営住宅の優先入居、タクシー利用券の交付（一部市町村実施）

長野県
県立施設の利用料等の減免、県営住宅の家賃の減免及び優先入居（単身も可）、医療費助成制度（一部市町村）、バス運
賃割引、しなの鉄道運賃割引

岐阜県
県有施設の利用料の減免、免除、医療費助成制度（１、２級）、県営住宅の優先入居（１、２級）、県バス協会加盟バスの運
賃割引

静岡県
県バス協会加盟バス運賃割引、一部県内私営鉄道運賃割引、タクシー券交付（県内一部を除く）、県立施設等の利用料の
減免、県営住宅の入居条件の優遇、医療費助成制度（１級）

愛知県 公共住宅の優先入居・家賃の軽減、公共施設等の利用料免除・軽減、医療費助成制度（１、２級）

三重県
県立施設等の利用料免除・減額、県営住宅の優先選考（１、２級）、バス・タクシー利用助成（一部市町を除く）、医療費助
成制度（1級）（一部市町を除く）

滋賀県
自立支援医療（精神通院）自己負担分の助成（精神手帳１・２級）、公共施設の利用料減免、県営住宅入居抽選優先倍率
適用、一部路線バスの運賃割引（バス会社独自制度）

京都府 公共施設の利用料減免、府営住宅の優先入居

大阪府 公共施設の利用料減免、府営住宅の福祉世帯向け応募、一部府内バス・タクシー料金の減免

兵庫県
県立施設等の利用料の減免、県営住宅の優先入居（１、２級）、医療費助成制度（１級）、パーキングパーミット制度（兵庫
ゆずりあい駐車場制度）に基づく利用証の交付（１級所持者でありかつ歩行が困難なものに限る）

奈良県 県立施設等の利用料の免除、民営バス運賃割引（バス会社独自サービス）、県営住宅自動車駐車場料金免除

和歌山県
県有施設入場料・使用料の無料・減免、県営住居・入居所得基準の優遇（１、２級）、県営住宅優先抽選、県営駐車場の使
用料の減免、県立医科大学付属病院受診時の駐車場使用料免除、バス運賃割引（一部を除く）

鳥取県 県立施設等の利用料の減免、県内路線バスの運賃割引、医療費助成制度（１級）、県営住居入居優遇制度

島根県
県立施設等の利用料の免除・減免、一部市町営バスの運賃割引、県内民営鉄道(JR除く)の運賃割引、タクシー券交付（一
部市町）、一部民営旅客船の運賃割引、県営住居入居優遇制度、一部市町営住宅入居優遇制度

岡山県
公共施設等の利用料の減免、路線バス運賃の減免、ＪＲ以外の一部私鉄の運賃の減免、県営住宅入居抽選における優
遇

広島県 路線バス、鉄道（ＪＲ除く）の運賃割引、県立施設等利用料の減免、県営住宅入居当選率の優遇（１、２級）

地方公共団体における精神障害者保健福祉手帳に基づく主なサービス一覧

平成25年12月末現在
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都道府県名 主　　な　　サ　　ー　　ビ　　ス　　の　　内　　容

地方公共団体における精神障害者保健福祉手帳に基づく主なサービス一覧

平成25年12月末現在

山口県
公共施設利用料の減免、バス運賃割引、医療費助成（１級）、県営住宅入居抽選における優遇、パーキングパーミット制度
に基づく利用証の交付（１級）

徳島県 路線バス運賃の減免、公共施設の利用料減免、県営住宅優先入居

香川県 県内公共施設等入園料等の免除・減免、タクシー（一部を除く)10%割引、路線バス等（一部を除く)運賃割引

愛媛県 県公共施設利用料の減免、県営住宅への優先入居、パーキングパーミット制度に基づく利用証の交付

高知県
県立施設入場料・利用料の免除・減免、県営住宅の優先入居、パーキングパーミット制度（こうちあったかパーキング制
度）に基づく利用証の交付、土佐くろしお鉄道運賃割引、一部タクシー運賃10％割引、一部路線バス運賃割引

福岡県
県立施設等の利用料の減免、県営住宅の優先入居、県内第三セク鉄道２社の運賃割引制度、医療費助成制度（1級）、県
内民間バス事業者１社の運賃割引制度、「ふくおか・まごころ駐車場」制度（１級）

佐賀県
公共施設等の利用料割引、県外第3セク鉄道2社の運賃割引、県内３社県外１社の県内路線バス運賃割引、乗船運賃割
引、県営住宅入居当選率の優遇、タクシー（一部を除く）10％割引

長崎県
公共施設の利用料減免、県内バス運賃割引、県内路面電車運賃割引、タクシー（一部を除く）１０％割引、九州商船（一部
航路）運賃割引、松浦鉄道運賃割引、公営住宅の優先入居

熊本県
県内バス・電車運賃割引（１～３級）（熊本市内在住者のバス・市電運賃の割引）、医療費助成（１級）、県立施設使用料等
の免除、県営住宅入居時抽選の倍率優遇、県立劇場主催事業の割引

大分県 公共施設の一部利用料減免、医療費助成（１級）、県営住宅入居抽選時の優遇

宮崎県 路線バス運賃割引、公営住宅の優先入居、県立施設の利用料減免

鹿児島県
県立施設等の使用料等減免・免除、県営住宅入居優先制度（抽選回数２回）、肥薩おれんじ鉄道利用割引（１・２級）、路線
バス等（一部を除く）の割引、タクシー（一部を除く）10％割引、パーキングパーミット制度に基づく利用証の交付（１級）

沖縄県
公共施設等の利用料の免除・割引、モノレール、路線バス、タクシーの運賃割引、県営住宅入居抽選時に優遇措置（1、2
級）

指定都市名 主　　な　　サ　　ー　　ビ　　ス　　の　　内　　容

札幌市
公共施設の使用料等の減免、交通費助成（タクシー利用券、バス・地下鉄乗車券、自家用車燃料券の３つから選択）、医
療費助成（１級）

仙台市
交通費助成（タクシー利用券、バス・地下鉄乗車証、自家用車燃料費助成券の３つから選択交付）、市営駐車場料金一部
割引、市営住宅入居申込時の優遇措置、公共施設の使用料等の免除

さいたま市
公共施設の使用料減免、市営住宅の抽選における優遇措置、路線バス運賃割引、手帳申請時の診断書料助成、医療費
助成制度（１、２級かつ６５歳以上で後期高齢者医療加入者）、福祉手当（１，２級）、福祉タクシー利用券（１級）、通所交通
費助成、資源やごみの排出支援

千葉市
通所交通費助成、福祉タクシー利用券（１級）または自動車燃料費助成（１級）、市営住宅入居の優遇措置（１，２級）、公共
施設の利用料免除、医療費助成（１級）、福祉手当（１級）、路線バス運賃割引、上下水道料金の減免（１級）

横浜市
水道料金等の減免、バス・地下鉄等特別乗車券の交付、住み替え家賃助成、民間住宅あんしん入居（保証人がいない方
に対しての民間住宅への入居支援）、市営住宅入居優遇、医療費助成

川崎市
交通費助成（市内運行バス乗車券、タクシー利用券（1級）から選択交付）、タクシー10％割引、公営施設等の入場料割
引、医療費助成（１級入院除く）、市営住宅入居優遇制度、居住支援制度(保証人がいない方に対しての民間住宅の入居
支援）

相模原市
福祉手当支給、交通費助成（タクシー券・ガソリン券）【１，２級】、医療費助成【１，２級】、公共施設等の利用料優遇、公共
下水道使用料減免【１級】、市営駐輪場の割引、市営駐車場の割引【１級】、市営住宅入居優遇

新潟市
市立施設の利用料・入場料の減免、市営住宅の入居抽選の優遇（1、2級）、精神科入院医療費の助成（1,2級、所得制限
あり）、路線バスの運賃割引

静岡市
交通費助成（市内バス電車又はＪＲ乗車券の交付）、市内バス電車の運賃割引、市立施設のうち減免規定のある施設で入
場料等を減免

浜松市
交通費助成（バス・電車券、タクシー券、ガソリン券等から選択交付）、市立施設のうち減免規定のある施設で入場料等を
減免

名古屋市
福祉特別乗車券の交付（市バス、地下鉄）・福祉タクシー利用券（１級）、障害者医療費助成（１、２級、所得制限あり）、障
害者自立支援配食サービス、市営住宅の入居、市営施設等利用料の免除・割引、資源やごみの排出支援

京都市
公共施設の利用料減免、福祉乗車証（市バス、市営地下鉄、一部民営バス）、タクシー利用券(1級)、市営住宅の優先選考
（１、２級）、自立支援医療負担額の軽減

大阪市 市営交通運賃の免除・割引、市内文化施設への入場優待、本市公営自動車駐車場・自転車駐輪場利用料の減免

堺市 市立施設等の利用料の減免、手帳申請時の診断書料助成（市民税非課税世帯の方）

神戸市
福祉乗車証（市バス・地下鉄等無料パス）、有料施設等利用料減免、障害者用駐車券（１級）、市立駐輪場の割引、障害者
特別給付金（１、２級、制度的無年金者、所得制限あり）、重度障害者医療費助成（１級、所得制限あり）、市営住宅の優遇
抽選

岡山市
市立施設使用料等の減免・割引、駐車場使用料金の減免・割引、市営住宅入居抽選時の優遇措置、路線バス運賃の割
引、市内中心部の路面電車運賃の割引、家庭ごみ有料化減免制度、岡山市の許可保育園の保育料免除、生活福祉資金
貸付制度

広島市
バス・市内電車の運賃の割引、公共交通機関利用助成（所得制限）、福祉タクシー利用助成（１級、所得制限）、上下水道
料金の減免（１、２級）、市立施設利用料の減免、大型ごみ排出支援（単身者）、自動車運転免許取得助成、市営駐車場等
の駐車料金の減免（1級）、市営駐輪場の駐輪料金の減免、市営住宅の入居抽選の優遇（１,2級）

福岡市
市営住宅の優遇措置及び家賃の減免、市立施設等の利用料の減免、市営地下鉄運賃の助成、交通費の助成（７０歳以
上）、自動車運転免許取得の助成、医療費助成（１級）、移動支援（１・２級，児童，自己負担あり）

北九州市
公営住宅専用募集枠、市営バス福祉優待乗車証、市営渡船運賃割引、公共施設利用料減免、障害者あんしん法律相
談、自動車運転免許取得助成、タクシー利用券（１級）、モノレール乗車券割引、医療費助成、交通費助成

熊本市
市営住宅の優遇措置（１、２級）、医療費助成（１級）、優待証（施設入場料の免除、市内運行の路線バス・電車の利用料の
減額）の交付、施設入場料等の減免、タクシー券（１、２級）の交付、自動車運転免許取得の助成
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16 依存症対策について 

 

 

政府における各種依存症対策の取組として、「第四次薬物乱用防止五か年戦

略」（平成２５年８月７日決定）や「常習飲酒運転者対策の推進について」（平

成１９年１２月２６日常習飲酒運転者対策推進会議決定）、「自殺総合対策大

綱」（平成１９年６月８日閣議決定、平成２４年８月２８日一部改正）におい

て、相談支援の充実等が掲げられている。 

特に、アルコール問題については、昨年１２月に「アルコール健康障害対策

基本法」が成立し、アルコール依存症等の健康障害の発生、進行及び再発の各

段階に応じた防止対策を適切に実施するとともに、日常生活及び社会生活を円

滑に営むことができるように支援することが求められている。 

この中で、アルコール健康障害対策を総合的かつ計画的に推進するため、国

においては「アルコール健康障害対策推進基本計画」を策定するとともに、都

道府県におかれては「都道府県アルコール健康障害対策推進計画」の策定に努

めるよう求められているので、ご留意願いたい。 

また、昨年６月の更生保護法の改正により、薬物事犯者の刑の一部が執行猶

予されることとなり、今後、地域における薬物依存症対策が特に重要となって

くることを踏まえ、自治体におかれては、改正法の施行に向け、一部執行猶予

となった薬物事犯者に対する医療支援体制の拡充等についてご配意願いたい。 

このような現状等を踏まえ、厚生労働省においては、平成２１年度から「地

域依存症対策推進モデル事業」、平成２２年度から「依存症回復施設職員研修

事業」、平成２４年度から「地域依存症対策支援事業」及び「依存症家族研修

事業」を実施するとともに、厚生労働科学研究において、各種依存症に対する

研究が行われているところである。 

さらに、平成２６年度から、依存症の治療及び回復支援を目的として、「依

存症治療拠点機関設置運営事業」を実施することとしている。 

具体的には、依存症の治療を行っている精神科医療機関のうち、５箇所程度

を「依存症治療拠点機関」として指定し、依存症に関する専門的な相談支援、

関係機関（医療機関、自治体、自助団体等）や依存症者の家族との連携・調整

等を試行的に実施し、依存症についての知見の集積を行う。 

また、併せて、依存症治療を専門的に行っている医療機関を全国拠点機関と

して指定し、集積した知見の評価・検討を行うことで、依存症の治療・回復プ

ログラムや支援ガイドラインの開発や支援体制モデルの確立を行うこととし

ている。 
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アルコール健康障害対策基本法について

酒類が国民の生活に豊かさと潤いを与えるものであるとともに、酒類に関する伝統と文化が国民の生活に深
く浸透している一方で、不適切な飲酒はアルコール健康障害の原因となり、アルコール健康障害は、本人の
健康の問題であるのみならず、その家族への深刻な影響や重大な社会問題を生じさせる危険性が高い

国・地方公共団体・国民・医師等・健康増進事業実施者の責務とともに、事業者の責務として、アルコール健
康障害の発生、進行及び再発の防止に配慮する努力義務を規定

国民の間に広くアルコール関連問題に関する関心と理解を深めるため、アルコール関連問題啓発週間（１１
月１０日から同月１６日まで）を規定

アルコール健康障害対策推進基本計画：内閣総理大臣が関係行政機関の長と協議するとともに、アル

コール健康障害対策関係者会議の意見を聴いて、案を作成し、法施行後２年以内に

閣議決定

教育の振興・不適切な飲酒の誘引の防止・健康診断及び保健指導・アルコール健康障害に係る医療の充実
等・アルコール健康障害に関連して飲酒運転等をした者に対する指導等・相談支援等・社会復帰の支援・民
間団体の活動に対する支援・人材の確保等・調査研究の推進等を規定

内閣府、法務省、財務省、文部科学省、厚生労働省、警察庁その他の関係行政機関の職員をもって構成し、
連絡調整を行うアルコール健康障害対策推進会議の設置を規定

アルコール健康障害対策推進会議の連絡調整に際して、専門家、当事者等の意見を聴くアルコール健康障
害対策関係者会議の設置を規定

基本認識

アルコール健康障害：アルコール依存症その他の多量の飲酒、未成年者の飲酒、妊婦の飲酒等の不適切

な飲酒の影響による心身の健康障害

定義

アルコール健康障害の発生、進行及び再発の各段階に応じた防止対策を適切に実施するとともに、日
常生活及び社会生活を円滑に営むことができるように支援

飲酒運転、暴力、虐待、自殺等の問題に関する施策との有機的な連携が図られるよう、必要な配慮

基本理念

責務

アルコール関連問題啓発週間

アルコール健康障害対策推進基本計画等

都道府県アルコール健康障害対策推進計画：都道府県に対し、策定の努力義務を規定

基本的施策

アルコール健康障害対策推進会議・関係者会議

※ 法律の施行当初は、内閣府において基本計画の策定及び推進に関する事務を所掌し、基本計画の策
定後３年以内に当該事務を厚生労働省に移管
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（
新

規
）

依
存

症
治

療
拠

点
機

関
設

置
運

営
事

業
に

つ
い

て

【
目

的
】

○
ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
の
依
存
症
は
、
適
切
な
治
療
と
支
援
に
よ
り
回
復
が
十
分
可
能
な
疾
患
で
あ
る
一

方
、

依
存
症
の
特
性
（
否
認
や
医
療
機
関
の
不
足
等
）
か
ら
、
依
存
症
者
が
必
要
な
治
療
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る

。

○
こ
の
た
め
、
依
存
症
の
治
療
及
び
回
復
支
援
を
目
的
と
し
て
、
依
存
症
の
治
療
を
行
っ
て
い
る
精
神
科
医
療
機
関
の
う
ち
、
５

箇
所
程
度
を
「
依
存
症
治
療
拠
点
機
関
」
と
し
て
指
定
し
、
依
存
症
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
支
援
、
関
係
機
関
（
医
療
機
関
、

自
治
体
、
自
助
団
体
等
）
や
依
存
症
者
の
家
族
と
の
連
携
・
調
整
等
を
試
行
的
に
実
施
し
、
依
存
症
に
つ
い
て
の
知
見
を
集
積
す

る
と
と
も
に
、
依
存
症
治
療
を
専
門
的
に
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
を
全
国
拠
点
機
関
と
し
て
指
定
し
、
集
積
し
た
知
見
の
評
価
・

検
討
を
行
う
こ
と
で
、
依
存
症
の
治
療
・
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
開
発
や
支
援
体
制
モ
デ
ル
の
確
立
を
行
う
。

【
対

象
】

○
依
存
症
治
療
を
行
っ
て
い
る
精
神
科
医
療
機
関

５
箇
所
程
度

○
全
国
拠
点
機
関

１
箇
所

【
実
施
内
容
】

（
１
）
依
存
症
治
療
拠
点
機
関

○
依
存
症
者
や
そ
の
家
族
へ
の
専
門
的
な
相
談
支
援

○
精
神
科
医
療
機
関
等
へ
の
助
言
・
指
導

○
関
係
機
関
等
と
の
連
携
・
調
整

○
依
存
症
者
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
等
へ
の
普
及
啓
発
活
動

な
ど

（
２
）
全
国
拠
点
機
関

○
依
存
症
治
療
拠
点
機
関
で
得
ら
れ
た
知
見
の
集
積

○
依
存
症
治
療
・
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
開
発

○
依
存
症
回
復
支
援
体
制
モ
デ
ル
の
確
立

な
ど（
新
規
）
26
年
度
予
算
案

1
1
,
7
4
3
千
円
）
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助
言
・
指
導

全
国

拠
点

機
関

【
自
治
体
】

【
自
助
団
体
】

【
医

療
機

関
】

助
言
・
指
導

情
報

還
元

事
例

収
集

相
談

情
報

還
元

事
例

収
集

相
談

○
依
存
症

治
療

拠
点
機

関
で

得
ら

れ
た
知

見
の

集
積

○
依
存
症
治
療
・
回
復
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
開

発
○

依
存
症

回
復

支
援
体

制
モ

デ
ル

の
確
立

な
ど

依
存
症
治
療
拠
点
機
関

○
依
存
症

者
や

そ
の
家

族
へ

の
専

門
的
な

相
談

支
援

○
精
神
科

医
療

機
関
等

へ
の

助
言
・
指

導
○

関
係
機

関
等

と
の
連

携
・

調
整

○
依
存
症

者
や

そ
の
家

族
、

地
域

住
民
等

へ
の

普
及
啓

発
活

動
な

ど

依
存

症
者

・
家

族

地
域
住
民
等

普
及

啓
発

普
及

啓
発

相
談

支
援

相
談

支
援

（
全

体
イ

メ
ー

ジ
図

）

連
携
体
制
の
構
築
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17 摂食障害対策について 

 

 

神経性無食欲症や神経性大食症などの摂食障害の治療においては、患者への

カウンセリングや、患者の家族が摂食障害について理解することが必要不可欠

である。また、患者に対する栄養療法・栄養管理なども重要となってくる。 

一方、摂食障害の治療についての知見が乏しく、また、患者へのカウンセリ

ング、患者の家族への支援、栄養療法・栄養管理などを一体的に行う医療機関

が必ずしも多くないのが現状である。 

さらに、摂食障害はその疾病の特性上、身体合併症状があり、生命の危険を

伴うことがあるため、総合的な救急医療体制が必要となる。 

このような現状を踏まえ、平成２６年度から「摂食障害治療支援センター設

置運営事業」を行うこととしている。 

具体的には、精神科又は心療内科外来を有する救急医療体制が整備された総

合病院のうち、５箇所程度を「摂食障害治療支援センター」として設置し、急

性期における摂食障害患者への適切な対応、専門的な相談支援、他の医療機関、

自治体等や患者の家族との連携・調整を図るほか、治療や相談支援等に携わる

関係機関の医師等に対し、摂食障害についての助言・指導や地域における摂食

障害に関する普及啓発等を試行的に実施し、摂食障害についての知見の集積を

行う。 

また、併せて摂食障害の治療・研究を行っている医療機関を全国拠点機関に

指定し、集積した知見の評価・検討を行うことで、摂食障害の治療プログラム

や支援ガイドラインの開発及び支援体制モデルの確立を行うこととしている。 
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（
新

規
）

摂
食

障
害

治
療

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

運
営

事
業

に
つ

い
て

【
目

的
】

○
神
経
性
無
食
欲
症
や
神
経
性
大
食
症
な
ど
の
摂
食
障
害
の
治
療
に
お
い
て
は
、
患
者
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
、
患
者
の
家
族
が
摂
食
障
害
に

つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
患
者
に
対
す
る
栄
養
療
法
・
栄
養
管
理
な
ど
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

一
方
、
摂
食
障
害
の
治
療
に
つ
い
て
の
知
見
が
乏
し
く
、
ま
た
、
患
者
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
患
者
の
家
族
へ
の
支
援
、
栄
養
療
法
・
栄
養

管
理
な
ど
を
一
体
的
に
行
う
医
療
機
関
が
必
ず
し
も
多
く
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
摂
食
障
害
は
そ
の
疾
病
の
特
性
上
、
身
体
合
併
症
状
が
あ
り
、
生
命
の
危
険
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
総
合
的
な
救
急
医
療
体
制

が
必
要
と
な
る
。

○
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
精
神
科
又
は
心
療
内
科
外
来
を
有
す
る
救
急
医
療
体
制
が
整
備
さ
れ
た
総
合
病
院
の
う
ち
、
５
箇
所
程
度
を

「
摂
食
障
害
治
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
設
置
し
、
急
性
期
に
お
け
る
摂
食
障
害
患
者
へ
の
適
切
な
対
応
、
専
門
的
な
相
談
支
援
、
他
の
医
療

機
関
、
自
治
体
等
や
患
者
の
家
族
と
の
連
携
・
調
整
を
図
る
ほ
か
、
治
療
や
相
談
支
援
等
に
携
わ
る
関
係
機
関
の
医
師
等
に
対
し
、
摂
食
障
害
に

つ
い
て
の
助
言
・
指
導
や
地
域
に
お
け
る
摂
食
障
害
に
関
す
る
普
及
啓
発
等
を
試
行
的
に
実
施
し
、
摂
食
障
害
に
つ
い
て
の
知
見
を
集
積
す
る
と

と
も
に
、
摂
食
障
害
の
治
療
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
を
全
国
拠
点
機
関
に
指
定
し
、
集
積
し
た
知
見
の
評
価
・
検
討
を
行
う
こ
と
で
、

摂
食
障
害
の
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
開
発
及
び
支
援
体
制
モ
デ
ル
の
確
立
を
行
う
。

【
対

象
】

○
精

神
科
又
は
心
療
内
科
外
来
を
有
す
る
救
急
医
療
体
制
が
整
備
さ
れ
た
総
合
病
院

５
箇
所
程
度

○
摂

食
障
害
の
治
療
・
研
究
を
専
門
的
に
行
っ
て
い
る
医
療
機
関

１
箇
所

【
実
施
内
容
】

（
１
）
摂
食
障
害
治
療
支
援
セ
ン
タ
ー

○
摂
食
障
害
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
支
援

○
急
性
期
に
お
け
る
摂
食
障
害
患
者
へ
の
適
切
な
対
応

○
医
療
機
関
等
へ
の
助
言
・
指
導

○
関
係
機
関
等
と
の
連
携
・
調
整

○
摂

食
障
害
患
者
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
等
へ
の
普
及
啓
発
活
動

な
ど

（
新
規
）
2
6
年
度
予
算
案

1
8
,
8
9
3
千
円
）

－100－

102



（
２
）
全
国
拠
点
機
関

○
摂
食
障
害
治
療
セ
ン
タ
ー
で
得
ら
れ
た
知
見
の
集
積

○
摂
食
障
害
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
開
発

○
摂

食
障
害
治
療
支
援
体
制
モ
デ
ル
の
確
立

な
ど

助
言
・
指
導

全
国
拠
点
機
関

【
自
治
体
】

【
医
療
機
関
】

助
言
・
指
導

情
報

還
元

事
例

収
集

相
談

情
報

還
元

事
例

収
集

相
談

○
摂

食
障

害
治

療
支

援
セ

ン
タ

ー
で

得
ら
れ
た
知
見
の
集
積

○
摂

食
障

害
治

療
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
開
発

○
摂

食
障

害
治

療
支

援
体

制
モ

デ
ル

の
確

立
な

ど

摂
食
障
害
治
療

支
援
セ
ン
タ
ー

○
摂

食
障

害
に

関
す

る
専

門
的

な
相

談
支

援
○

急
性

期
に

お
け

る
摂

食
障

害
患

者
へ

の
適

切
な

対
応

○
医

療
機

関
等

へ
の

助
言

・
指

導
○

関
係

機
関

等
と

の
連

携
・

調
整

○
摂

食
障

害
患

者
や

そ
の

家
族

、
地
域
住
民
等
へ
の
普
及
啓
発
活
動 な

ど

患
者

・
家

族

地
域
住
民
等

普
及

啓
発

普
及

啓
発

相
談

支
援

相
談

支
援

（
全

体
イ

メ
ー

ジ
図

）
連
携
体
制
の
構
築
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18 精神保健福祉センターについて 

 

 

各自治体の精神福祉センターにおかれては、精神保健福祉に関する知識の普

及、調査研究、複雑困難な事例に対する相談指導等のほか、就労を含めた社会

復帰に関する相談支援を行っていただいているところである。 

また、精神科医療機関においては、うつ状態により離職又は求職している方

が復職、再就職の準備性を高める「リワークプログラム（復職支援）」を行っ

ているが、一部の精神保健福祉センターにおいては、当該取組を実施している

精神科医療機関と連携した独自の取組として行っていただいている。 

今般、精神科医療機関におけるリワークプログラムの例について紹介させて

いただくので、各自治体におかれては、リワークプログラムを行っている管内

の精神科医療機関との連携等を行うなど、引き続きうつ病をはじめとした精神

障害者の方に対する就労支援等に取り組んでいただきたい。 
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（
例

）
メ
デ
ィ
カ
ル

ケ
ア
虎

ノ
門

•
リ
ワ
ー
ク
カ
レ
ッ
ジ
®、

リ
ワ
ー
ク
・
ス
ク
ー
ル

を
実

施
。

•
産

業
医

の
経

験
が

豊
富

な
精

神
科

医
を
は

じ
め
、

多
職

種
の

ス
タ
ッ
フ
が

チ
ー
ム
を
組

み
、
総

合
的

な
視

点
か

ら
病

気
の

回
復

と
同

時
に
職

場
復

帰
や

再
発
、
再
休
職

予
防

の
支

援
を
行

っ
て
い
る
。

•
な
お
、
リ
ワ
ー
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
®、

リ
ワ
ー
ク
・
ス
ク
ー
ル

を
希
望
す
る
者

は
転

院
が

条
件

。

ス
タ
ッ
フ
：
保

健
師

、
看
護
師
、
精
神
保
健
福

祉
士

、
作
業
療
法
士
・
臨
床
心
理
士
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
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復
職

支
援

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
虎

ノ
門

（
RA

M
P‐
T）

１
．
診
療
に
よ
る
病

状
の

回
復

と
管
理

診
察

を
週

１
回

と
し
、
診

断
の

見
直

し
を
元

と
し
て
、

薬
物

療
法

の
見

直
し
を
必

要
に
応

じ
て
行

う
。

生
活

指
導

も
診

察
時

に
行

い
な
が

ら
、
規

則
正

し
い

日
常

生
活

の
中

で
安

定
し
た
病

状
を
確

保
す
る
。

日
中

の
活

動
は

図
書

館
に
午

前
中

・
週

５
日

間
通

え
る
程

度
の

病
状

回
復

を
目

指
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始

め
る
。
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復
職

支
援

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
虎

ノ
門

（
RA

M
P‐
T）

２
．
プ
レ
・
リ
ワ
ー
ク
（
集

団
精

神
療

法
）

規
則

正
し
い
生

活
リ
ズ
ム
の

回
復

を
早

期
に
確

立
し
、

ス
ム
ー
ズ
か
つ
早
い
時
期
に
リ
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入

る
こ
と
に
よ
り
休

職
期

間
を
短

縮
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
常
の
活
動
や
症

状
の
状
態
の
記
録

を
習

慣
づ
け
て
、
自

身
の

状
態

を
把

握
し
て
、
主

治
医

に
正

確
な
症
状
を
伝
え
て
、
的
確
な
治
療
と
す
る
こ
と
に
よ
り

症
状

を
改

善
す
る
と
と
も
に
、
生

活
を
見

直
し
規

則
正

し
い

生
活
リ
ズ
ム
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

不
調

の
サ

イ
ン
に
気

付
く
よ
う
に
も
な
る
。

主
治

医
と
の
1対

1の
診

察
だ
け
で
な
く
、
専

門
ス
タ
ッ
フ

や
同
じ
目
標
を
も
つ
仲
間
と
の
交
流
や
グ
ル
ー
プ
活
動
等

に
よ
っ
て
、
本
格
的
な
リ
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
レ
デ
ィ

ネ
ス
を
高

め
て
い
く
。

－105－

107



復
職

支
援

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
虎

ノ
門

（
RA

M
P‐
T）

３
．
リ
ワ
ー
ク
・
ス
ク
ー
ル

（
デ
イ
ケ
ア
、
デ
イ
ナ
イ
ト
ケ

ア
）
（
Le
ve
l 1
 ～

Le
ve
l 3
）

週
２
日

（
Le
ve
l 1
）
か

ら
虎

ノ
門

ま
で
通

勤
訓

練
を
開

始
し
、
集

団
で
の
作
業
を
通
じ
て
復
職
の
基
礎
と
な
る
心
身
の
土
台
を

作
っ
て
い
く
。
家
庭
で
の
療
養
か
ら
、
集
団
で
の
活
動
を
始
め
る
。

は
じ
め
は
疲
労
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
段
々
と
慣
れ
て
い

け
ば

、
週

３
日

（
Le
ve
l 2
‐3
）
と
参
加
日
数
を
増
や
し
て
い
く
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
中
の
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
で
は
、
う
つ
病
講
座
テ
キ
ス

ト
を
は

じ
め
と
し
た
書

籍
か

ら
う
つ
病

に
対

す
る
正

し
い
理

解
を

深
め
、
休
職
に
至
っ
た
原
因
を
自
己
分
析
し
文
章
化
す
る
作
業

を
行
う
。

ま
た
、
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
セ
ル
フ
ケ
ア
(心

理
教
育
)、
生
活
習

慣
講
座
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
う
。
特
に
休
職
し
た
理
由
を

自
分
な
り
に
良
く
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
リ
ワ
ー
ク
・

カ
レ
ッ
ジ
®で

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
に
つ
な
が
る
。
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【
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
例

】
月

火
水

木
金

午
前

卓
球

頭
と
身
体
の
ス
ト

レ
ッ
チ

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

（
自

主
課

題
）

卓
球

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

（
自

主
課

題
）

午
後

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

生
活
習
慣

講
座

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

（
自

主
課

題
）

セ
ル
フ
ケ
ア

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

（
自

主
課

題
）

利
用

ガ
イ
ダ
ン
ス

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

（
自

主
課

題
）

ナ
イ
ト
ケ
ア

－
－

ス
キ
ル

ア
ッ
プ

タ
イ
ム

－
－

・
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
：
心

身
の

疲
労

の
サ

イ
ン
に
気

づ
き
、
対

処
法

を
工

夫
し
な
が

ら
集

中
力

を
鍛

え
る

・
自

己
分

析
：
う
つ
病
に
な
っ
た
経
緯
を
振
り
返
り
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る

・
セ
ル

フ
ケ
ア
：
病

気
や

療
養

に
つ
い
て
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

正
し
い
知

識
を
学

ぶ
・
生

活
習

慣
講

座
：
疾

病
教

育
（
気

分
障

害
や

不
安

障
害

な
ど
）
、
生

活
指

導
、
服

薬
指

導
、
ア
ル

コ
ー
ル

や
睡

眠
、
自

律
神

経
等

に
つ
い
て
学

び
、
求

職
中

の
規

則
正

し
い
生

活
リ
ズ
ム
を
作

る
・
頭

と
身

体
の

ス
ト
レ
ッ
チ
：
筋

力
ア
ッ
プ
の

ス
ト
レ
ッ
チ
等

の
軽

運
動

で
基

礎
体

力
を
高

め
る
。
ダ
ー
ツ
、
ジ
ェ
ン
ガ
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
等

、
集

団
で
頭

を
使

い
な
が

ら
時

間
を
楽

し
む
。
ヨ
ガ
や

呼
吸

法
に
よ
り
自

律
神

経
の

バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
な
ど
の

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
法

を
習

得
す
る

・
卓

球
：
運

動
し
な
が

ら
対

人
交

流
を
促

進
し
、
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

練
習

を
す
る

・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
タ
イ
ム
：
個

人
の

ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の

た
め
の

作
業

を
集

中
し
て
行

う
時

間
（
課

題
例

：
語

学
、
ビ
ジ
ネ
ス
関

連
の

検
定

、
資

格
試

験
の

勉
強

な
ど
）

・
個

別
面

談
：
定
期
的
に
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
個

別
面

談
を
実

施
し
、
個

別
的
サ

ポ
ー
ト
を
行

う
。
自

己
分

析
作

成
や

各
自

の
課

題
へ

の
取
組
を
サ
ポ
ー
ト
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復
職

支
援

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
虎

ノ
門

（
RA

M
P‐
T）

４
．
リ
ワ
ー
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
®（

デ
イ
ケ
ア
、
デ
イ
ナ
イ
ト
ケ

ア
）
（
Le
ve
l 3
 ～

Le
ve
l 6
）

週
4日

、
週
5日

で
行
わ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、

職
場
復
帰
と
再
休
職
予
防
を
目
標
と
し
て
、
擬
似
的
な
職

場
（
Pr
e‐
O
ffi
ce
）
に
お
い
て
実

践
的

な
体

験
を
通

し
て
復

職
準

備
性

を
高

め
る
こ
と
で
あ
る
。

セ
ル
フ
ケ
ア
(心

理
教
育
)や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
集
団
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
通

し
て
自

己
解

決
に
必

要
な
能

力
を
養

う
。

ま
た
、
週
５
日
の
レ
ベ
ル
で
は
ナ
イ
ト
ケ
ア
で
認
知
行
動

療
法

の
導

入
編

を
実

施
す
る
。
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【
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
例

】
月

火
水

木
金

午
前

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

（
自

主
課

題
）

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

（
自

主
課

題
）

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

（
自

主
課

題
）

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

（
自

主
課

題
）

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

（
自

主
課

題
）

午
後

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

（
自

主
課

題
）

セ
ル
フ
ケ
ア

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

（
自

主
課

題
）

メ
ン
バ
ー
主
体

プ
ロ
グ
ラ
ム

セ
ル
フ
ケ
ア

ナ
イ
ト
ケ
ア

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

タ
イ
ム

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

タ
イ
ム
PL
U
S

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

タ
イ
ム

認
知
行
動
療
法

－

・
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
：
職

場
に
関

連
す
る
課

題
を
自

分
自

身
で
設

定
し
、
目

標
に
向

か
っ
て
取

り
組

む
・
セ
ル

フ
ケ
ア
：
再

発
予

防
に
向

け
、
認

知
の

ク
セ
や

対
人

関
係

パ
タ
ー
ン
等

に
気

づ
き
、
自

己
理

解
を
深

め
、
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ

ス
キ
ル

を
向

上
さ
せ

る
。
ま
た
復

職
後

の
働

き
方
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
く

・
メ
ン
バ

ー
主

体
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
再

発
予

防
に
つ
い
て
メ
ン
バ

ー
間

で
考

え
、
メ
ン
バ

ー
が

主
体

的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
・
実

施
と

い
っ
た
協

働
体

験
を
す
る
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

・
認

知
行

動
療

法
：
復

職
時

や
復

職
後

に
想

定
さ
れ

る
問

題
に
対

し
、
認

知
再

構
成

法
（
コ
ラ
ム
表

）
や

ロ
ー
ル

プ
レ
ー
に
よ
る
リ

ハ
ー
サ

ル
を
お
こ
な
い
、
事

前
に
対

処
法

を
学

ぶ
・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
タ
イ
ム
：
個

人
の

ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の

た
め
の

作
業

を
集

中
し
て
行

う
時

間
（
課

題
例

：
語

学
、
ビ
ジ
ネ
ス
関

連
の

検
定

、
資

格
試

験
の

勉
強

な
ど
）

・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
タ
イ
ム
PL
U
S：
復

職
に
向

け
た
課

題
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
含

む
）
に
取

り
組

む
時

間
（
課

題
例

：
復

職
面

談
の

準
備

、
苦

手
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場

面
の

ロ
ー
ル

プ
レ
イ
な
ど
）

・
個

別
面

談
：
定
期
的
に
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
個

別
面

談
を
実

施
し
、
個

別
的
サ

ポ
ー
ト
を
行

う
。
自

己
分

析
作

成
や

各
自

の
課

題
へ

の
取

組
を
サ

ポ
ー
ト
、
月

１
回

程
度

は
評

価
面

談
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復
職

後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
土

曜
日

・
シ
ョ
ー
ト
ケ
ア
）

復
職
後
に
起
こ
り
え
る
ス
ト
レ
ス
フ

ル
な
状

況
に
対

し
、
有

効
に
対

処
で
き
る
よ
う
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
を
高

め
、
生
活
リ
ズ
ム
を
保
ち
な
が
ら
、

１
週
間
の
振
り
返
り
や

テ
ー
マ

ト
ー
ク
等
を
行
い
、
再
休
職
予
防

を
目
指
す
。

仲
間
と
悩
み
を
共
有
し
互
い
に
支

え
合

う
こ
と
で
、
復

職
後

の
孤

独
感

の
緩

和
に
も
役

立
つ
。

再
休

職
予

防
の

た
め
の

う
つ
の

集
団

認
知

行
動

療
法

セ
ミ
ナ
ー
（
CB

G
T）

復
職

後
に
実

際
に
起

こ
る
悩

み
や

問
題
を
取
り
上
げ
、
講
義
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
(ロ

ー
ル

プ
レ

イ
や

ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
)を

通
じ

て
、
認

知
面

だ
け
で
な
く
、
行

動
面

に
も
取

り
組

み
な
が

ら
、
再

休
職

予
防
に
取
り
組
む
実
践
的
な
内
容

で
あ
る
。

こ
の

セ
ミ
ナ
ー
終

了
者

は
、
定

期
的

な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
も
参

加
で

き
る
。

復
職

支
援

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
虎

ノ
門

（
RA

M
P‐
T）

復
職
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19 てんかんの方の運転免許の取得等について 

 

 

てんかんを含め、一定の病気にかかっている方の自動車運転免許の取得に当

たっては、治療・投薬により自動車運転が可能な方については、本人から都道

府県公安委員会に対し病状等について申告し、運転免許の取得・更新を行って

いる。 

しかしながら、昨今の自動車による死亡事故等の現状を受け、昨年６月に道

路交通法が改正され、 

・ 運転免許の取得・更新時に一定の病気等への該当の有無について公安委員

会が質問票を交付できることを規定し、質問票に虚偽の記載をした場合の罰

則の新設 

・ 一定の病気等に該当する患者を認めた医師は、当該患者が免許取得者であ

ることを知った場合は任意で届出できること 

が規定された。 

また、昨年１１月に「自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関

する法律」が成立し、一定の病気等の影響により、正常な運転に支障が生じる

おそれがある状態で自動車を運転し、病気の影響により正常な運転が困難な状

態に陥って、人を死傷させた場合の罰則が強化されることとなった。 

各自治体におかれては、てんかんを含めた精神障害者の方に対し、 

・ てんかん等に罹患している場合であっても、適切に治療・投薬を受け、主

治医から運転可能である旨診断されていれば、運転は可能であること、 

・ 適切に治療・投薬を受け、運転に支障がない場合で、かつ、免許取得・更

新時に病状等について適切に申告していれば、自動車の運転により人を死傷

させる行為等の処罰に関する法律に基づく「危険運転致死傷罪」の対象とは

ならないこと 

について、充分ご理解いただけるよう周知願いたい。 
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20 心神喪失者等医療観察法指定医療機関の整備等について 

 

 「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する

法律（以下「法」という。）」は、平成 15 年７月に公布、平成 17 年７月に施行

され、心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った法対象者に対して、適切な

医療を提供し、社会復帰の促進を図っているところである。 

 

１ 指定入院医療機関の現状 

 法に基づく指定入院医療機関の整備については、全国で予備病床を含め 800

床程度を目標として整備を進めてきており、これまでに国関係では、15 箇所

487 床、都道府県関係では、15 自治体の協力を得て 304 床、合計で 791 床の整

備が行われたところである。 

一方で、厚生局単位でとらえた場合には、整備予定のない地域があるなど、

地域ごとの偏在が生じていることから、引き続き必要な病床の確保に努める必

要がある。 

厚生労働省としては、平成26年度医療観察法診療報酬改定において、こうし

た地域の対象者が、やむを得ず遠方の指定入院医療機関に入院している場合に、

当該入院対象者の早期退院を促進するため、遠隔地加算（仮称）を新設するこ

とを予定している。 

 

２ 地域処遇の円滑な実施のための指定通院医療機関の確保等について 

法に基づく地域社会における処遇については、「地域社会における処遇のガ

イドライン（平成 17 年７月 14 日障精発第 0714003 号）（以下「ガイドライン」

という。）」に基づき行われているところであるが、より円滑に地域社会におけ

る処遇を進めるためには、精神保健福祉に携わる地域関係者の協力の下に、ガ

イドラインに基づく地域処遇体制の基盤構築及びその充実を図ることが重要

であると考えている。 

とりわけ、指定通院医療機関の整備については、通院対象者の住み慣れた地

域から容易にアクセスできる範囲に指定通院医療機関を確保する必要がある

ことや、大都市部において不足していること、について指摘されており、都道

府県におかれては、市町村及び医療機関等の関係機関と平素から緊密に連携の

上、法対象者が居住する地域において適切な通院処遇が図られるよう、指定通

院医療機関の確保について、ご理解とご協力をいただきたい。 

厚生労働省としては、平成26年度医療観察法診療報酬改定において、入院し

ている者の円滑な通院への移行を促進するための通院医学管理事前調整加算

及び指定通院医療機関と保護観察所、地方自治体等の関係機関との連携を強化

するための通院医学管理情報提供加算について、加算点数を引き上げることを

予定している。 

 

 

－114－

116



実
刑
判
決

裁
判
所

検
察
官

（
心

神
喪

失
等

を
理

由
）

不
起
訴

無
罪
等

検 察 官 に よ る 申 し 立 て

地 方 裁 判 所 に お け る 審 判

地
域

で
の

支
援

・
精

神
保

健
観

察
（
保

護
観

察
所

）

・
入
院
に
よ
ら
な
い
医
療
（
通
院
医
療
）

・
指
定
通
院
医
療
機
関
に
つ
い
て
は

・
精
神
保
健
福
祉
法
等
に
基
づ
く
援
助

（
都

道
府

県
・
市

町
村

等
）

退
院

決
定

入 院 決 定 通 院 決 定

鑑 定 入 院

一
般
の
精
神
保
健
福
祉

平
成
1
5
年
7
月
成
立
・
公
布
、
平
成
1
7
年
7
月
1
5
日
施
行

（
心

神
喪

失
等

を
認

定
）

入
院

・
再

入
院

決
定

入
院
医
療
の
提
供

入
院

医
療

（
指

定
入

院
医

療
機

関
）

・
設
置
主
体
は
、
国
、
都
道
府
県
、
特
定

独
立

行
政

法
人

（
公

務
員

型
）
に
限

定
。

・
入

院
期

間
の

上
限

は
定

め
ら
れ

て
い
な

い
が

、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
1
8
ヶ
月

程
度

を

医
療
観
察
法
に
お
け
る
入
院
医
療
及
び
通
院

医
療

は
厚

生
労

働
大

臣
が

行
う

刑
務
所

不 処 遇

（
制
度
は
、
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
共
管
）

鑑
定

入
院

は
、
精

神
科

病
院

で
実
施
（
期
間
は

2
ヶ
月

が
原

則
）

心
神
喪
失
等
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
、
継
続
的
か
つ
適
切
な
医
療
並
び
に
そ
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
観
察
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
病
状
の
改
善
及
び
同
様
の
行
為
の
再
発
防
止
を
図
り
、
そ
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
よ
う
、
対
象
者
の
処
遇
を
決
定
す
る
手
続
等
を
定
め
る
も
の
。

裁
判
官
と
精
神
保
健
審
判
員
の
合
議
制

逮
捕
・
送
検

起
訴

標
準
と
し
て
い
る
。 処
遇

終
了

設
置

主
体

制
限

は
な
し

（
通
院
は
、
原
則
３
年
。
必
要
が
あ
れ
ば

２
年

を
超

え
な
い
範

囲
で
延

長
可

）

重
大

な
他

害
行

為
①

殺
人

②
放

火
③

強
盗

④
強

姦
⑤
強
制
わ
い
せ
つ

⑥
傷
害

※
①

～
⑤

は
未

遂
を
含

む

医
療

観
察

法
の

仕
組

み
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指
定

新
規

開
棟

（
整

備
中

）

指
定

入
院

医
療

機
関

の
整

備
状

況
(H

2
5
.1

2
.3

1
現

在
)

や
ま

と
精

神
医

療
セ

ン
タ
ー

東
京

都
立

松
沢

病
院

鹿
児

島
県

立
姶

良
病

院

小
諸

高
原

病
院

国
関

係
：
4
8
7
床

都
道

府
県

関
係

：
3
0
4
床

合
計

：
7
9
1
床

岡
山

県
精

神
科

医
療

セ
ン
タ
ー

長
崎

県
精

神
医

療
セ
ン
タ
ー

静
岡
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

下
総

精
神

医
療

セ
ン
タ
ー

久
里

浜
医

療
セ
ン
タ
ー

花
巻

病
院

山
梨

県
立

北
病

院

さ
い
が

た
医

療
セ
ン
タ
ー

北
陸

病
院

賀
茂

精
神

医
療

セ
ン
タ
ー

東
尾

張
病

院

肥
前

精
神

医
療

セ
ン
タ
ー

琉
球

病
院

菊
池

病
院

大
阪

府
立

精
神

医
療

セ
ン
タ
ー

群
馬

県
立

精
神

医
療

セ
ン
タ
ー

国
立

精
神

・
神

経
医

療
研

究
セ
ン
タ
ー
病

院

神
奈

川
県

立
精

神
医

療
セ
ン
タ
ー
芹

香
病

院

長
野
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療

セ
ン
タ
ー
駒

ヶ
根

鳥
取

医
療

セ
ン
タ
ー

榊
原

病
院

山
口
県
立
こ
こ
ろ
の

医
療

セ
ン
タ
ー

茨
城
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

埼
玉

県
立

精
神

医
療

セ
ン
タ
ー

滋
賀

県
立

精
神

医
療

セ
ン
タ
ー

愛
知

県
立

城
山

病
院

山
形

県
立

鶴
岡

病
院

栃
木

県
立

岡
本

台
病

院
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指
定
入
院
医
療
機
関
の
整
備
状
況

１
．
国
関
係

平
成
25

年
12

月
31

日
現
在

※
は

稼
働

中
の

指
定

入
院

医
療

機
関

（
病

床
数

は
予

備
病

床
を
含

む
）

①
国
立
病
院
機
構
花
巻
病
院
（
岩
手
県
）

3
3
床

②
国
立
病
院
機
構
下
総
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
県
）

3
3
床

③
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
（
東
京
都
）

6
6
床

④
国
立
病
院
機
構
久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
（
神
奈
川
県
）

5
0
床

⑤
国
立
病
院
機
構
さ
い
が
た
医
療
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
県
）

3
3
床

⑥
国
立
病
院
機
構
北
陸
病
院
（
富
山
県
）

3
3
床

⑦
国
立
病
院
機
構
小
諸
高
原
病
院
（
長
野
県
）

1
7
床

⑧
国
立
病
院
機
構
東
尾
張
病
院
（
愛
知
県
）

3
3
床

⑨
国
立
病
院
機
構
榊
原
病
院
（
三
重
県
）

1
7
床

⑩
国
立
病
院
機
構
や
ま
と
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
（
奈
良
県
）

3
3
床

⑪
国
立
病
院
機
構
鳥
取
医
療
セ
ン
タ
ー
（
鳥
取
県
）

1
7
床

⑫
国
立
病
院
機
構
賀
茂
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
（
広
島
県
）

3
3
床

⑬
国
立
病
院
機
構
肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
県
）

3
3
床

⑭
国
立
病
院
機
構
菊
池
病
院
（
熊
本
県
）

2
3
床

⑮
国
立
病
院
機
構
琉
球
病
院
（
沖
縄
県
）

3
3
床
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２
．
都
道
府
県
関
係

（
病

床
数

は
予

備
病

床
を
含

む
）

※
は

稼
働

中
の

指
定

入
院

医
療

機
関

※
病
床
整
備
の
現
状
：
79
1床

〔
う
ち
国

関
係

：
48
7床

都
道
府
県
関
係
30
4床

〕
（
平
成
25

年
12

月
31

日
現
在
）

①
茨
城
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

1
7
床

②
栃
木
県
立
岡
本
台
病
院

1
8
床

③
群
馬
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

1
6
床

④
埼
玉
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

3
3
床

⑤
東
京
都
立
松
沢
病
院

3
3
床

⑥
神
奈
川
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
芹
香
病
院

3
3
床

⑦
山
梨
県
立
北
病
院

5
床

⑧
長
野
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
駒
ヶ
根

6
床

⑨
静
岡
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

1
2
床

⑩
滋
賀
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

2
3
床

⑪
大
阪
府
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

3
3
床

⑫
岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー

3
3
床

⑬
山
口
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

8
床

⑭
長
崎
県
病
院
企
業
団
長
崎
県
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

1
7
床

⑮
鹿
児
島
県
立
姶
良
病
院

1
7
床

⑯
山
形
県
立
鶴
岡
病
院

整
備
中

⑰
愛
知
県
立
城
山
病
院

整
備
中

指
定
入
院
医
療
機
関
の
整
備
状
況

4

－118－

120



指
定
入

院
医
療
機
関
の
専
用
病
棟
に
お
け
る
入
院
に
よ
る
医
療
の
提
供

医
療
観
察
法
に
基
づ
く
入
院
か
ら
社
会
復
帰
の
流
れ

入 院 決 定

退 院 決 定

都
道
府
県

保
健

所
・
精

神
保

健
福
祉
セ
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タ
ー

市
町
村

障
害

保
健

福
祉

担
当

部
局

指
定
通

院
医
療
機
関

障
害

福
祉

サ
ー
ビ

ス
事

業
者

対
象

者
は
保

護
観

察
所

の
精

神
保

健
観

察
下
に
お
い
て
通
院
医
療
を
受
け
る

帰
住
地
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

※
通
院
期
間
終
了
後
は
、
地
域
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
枠
組
み
に
移
行

【
入

院
処

遇
中

】

【
通

院
処

遇
中

】

原
則

３
年
間
（
最
大
５
年
間
）
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医
療
観
察
法
と
精
神
保
健
福
祉
法
と
の
関
係 時

間

ケ
ア
密

度

精
神

保
健

福
祉

法
に
よ
る
支

援

通
院

処
遇

入
院

処
遇

医
療

観
察

法
に
よ
る
入

院
処

遇
の

間
は

精
神
保
健
福
祉
法
の
規
定
（
入
院
に
関
す
る

部
分
）
は
適
用
さ
れ
な
い
。

医
療

観
察

法
に
よ
る
通

院
処

遇
の
間
は
精
神
保
健
福
祉
法
の
規

定
も
適

用
さ
れ

る
。

医
療

観
察

法
に
よ
る
処

遇
の

終
了
後
も
精
神
保
健
福
祉
法
に
よ

る
援

助
は

継
続

さ
れ

る
。

精 神 障 害 の 発 症

処 遇 開 始

退 院 ・ 通 院 開 始

処 遇 終 了

障
害

者
総

合
支

援
法

に
よ
る
支

援

心 神 喪 失 等 で 重 大 な 他 害 行 為
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指
定
通
院
医
療
機
関
の
指
定
状
況

都
道
府
県
名

平
成

2
5
年

1
2
月

3
1
日
現
在
指
定
数

都
道
府
県
名

平
成

2
5
年

1
2
月

3
1
日
現
在
指
定
数

病
院

診
療
所

薬
局

政
令

1
条

（
訪

問
看

護
）

計
病
院

診
療
所

薬
局

政
令

1
条

（
訪

問
看

護
）

計

北
海
道

3
6

2
1
8

3
5
9

滋
賀
県

8
1

5
0

1
4

青
森
県

9
1

1
4
5

1
1
5
6

京
都
府

6
1

3
6

4
4
7

岩
手
県

6
0

5
0

1
1

大
阪
府

2
6

1
1
8

2
6

7
1

宮
城
県

1
0

3
6

4
2
3

兵
庫
県

2
0

2
9

8
3
9

秋
田
県

3
0

3
2
9

1
3
3
3

奈
良
県

4
0

7
2

1
3

山
形
県

8
2

1
0

2
2
2

和
歌
山
県

6
1

5
0

1
2

福
島
県

8
1

1
7
0

2
1
8
1

鳥
取
県

4
0

1
1
9

0
1
2
3

茨
城
県

1
6

0
3
8
1

4
4
0
1

島
根
県

5
2

1
0

1
1
8

栃
木
県

7
0

3
1

1
1

岡
山
県

6
0

4
0

1
0

群
馬
県

4
0

1
5
1

2
1
5
7

広
島
県

7
1

8
6

2
2

埼
玉
県

1
1

0
1
0
3

5
1
1
9

山
口
県

8
1

1
5

0
2
4

千
葉
県

1
2

0
8
2

2
9
6

徳
島
県

7
2

3
0

1
2

東
京
都

1
8

2
1
8

2
1

5
9

香
川
県

3
0

6
0

9

神
奈
川
県

1
6

2
7

2
2
7

愛
媛
県

8
0

4
3

1
5

新
潟
県

1
0

0
4
5
8

1
4
6
9

高
知
県

6
1

8
9

3
9
9

山
梨
県

3
0

2
0

5
福
岡
県

1
6

1
7

5
2
9

長
野
県

1
1

0
4
6

4
6
1

佐
賀
県

7
0

5
0

1
2

富
山
県

4
0

9
2

1
5

長
崎
県

6
0

8
6

2
0

石
川
県

4
0

5
1

1
0

熊
本
県

4
0

0
2

6

岐
阜
県

7
1

3
7

1
4
6

大
分
県

3
0

3
0

6

静
岡
県

1
1

0
8

0
1
9

宮
崎
県

6
0

0
0

6

愛
知
県

1
2

1
6

4
2
3

鹿
児
島
県

1
0

1
0

3
1
4

三
重
県

7
0

0
3

1
0

沖
縄
県

8
0

7
1

1
6

福
井
県

5
0

5
0

1
5
6

合
計

4
2
2

3
0

2
,4

1
7

1
3
7

3
,0

0
6

7
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平
成

２
６
年

度
医

療
観

察
法

関
係

予
算

（
案

）
の

概
要

心
神

喪
失

者
等

医
療

観
察

法
の

医
療

提
供

体
制

の
確

保
等

H
2
5
年

度
予

算
H

2
6
年

度
予

算
（
案

）
２

１
４

億
円

→
  

２
０

９
億

円
（
▲

５
億

円
）

医
療

観
察

法
に

基
づ

く
指

定
入

院
医

療
機

関
の

運
営

に
係

る
経

費
に

つ
い

て
補

助
負

担
率

：
1
0
/
1
0

・
指

定
入

院
医

療
機

関
施

設
・
設

備
整

備
費

１
４

．
３

億
円

→
１

０
．

１
億

円

医
療

観
察

法
に

基
づ

く
指

定
入

院
医

療
機

関
の

新
設

、
増

設
、

増
築

等
施

設
・
設

備
整

備
に

係
る

経
費

に
つ

い
て

補
助

負
担

率
：
1
0
/
1
0

・
指

定
入

院
医

療
機

関
運

営
費

１
５

．
０

億
円

→
８

．
６

億
円

医
療

観
察

法
に

基
づ

く
指

定
入

院
医

療
機

関
が

実
施

す
る

ピ
ア

レ
ビ

ュ
ー

事
業

に
必

要
な

経
費

に
つ

い
て

補
助

補
助

率
：
1
0
/
1
0

・
指

定
入

院
医

療
機

関
医

療
評

価
・
向

上
事

業
０

．
１

億
円

→
０

．
１

億
円

・
心

神
喪

失
者

等
医

療
観

察
法

入
院

等
決

定
者

医
療

費
１

８
２

．
０

億
円

→
１

８
８

．
４

億
円

医
療

観
察

法
に
基

づ
く
入

院
・
通

院
医

療
の

決
定

を
受

け
た
者

に
対

し
、
円

滑
な
社

会
復

帰
を
促

進
す
る
た
め

に
必
要
な
医
療
費

・
指

定
入

院
医

療
機

関
地

域
共

生
事

業
費

０
．

３
億

円
→

０
．

３
億

円

医
療

観
察

法
に

基
づ

く
指

定
入

院
医

療
機

関
の

整
備

に
と

も
な

い
、

地
域

共
生

施
設

等
の

事
業

に
必

要
な

経
費

に
つ

い
て

補
助

補
助

率
：
1
0
/
1
0
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１
健
保
法
診
療
報
酬
の
考
え
⽅
に
な
ら
った
薬
価
及
び
消
費
税
補
填
の
改
定

○
⼊
院
対
象
者
⼊
院
医
学
管
理
料

急
性
期
⼊
院
対
象
者
⼊
院
医
学
管
理
料

6,
68
0点

→
6,
70
5点

回
復
期
⼊
院
対
象
者
⼊
院
医
学
管
理
料

4,
92
0点

→
4,
93
8点

社
会
復
帰
期
⼊
院
対
象
者
⼊
院
医
学
管
理
料

5,
82
0点

→
5,
84
2点

○
通
院
対
象
者
通
院
医
学
管
理
料

前
期
通
院
対
象
者
通
院
医
学
管
理
料

8,
25
0点

→
8,
29
6点

中
期
通
院
対
象
者
通
院
医
学
管
理
料

7,
25
0点

→
7,
29
1点

後
期
通
院
対
象
者
通
院
医
学
管
理
料

6,
25
0点

→
6,
28
5点

平
成
26
年
度
医
療
観
察
診
療
報
酬
に
つ
い
て
（
案
）
①
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２
政
策
的
観
点
か
ら
の
改
正
に
つ
い
て

（
１
）
遠
隔
地
加
算
の
新
設

帰
住
先
が
遠
隔
地
の
者
に
つ
い
て
、社

会
復
帰
期
開
始
後
1年

以
内
の
期
間
に
お
い
て
、⼀

定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
、1
80
⽇
間
に
限
り加

算
を
算
定
で
き
る
も
の
とす
る
。

た
だ
し、
加
算
を
算
定
した
者
に
つ
い
て
、社

会
復
帰
期
開
始
後
1年

を
超
え
た
場
合
の
減
算
は
強
化
す
る
。

①
１
⽇
に
つ
き
1,
17
0点

加
算

②
社
会
復
帰
期
移
⾏
後
１
年
を
超
え
た
⽇
以
降
は
、5
00
点

減
算

（
２
）
通
院
医
学
管
理
事
前
調
整
加
算
の
引
き
上
げ

指
定
⼊
院
医
療
機
関
等
か
ら、
通
院
対
象
者
を
受
け
⼊
れ
る
際
の
事
前
調
整
加
算
を
引
き
上
げ
る
。

1,
00
0点

→
2,
40
0点

（
３
）
通
院
医
学
管
理
情
報
提
供
加
算
の
引
き
上
げ

通
院
対
象
者
に
つ
い
て
、関

係
機
関
等
との
連
携
を
図
る
た
め
の
情
報
提
供
加
算
を
引
き
上
げ
る
。

60
0点

→
1,
20
0点

平
成
26
年
度
医
療
観
察
診
療
報
酬
に
つ
い
て
（
案
）
②
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３
健
康
保
険
法
の
診
療
報
酬
点
数
表
の
改
正
に
準
じた
改
正
に
つ
い
て

（
１
）
医
療
観
察
通
院
精
神
療
法

イ
地
域
の
精
神
科
救
急
医
療
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
協
⼒
等
を
⾏
って
い
る
精
神
保
健
指
定
医
等
が

医
療
観
察
通
院
精
神
療
法
を
⾏
った
場
合

70
0点

→
60
0点

注
３

20
歳
未
満
の
対
象
者
に
対
して
医
療
観
察
通
院
精
神
療
法
を
⾏
った
場
合
20
0点

→
35
0点

（
２
）
医
療
観
察
精
神
科
訪
問
看
護
・指
導
料
（
Ⅲ
）

同
⼀
⽇
の
同
⼀
建
物
の
訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
、
２
⼈
⽬
ま
で
は
同
⼀
建
物
以
外
と
同
じ
点
数
を
算

定
す
る
が
、
３
⼈
⽬
以
上
の
場
合
、
１
⼈
⽬
か
ら
同
⼀
建
物
の
点
数
を
算
定
す
る
。

医
療
観
察
精
神
科
訪
問
看
護
・
指
導
料
（
Ⅲ
）

同
⼀
⽇
に
２
⼈

同
⼀
⽇
に
３
⼈
以
上

（
１
）
週
3⽇

⽬
ま
で

30
分
以
上
の
場
合

44
5点

→
57
5点

28
8点

（
２
）
週
3⽇

⽬
ま
で

30
分
未
満
の
場
合

34
0点

→
44
0点

22
0点

（
３
）
週
4⽇

⽬
以
降

30
分
以
上
の
場
合

54
5点

→
67
5点

33
8点

（
４
）
週
4⽇

⽬
以
降

30
分
未
満
の
場
合

41
5点

→
52
5点

26
3点

平
成
26
年
度
医
療
観
察
診
療
報
酬
に
つ
い
て
（
案
）
③
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（
3）

医
療
観
察
訪
問
看
護
基
本
料
（
Ⅲ
）

同
⼀
⽇
の
同
⼀
建
物
の
訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
、
２
⼈
⽬
ま
で
は
同
⼀
建
物
以
外
と
同
じ
点
数
を
算

定
す
る
が
、
３
⼈
⽬
以
上
の
場
合
、
１
⼈
⽬
か
ら
同
⼀
建
物
の
点
数
を
算
定
す
る
。

医
療
観
察
精
神
科
訪
問
看
護
・
指
導
料
（
Ⅲ
）

同
⼀
⽇
に
２
⼈

同
⼀
⽇
に
３
⼈
以
上

（
１
）
週
3⽇

⽬
ま
で

30
分
以
上
の
場
合

43
0点

→
55
5点

27
8点

（
２
）
週
3⽇

⽬
ま
で

30
分
未
満
の
場
合

33
0点

→
42
5点

21
3点

（
３
）
週
4⽇

⽬
以
降

30
分
以
上
の
場
合

53
0点

→
65
5点

32
8点

（
４
）
週
4⽇

⽬
以
降

30
分
未
満
の
場
合

40
6点

→
51
0点

25
5点

（
4）

医
療
観
察
訪
問
看
護
管
理
料

イ
⽉
の
初
⽇
の
訪
問
の
場
合

73
0点

→
74
0点

ロ
⽉
の
2⽇

⽬
以
降
の
訪
問
の
場
合

29
5点

→
29
8点

平
成
26
年
度
医
療
観
察
診
療
報
酬
に
つ
い
て
（
案
）
④
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